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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　王宮の最さい奥おうに設けられた一室。煌きらびやかに飾かざられた室内には高価な調度品が並び、ガラス張りになった天てん井じようの一角からは日の光が降り注ぐ。造りも並ぶ品も何もかもが上質で、神こう々ごうしさすら感じさせる部屋だ。

　そんな一室の上座には、これまた部屋の規模に見合った豪ごう華かな椅い子す。上質の布が張られ、背もたれや枠わくには細工、誰だれが見ても特注と分かるだろう。玉座と呼んでも差し支つかえない程ほどだ。

　だがそこに座るのは一国の王ではなく、小こ柄がらな一人の少女。

　白を基調とした服装。幾いく重えにも重ねられた上質の布が、小柄な少女を厳おごそかにさえ見せる。緩ゆるやかなウェーブを描えがく金糸の髪かみはこの室内において何より美しく、服装と相まって神聖さすら感じさせるだろう。

　顔はベールで覆おおい隠かくされており、それもまた神秘的な魅み力りよくを見せる。纏まとう空気に魅み了りようされ、誰もがその顔を覗のぞきたいと思うに違ちがいない。

　だが室内に漂ただよう重苦しい空気がそれを良しとしない。重苦しい正装を纏う男達が並び、そのうえ畏かしこまった騎き士し達が無礼な真似まねをすれば即そく座ざに叩たたき切らんと言いたげに配備されている。並の者ならば臆おくしかねない空気だ。

　だがそんな室内においても少女は凜りんとした佇たたずまいで椅子に腰こしかけていた。そうして透すき通った声で告げる。

「次の者、前へ」

　鈴すずの音のようなその声は静まった室内によく通り、並ぶ者達の中から一人の老人が恭うやうやしく一歩進み出た。

「キャスリーン様、先日からどうにも体が痛むんです。まるで悲鳴をあげているかのよう……。どうかそのお力で診みては頂けませんでしょうか」

　上座に座る少女をキャスリーンと呼び、老人がゆっくりと歩み寄る。時には腰を擦さすり、足を擦り、思うように歩けないと訴うつたえているようで見ていて痛々しい。

　かつては黒髪だったという髪も今はその面おも影かげ無く白く染まり、目元や口元に深く刻まれた皺しわが老いを感じさせる。足元も覚おぼ束つかなく、その歩みはだいぶ危なっかしい。

　そうしてゆっくりと上座へと進み出ると、まるで乞こうように頭こうべを垂れた。

「キャスリーン様、聖女のお力で癒いやしてください」

　老人の言葉に、上座に座るキャスリーンが一度頷うなずき、次いでゆっくりと片手を上げた。

　周囲の空気が張り詰つめる。誰もがゴクリと生なま唾つばを吞のむようにキャスリーンに視線を向ける。

　そんな視線に晒さらされながら、キャスリーンが流れるような所作で老人に向けて手を伸のばした。

　何も持っていない、これから何を持つわけでもない。ただ手を伸ばすだけだ。それも触ふれることなく空を搔かいてすぐさま引いてしまう。

　それだけだというのに、老人の表情が一いつ瞬しゆんにして晴れやかなものに変わった。先程までの乞うような色はなく、痛々しそうに腰を擦ることもない。

「おぉ、痛みが引いた……。さすがキャスリーン様、素す晴ばらしいお力！」

　感動したと言いたげに老人がキャスリーンを誉ほめ称たたえる。それどころか自分の健康体を見せつけるようにぐっと背を伸ばした。足も腰も痛みを訴えている様子はない。

　その姿に、彼だけではなく居合わせた者達誰もが感かん嘆たんの声を漏もらした。

　まるで魔ま法ほうを見たかのように、それも初めて目まの当たりにしたかのように。

「さすが」だの「これはお見事」だのといった賛辞を口にし、揃そろえたようにキャスリーンへと羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける。その表情は我が事のように嬉うれしそうだ。

　高らかに鐘かねの音が鳴ったのはちょうどその時である。

　それと同時に、キャスリーンの隣となりに立っていた女性が「本日はこれで」と終しまいを口にした。

　まるで舞ぶ台たいが終幕したかのようではないか。観客は別れの挨あい拶さつを告げると一人また一人と劇場を後にし、騎士達も務めを終えたと去っていく。

　閉幕からの退場はあっという間。そうして残るのは……演者だ。

　まるで舞台装置のような絢けん爛らん豪華な椅子に座り、キャスリーンは最後の一人が去っていくのをただ黙だまって見送っていた。もちろん実際の演者のように手を振ふることも頭を下げることもなく。告げられる別れの言葉にはただ黙って頷くだけ。

　そうして最後の一人が部屋を出ていき扉とびらが閉まるや、

「あぁもう、疲つかれた！」

　と声を上げ、立ち上がるやグッと両りよう腕うでを伸ばして背を伸ばした。

　先程まで纏っていた厳かさも神秘さも皆かい無むである。
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　キャスリーン・トルステアは聖女である。

　代々続く聖女の家系。手を添そえただけで治ち療りようする『癒いやし』の力を持ち、それを国のために捧ささげる聖女。国民は聖女を愛し、聖女もまた国民を愛し彼らに恩おん恵けいを与あたえる。

　……というのが代々伝わる聖女の務めだ。だが、なかなかどうして上手うまくいかない。

「またヘイン伯はくよ！」

　そうキャスリーンが隣に立つ母ナタリアへと訴える。

　だがそれを聞くナタリアは平然としており、それどころか「また始まったわ」と言いたげな表情を浮うかべて聞き流していた。

「私知ってるんだから、ヘイン伯は一昨日おととい孫と木登りしてたのよ！　『若い奴やつにはまだ後おくれを取らん』って無理して、それで体を痛めたの！　自じ業ごう自じ得とくじゃない！」

「そうねぇ。あらキャスリーン、明日あしたはヘレナ夫人が来るらしいわ、庭園の薔ば薇らを触さわったら棘とげが刺ささったんですって」

　大変ねぇ、と間延びした声でナタリアが嘆たん願がん書を捲めくっていく。

　聖女の癒しを求める者達の救済願。

　だが内容はどれも急を要するものではなく、前日に無理をしたら体が痛い、日に焼けて肌はだが痛い……と、自業自得や気候によるものが殆ほとんどだ。それも全すべてが貴族や国の重役である。もちろんヘインの嘆願書もある。明日は膝ひざの痛みを治してほしいらしい。

　ナタリアがそれらを読み上げれば、キャスリーンが溜ため息いきで返してベールを脱ぬいだ。視界が鮮せん明めいになり若じやつ干かんの爽そう快かい感かん、同時に聖女としての重苦しい正装を脱げば体も心も少しだが軽くなる。

　聖女の正装は布をふんだんに使っており、そのせいで重すぎるのだ。華はなやかで美しいが、動きが制限され椅子に括くくられているような気分にさせる。

　それらを取っ払ぱらうように脱ぎ、部屋の隅すみに隠しておいた服に着き替がえる。金の髪を手早く三つ編みに結べば、先程までの鬱うつ憤ぷんもどこへやらだ。

　綺き麗れいさっぱり切り替かわり、ヘインに対しても「お大事に」と労いたわりの気持ちになってくる。

「あら見てキャスリーン、ヘレナ夫人は娘むすめさんも髪の傷いたみをどうにかして欲しいんですって。枝毛が増えて……」

「お母様……いえ、ナタリア様、残念ですが私もうキャスリーンじゃありません！」

　キャスリーンが胸を張ってナタリアに告げる。

　先程まで着ていた聖女の正装やベールは畳たたんで部屋の隅に寄せ、上から布を被かぶせて隠している。代わりに纏っているのは騎士の制服。白を基調とした色使いと細部の飾かざりが厳格さを感じさせ、それでいて騎士としての務めを果たすため動きやすさも重視されている。もちろん軽い。

　見せつけるようにクルリと回ればレイピアが先を揺ゆらし、腰から下げる大き目の鞄かばんがポンと跳はねる。

　その姿に、ナタリアが小さく溜息を吐つくと共に肩かたを竦すくめた。

「そうね、それじゃ第四騎士隊所属のキャス、お務め頑がん張ばって」

「はい、ナタリア様！」

　母からの言葉に、キャスリーンが腰から下げたレイピアに手を添えて騎士らしく返す。

　次いで行って参りますと元気良く告げ、扉へと向かいそのまま飛び出し……はせず、少し開けると顔を出して廊ろう下かの様子を窺うかがった。

　この謁えつ見けんの間は王宮の最さい奥おうにある。謁見の前後こそ人の行き来があるが、それが終われば人の姿は無くなる。現に今も、長い通路はシンとした静けさで満ちている。

「元気なのは良いことだけど、見つからないようにしなさい」

「分かってます。では行って参ります！」

　威い勢せい良よく返事をし、キャスリーンが扉から飛び出すと金の三つ編みを揺らして廊下を駆かけた。







「ただいま参りました！　遅おくれて申し訳ありません！」

　そう声を上げながらキャスリーンが向かったのは、王宮横にある第四騎き士し隊の訓練所。

　一角に集まっている騎士達の中に飛び込むように合流すれば、彼らの前に立っていた一人の青年が一瞬にして表情を明るくさせた。

　穏おだやかな表情。どことなく嬉しそうにキャスリーンに視線を向けてくる。

「キャス。間に合ったな」

「間に合いましたか。よかったぁ」

　肩で息をしながらキャスリーンが安あん堵どの声を漏らせば、青年が宥なだめるように頭を撫なでてくる。

　藍あい色いろの髪かみに同色の瞳ひとみ、整っているがどこか厳格さを感じさせる顔付き。背も高く鍛きたえられており、まさに騎士といった出いで立ち。腰こしに下げられた大おお振ぶりの剣けんが威い圧あつ感かんを放っている。

　並の少女であれば対たい峙じするだけで緊きん張ちようしてしまうだろう。だがよく見れば目元は穏やかに和やわらいでおり、労ねぎらってくる声は優やさしい。頭を撫でてくる手も大きく温かい。

「どこから来てるかは知らないが、いつもギリギリだもんな。もっと近い場所に部署を異動してもらえないのか？」

「そ、それはその……色々と込み入っているので、異動は難しいかと……」

「そうか。俺は王宮内のことは分からないから、何もしてやれないな」

　すまない、と謝罪されキャスリーンが慌あわてて首を横に振った。

「アルベルト隊長が謝ることではありません。それに、走れば準備運動にもなりますから！」

「それなら良いが、もし辛つらかったらちゃんと言うんだぞ。お前を預かった身として、無理をさせられないからな。何かあれば上に掛かけ合ってやる」
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「はい、ありがとうございます！」

　いざという時は頼たよってくれと申し出るアルベルトに、キャスリーンが頷うなずいて返した。

　なんて優しいのだろうか……！　という感謝の気持ちが胸に湧わく。だがそれと同時に湧くのは、全てを打ち明けられず、それどころか噓うそまでついているのだという罪悪感。

　キャスリーンが謁見の間から来ている事、今の今まで聖女として務めを果たしていた事を彼は知らない。いや、彼だけではない。キャスの正体がキャスリーンであるという事は、聖女に関かかわる極一部の者しか知らないのだ。

　極ごく秘ひ事じ項こう、と言えば聞こえはいいかもしれないが、実際は騙だましているだけだ。

（だけど、王宮の奥で聖女やってました……なんて言えるわけがない）

　そうキャスリーンが己おのれに言い聞かせ、話題を変えてしまおうとアルベルトに視線をやり……ひょいと背後から伸のびてきた腕に絡からめとられるように捕つかまった。そのままグイと強ごう引いんに引き寄せられれば、後頭部にポスンと何かが当たる。

　一体誰だれかなど確かく認にんするまでも無い。いつもの事だと見上げれば、楽しそうに笑う一人の青年。

「いつも言うけど、話してる最中にやめてよ」

　不満を露あらわに訴うつたえるも、抱だき締しめるように絡みついてくる腕は離はなれそうにない。試ためしにペチンと叩たたいてみても微び動どうだにしない。

「ロイ、離して」

「お、当たり。キャスは察しが良いな」

　楽し気に笑い、ロイがパッと手を離す。

　ようやく自由になったとキャスリーンが安堵の息を吐はき、改めて文句の一つでも言ってやろうと口を開き……ひょいと背後から伸びてきた腕うでに絡めとられた。二度目である。もちろん今回もまた強引に引き寄せられ、後頭部がポスンと何かに当たる。

　まるで焼き直しのようではないか。今回も同じように見上げれば、またも楽しそうに笑う青年。ロイ……ではない、なにせ彼は今キャスリーンの目の前にいるのだ。

「ローディス！」

　キャスリーンが声を荒あららげれば、ロイとローディスがニヤリと笑う。その笑え顔がおはまるで鏡に映したかのように瓜うり二ふたつだ。錆さび色いろの髪、同色の瞳、顔の作りも体格も、それどころか纏まとう騎士の制服すらも同じである。瓜二つの双ふた子ご、それが髪型も合わせて同じ騎士服を纏っているのだから、彼等を知らぬ者ならば何かに化かされたと感じかねない。

　そんな双子に対してキャスリーンが文句を言えば、やりとりを見ていたアルベルトもつられるように溜息を吐いた。

「お前達、キャスを揶揄からかうんじゃない」

「隊長、キャスは噓ついてるんですよ。家業の勉強なんて真っ赤な噓、俺知ってるんです」

　得意気に話すローディスの言葉に、彼の腕の中に居るキャスリーンが「えっ」と声をあげた。

　ローディスがニヤリと笑っている。見れば隣となりに並ぶロイも同じ笑みを浮うかべている。きっと自分もだと言いたいのだろう。

　そんな二人の表情を交こう互ごに見れば、キャスリーンの胸に焦あせりが募つのる。

（知ってるって、私が聖女だってこと……？　もしかして謁見の間から出てきたのを見られた？　それとも誰かがばらした!?）

「し、知ってるって……。ローディス、なにを？」

　焦りを露わに問えば、その態度もまた怪あやしまれる要因になる。そう考えて冷静を取り繕つくろい、キャスリーンがローディスの腕からするりと抜ぬけると共に彼等を見上げた。

「俺は知ってしまったんだ、キャスは午前中……」

「午前中……？」

「厨ちゆう房ぼうを駆け回ってチーズを食べてるんだ！」

「ネズミと一いつ緒しよにしないで！」

「違ちがうぞローディス、キャスは午前中海の中を甲こう殻かく類の仲間と泳いでるんだ」

「エビとも違うから！」

　突とつ拍ぴよう子しも無い双子の言い分に、キャスリーンが声を荒らげた。

　二人を交互に見やって文句を言えば、金の三つ編みがぶんと揺れる。まるでキャスリーンの怒いかりを表しているようではないか。周囲も「キャスの尻尾しつぽが膨ふくらんだ」と冗じよう談だんめかしてくる。

　聖女の時は麗うるわしいだの黄金だのと言われていた髪も、キャスとして三つ編みにすればこの扱あつかい。ネズミの尻尾に、エビの尾お、酷ひどい話ではないか。

　キャスリーンが失礼だと怒りながら三つ編みを押さえれば、そんなキャスリーンを見み兼かねたのか、アルベルトが苦く笑しようと共に宥めてきた。

「キャスは家業を継つぐための勉強をしてるんだよな？」

「え、えぇ……そうです。あまり詳くわしくは話せないんですが……」

「いいさ、騎士として立派に戦ってる。それだけで仲間として受け入れるには十分だろ」

「……アルベルト隊長」

　アルベルトの慰なぐさめに、キャスリーンが感謝と共に彼を見上げた。

　藍色の瞳が優しく見つめてくる。その瞳には信しん頼らいの色が見え、そのうえ彼は宥めるようにポンと頭に手を置いてきた。大きな手が頭に乗ってくる。

　その重みに、そして柔やわらかく頭を撫でてくる優しい動きに、キャスリーンの胸の内に湧いていた怒りが収まっていく。

　この際「後でチーズ買ってやるから許してくれ」と謝ってくるローディスや、「後でシーフードサラダ奢おごってやるから……いや、これだと共食いだな」と謝ると見せかけて更さらに茶ちや化かしてくるロイは無視である。

　今はアルベルトに宥められていよう、そう考えてキャスリーンが頭を撫でられる心地ここち好よさに瞳を閉じた。




　キャスリーンがキャスとして所属するのは、アルベルト率いる第四騎き士し隊。

　四部隊ある騎士隊の中で末まつ端たんに属する騎士隊であり、騎士の家系や爵しやく位いのある者しか入れない第一から第三騎士隊と違い、剣の腕があれば誰でも入隊出来る雑多な部隊である。

　扱いも回される仕事も末端に等しく、報ほう酬しゆうが望めそうにない案件や、時間が掛かかり面めん倒どうなだけの案件、時には雑用染じみた仕事も回される。

　当然だがそんな扱いの第四騎士隊が国宝とされている聖女に近付けるわけがなく、殆ほとんどの者が王宮に入ったことすら無いだろう。ゆえに第四騎士隊の中には聖女をまともに見た者はおらず、キャスリーンとしてはこれ以上のことは無い。

（誰も私を……キャスリーンを知らない。ここでだけは私は聖女じゃない……！）

　そうキャスリーンが意気込み、手にしていたレイピアを握にぎり直した。




　今日の任務は、王都からしばらく走った森の中に根城を構えた賊ぞくの討とう伐ばつである。

　もちろんキャスリーンも仲間と共に討伐に加わっている。

　武器を手に戦うなど、聖女の時ならば周囲に止められ、下手へたをすれば謁えつ見けんの間に閉じ込められかねない話だ。だが今はキャス、第四騎士隊の一人。戦うのは当然の事である。

「キャス！　こっち来てくれ！」

　そう仲間に呼ばれ、キャスリーンが雑音ひしめく戦場の中でくるりと振ふり返った。

　足元で倒たおれる賊にはもはや一いち瞥べつしてやる義理はない。右みぎ肩かたと胸むな元もとをレイピアで突つくように刺さしてやったのだ、立ち上がり戦う余よ裕ゆうは無いだろう。この混戦が片付いたら捕ほ縛ばくすればいい。

　そう判断し、レイピアを軽く振るって付着した血を振り払はらい声のする方へと駆かけ出した。

「ローディス、どうしたの！」

「悪い、腕をやられた。診みてくれないか？」

　駆けつけた先にいたのはローディス。彼の騎士服はこの混戦の中で土つち埃ぼこりが付着し、なにより目に付くのは右腕を覆おおう真っ赤な染み……。避よけきれなかったと悔くやむあたり、敵の剣けん先さきでやられてしまったのだろう。

　それを見たキャスリーンが痛々し気に眉まゆ尻じりを下げ、次いで慌あわてて周囲を見回した。そこに見慣れた片割れの姿を見つけ、彼の名前を呼ぶ。

「ロイ！　ローディスの手当てをするから援えん護ごして！」

　そうキャスリーンが声を掛けつつ、身を隠かくせそうな場所へとローディスを誘ゆう導どうする。──肩を貸すと告げたところ「お前の肩を借りたら倒れちまうだろ」と苦笑されてしまった。なるほど確かに……と頷うなずきつつ、小ささを指し摘てきされた悔くやしさで彼の右腕を軽く突っついて返す──

　そうして木こ陰かげに身を隠し、傷きず跡あとを刺し激げきしないように布を破いていく。真っ赤に染まった腕が露わになる。そこを横断する傷のなんと痛々しいことか……。

　この状じよう況きよう下では手当てどころか止血も出来ず、それどころか押さえることすら出来ずにいたのだ。今もまだ零こぼれた先から血が滲にじんでいく。

「悪いな、ちょっとヘマしちまった。パパッと処置してくれないか？」

「分かった、任せて」

　返事をすると共に、鞄かばんから必要なものを取り出していく。

　といってもここは戦場だ、治ち療りよう設備が揃そろっているわけがなく、キャスリーンの鞄も必要最低限の薬や道具しか入っていない。出来ることなどたかがしれている。

（聖女の力を使えれば、医療道具なんていらないのに……）

　そうキャスリーンが心の中で悔やみつつ、取り出したガーゼで傷をそっと拭ぬぐった。まずは付着した土つち汚よごれを拭い、次いでガーゼを替かえて消毒液を染み込ませて拭う。軽く拭うだけでガーゼが赤く染まり、その光景は見ているだけでこちらの腕まで痛み出しそうだ。

　出血が酷い。だが筋までは痛めていないようで、指先は動かせるかと確かく認にんすれば動かすどころか三つ編みを引っ張られた。大事にならずに良かった……と安あん堵どしつつ、ペチンと傷の近くを叩たたいて『次は傷を直じかに叩く』と脅おどしてみせる。

「止血して包帯を巻くから、あまり動かないようにしてね」

「ということはサボってて良いんだな。俺、あっちで寝ねてようかな」

　悪戯いたずらっぽくローディスが笑うが、その額には汗あせが浮かんでいる。痛みがまだ引いていないのだろう。それでも冗談を口にするのは、戦場で傷を負った己おのれを甘やかすまいとしているのか、それとも避け損そこねた己の非だと考え耐たえているのか、もしくはキャスリーンを相手に痛がる姿は見せまいとしているのか……。

　なんにせよ引きつった笑えみながらに「ご苦労さん」と労ねぎらってくるローディスに、キャスリーンが頷いて返すと共にそっと彼の腕うでに手を添そえた。包帯の上から刺激しないように撫なでる。治療の最後に聖女の癒いやしというおまけを付けるのだ。もちろんバレない程度にだが。

「恒こう例れいのおまじないか」

「ローディスの怪け我がが早く治りますように、痛みませんように……」

「キャス、ありがとうな」

「大人しくしててくれますように、その後ちゃんと休んだ分働いてくれますように……」

「腕の痛みは引いてきたが今度は耳が痛いな」

「約束通りチーズを奢ってくれますように、一緒にケーキも買ってくれますように」

「耳どころか財さい布ふまで痛み出したぞ」

「私のことをネズミだと馬ば鹿かにしませんように、私の背がもっと伸のびますように……！」

　ローディスの腕を擦さすりながらも己の願望を口にすれば、彼がクツクツと笑い出す。冗談めかしたこのやりとり、まさかそこに聖女の癒しの力が込められているとは到とう底てい思うまい。

　現に彼はキャスリーンに対して呆あきれたと言いたげな表情を浮うかべ、三つ編みをクイと引っ張ると「無理な願いだな」と言って寄よ越こしてきた。それに対してキャスリーンが睨にらんで返す。もちろん、ここまでが恒例の流れなので本気で怒おこっているわけではないのだが。

　そんなやりとりを終え、ローディスが徐おもむろに立ち上がった。包帯が巻かれた右腕を擦り様子を窺うかがい、剣けんを左手に構え直す。

　どうやらまだ戦うつもりらしく、咎とがめるようにキャスリーンが彼を見上げた。

「怪我してるんだから、大人しくしててよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、みんなのサポートするぐらいだ」

　無理はしない、とローディスが念を押してくる。それに対しキャスリーンは渋しぶ々しぶといった表情で頷いて返し、自らもまたレイピアを構え……、

「大丈夫か、ローディス！」

　と、慌てて駆けつけてきたロイにぶつかった。

　否いな、正確に言うのならばロイとローディスに挟はさまれた。

　背の高い双ふた子ごに挟まれ、憐あわれキャスリーンが悲鳴をあげる。この時に「きゃぁ！」と高い悲鳴でもあげれば可愛かわいかったのかもしれないが、あまりに突とつ然ぜんすぎてあがった悲鳴が「ぷぎゅ！」である。間が抜ぬけているにもほどがある。

「あ、悪いキャス。いたのか」

「いたよ！　むしろ私がロイを呼んだよ！」

「まぁそう怒るな。悪かったよ、焦あせって足元まで見てなかったんだ」

「足元！　そこまで小さくない！」

　酷ひどい！　とキャスリーンが喚わめく。

　だが酷いのはロイに限らず、周囲の仲間達も「双子サンド」だの「パンの大きさに対して具が小さい」だのと好き勝手に茶ちや化かしてくる。そのうえ先さき程ほどまで感謝していたローディスまでもが「足元駆け回って踏ふまれないように気を付けろよ」と言ってくるのだ。

　これにはキャスリーンも怒いかりを露あらわに、文句の一つでも言ってやろうとし……、

　グラリと揺ゆらいだ視界に、そして一いつ瞬しゆんにして足の力が抜けたことに紫むらさき色いろの瞳ひとみを丸くさせた。

　心の中でしまったと悔やむが、一度崩くずれたバランスはそう簡単には戻もどらない。

　世界が歪ゆがむように揺らぎ、体がまるで地面に吸い込まれるように倒れていくのが分かる。双子が慌てて手を伸ばすが、彼等の手はあと僅わずかでキャスリーンには届かない。

　倒れる……！　そうキャスリーンがくるであろう衝しよう撃げきに身構えた。その瞬間……、

「キャス！　大丈夫か！」

　と、突とつ如じよ現れたアルベルトに抱だきかかえられた。これにはキャスリーンも瞳をぱちんと瞬まばたかせ、双子も手を伸ばしたまま動けずにいる。

　なにせアルベルトがいるのだ。いや、彼が戦場にいること自体は当然なのだが……。

「アルベルト隊長、前線に居たんじゃなかったんですか……？」

　そうキャスリーンが彼に抱き留められたまま尋たずねた。

　今日の作戦でアルベルトは前線で戦うはずだった、むしろ先程までそうしていたはずである。

　なにせキャスリーンがローディスの手当てをしている最中も、その後も前も、アルベルトの姿は見えなかったのだ。影かげはおろか声すら聞こえなかった。

　だというのに、まるで今さっきまで近くに居たと言いたげにアルベルトがいる。

「アルベルト隊長、いつからそこに？」

「……いいかキャス、俺は隊長だ。常に戦せん況きようを把は握あくしなければならない。だから戦いつつも全体を見て回っているんだ」

「そうだったんですね、さすがアルベルト隊長！　ありがとうございます、助かりました！」

「いやなに、たまたま居合わせただけだ」

　アルベルトの話に、キャスリーンがパッと表情を明るくさせる。

　前線で戦いつつ全体を視野に入れるなんて、やはり隊長になる人は違ちがう！　そうキャスリーンの胸に尊敬の念が湧わく。──アルベルトの肩が大きく上下し息が荒あらくなっているが、彼の偉い大だいさに感動しているキャスリーンは気付いていない。もちろん、周囲からあがる「キャスの悲鳴を聞いて走ってきたな」「相変わらず過保護騎き士しだ」という囁ささやきも耳には届かない──

「とにかく、頑がん張ばるのは良いが無理をしないように」

「はい！」

「俺の部隊でまともな治療が出来るのはキャスだけだ。頼たよりにしてるからな」

「任せてください！」

　穏おだやかに鼓こ舞ぶしてくるアルベルトの言葉に、キャスリーンが頷いて返す。

　頼りにしている、その言葉のなんと闘とう志しを滾たぎらせることか。だが次いでその瞳を見開いたのは、彼の背後から一人の男が姿を現したからだ。

　険しい表情で短刀を手にし、今まさにアルベルトに切りかからんと頭上高くに掲かかげている。

「アルベルト隊長！」

　思わずキャスリーンが声を荒らげた。

　だが次の瞬間に発した言葉ごと飲み込むように息を吞のんだのは、憎ぞう悪おを露わに短刀を手にしていた男が一瞬にして表情を苦痛に歪め、苦く悶もんの声をあげるとその場に頽くずおれていったからだ。

　男の手にあった短刀が地に落ちる。誰だれに刺ささることも、誰を切りつけることもなく。

　そうして地に伏ふせた男が呻うめきながら見上げるのは……剣を手にするアルベルト。

　キャスリーンが声をあげた瞬間、彼はそれを聞くや否や振ふり向くと共に剣を抜き、迷いのない太刀たち筋すじで男を切ったのだ。敵を視認するより先に剣を振るうその速さ、目の前で見ていたキャスリーンでさえ目で追うのがやっとだった。

　藍あい色いろの髪かみと騎士服の裾すそが翻ひるがえる様、なにより一瞬にして冷ややかな色合いに変わったアルベルトの瞳に言葉を失ってしまった。

「……アルベルト、隊長……お怪我は……？」

「あぁ、問題ない」

　呆ぼう然ぜんとしつつキャスリーンが案じる。対してアルベルトは平然としたものだ。彼の返答には無理をしている様子もなければ、驚きよう愕がくを押し隠かくしている様子もない。当然の対応をしたまでとでも言いたげである。それどころか、接近を許してしまった己の迂う闊かつさを悔くやんでいる。

　だが背後に迫せまる敵を振り向きざまに切り倒たおすなど、熟練の者しか出来ない芸当である。現に、それを見ていた周囲の騎士達も尊敬の眼まな差ざしを彼に向けている。

「……氷騎士」

　とは、そんな中で地に伏せる男がポツリと呟つぶやいた言葉だ。

　苦痛と怯おびえと畏い怖ふと絶望。それらが綯ない交ぜになり漏もれ出た掠かすれた声に、キャスリーンが改めてアルベルトを見上げた。

　彼の瞳に、あの瞬間に見せた凍いてつくような冷ややかさはない。キャスリーンの見覚えのある、穏やかで優やさしい藍色の瞳だ。この瞳からは氷などは想像つかないだろう。

『戦場の氷騎士』

　だがそれは紛まぎれもなくアルベルトに付けられた異名だ。

　戦場でも冷静かつ沈ちん着ちやくに敵を打ち倒す、冷れい酷こくとさえ言えるほどの圧あつ倒とう的な強さ。冷ややかに敵に向けられる鋭するどい瞳。誰と打ち解けることもなく、強さを極きわめ寡か黙もくに己おのれに与あたえられた仕事をこなしていく彼の姿に、いつしか誰からともなく恐おそれを込めて氷騎士と呼ぶようになったという。

　だが当時を知らぬキャスリーンには今一つピンとこない呼び方である。アルベルトは優しく温かな人で、部下にも親身に接している。冷酷とは程遠い人物だ。

　当時その名で彼を呼んでいた者達も今は考えを改めたようで、とりわけ双子の言い草は酷く「氷が解けたな」だの「もっと早くから揶揄からかえば良かった」だのと言っている。──それを聞くアルベルトが頰ほおを引きつらせていたのは言うまでもない──

（だけどあの一瞬……寒気がするほどだった……）

　そうキャスリーンが心の中で呟き、背筋の震ふるえを感じて腕うでを擦る。

　そんな動きを不ふ審しんに思ったのか、アルベルトがどうしたのかと問うように見つめてきた。藍色の瞳は、今は優しさと共に案じるような色合いを見せている。

　そんな彼の視線を受け、キャスリーンは心の中で戸と惑まどいを抱いだいた己を叱しつ咤たした。それと同時に、窺うかがうように見つめてくるアルベルトの瞳を見つめて返す。

「私もアルベルト隊長のように……とはいかずとも、自分の出来ることを頑張ります！」

「あぁ、そうだな。だけど無理はしてくれるなよ」

「はい！」

　威い勢せい良よくキャスリーンが返すと、それを聞いたアルベルトが柔やわらかく微笑ほほえんで頷うなずいた。

　そうして周囲に対し、あと少しだと檄げきを飛ばす。

　討とう伐ばつ対象の賊ぞく達は既すでに散り散りに分かれ、生き残った者の殆ほとんどは逃にげに転じている。一人たりとて逃がすなと指示を出す今のアルベルトは勇ましく熱い。

「一いつ矢し報むくいようと躍やつ起きになる者がいるかもしれない。最後の一人まで気を抜くな！　前方はもちろん、背を取られないように背後にも注意しろ。……あと」

　ふと、アルベルトが言葉を止め、次いでチラと横目でキャスリーンに視線を向けてきた。

　第四騎士隊の中でも背の高いアルベルトと、身の丈たけは並の少女でしかない小こ柄がらなキャスリーン。自然とアルベルトは見下ろし、対してキャスリーンは彼を見上げる形になる。

「アルベルト隊長、どうしました？」

「……前方後方、あと足元にも注意した方が良いか」

「どういう意味でしょうか」

「いや、なんでもない。とにかくあと少しだ、皆みんな一気に片を付けるぞ！」

　誤ご魔ま化かすように撤てつ回かいし、アルベルトが剣けんを抜ぬいて駆かけていく。

　逃げる賊を見つけたのか、もしくは追う仲間に加勢するためか──言げん及きゆうされる前に逃げた可能性も否いなめないが──疲ひ労ろうも臆おくする気配も見せぬその後ろ姿は勇ましいの一言につき、キャスリーンがほぅと微かすかに吐と息いきを漏らした。

　次いで聞こえてきた己の名に振り返れば、一人の騎士が地に座り、もう一人がそれを支えながらこちらに手を振っている。二人の様子から片方が怪け我がをしたことは一目で分かる。

　つまり治ち療りようを要しているのだ。それを見てキャスリーンもまた「任せて！」と仲間のもとへと駆け出した。







　キャスリーンは元々聖女だ。

　先代の聖女である母ナタリアから力を受け継つぎ、彼女指導のもと力の使い方を学んできた。

　だがいくら学んでも歴代の聖女達のような能力は発揮出来ず、その力でさえ使えば反動が返ってくる。治療をすれば体力の枯こ渇かつが速くなり、眩暈めまいを起こしたり倒れてしまうのだ。

　騎士業に至っては見習い以下である。誰より先に体力が尽つき、剣の扱あつかいだって劣おとる。その剣だって、他ほかの騎士達のような大振りのものは持てず、細身のレイピアを所持している。

　国を守るため戦い負傷した騎士を、共に背を預け戦う仲間を、治すことも出来なければ守り戦い抜くことすら出来ない。これは何とももどかしく、己の未熟さを痛感させられる。




（聖女としても騎士としても中ちゆう途と半はん端ぱ……）

　そうキャスリーンが溜ため息いきを吐ついたのは、討伐も終わり、祝賀会を兼かねての夕食の最中。場所は王都のはずれにある酒場。普ふ段だんは店の半分程度埋うまれば繁はん盛じようと言えるこの店も、今夜は第四騎士隊で埋められており、五月蠅うるさいほどの賑にぎわいを見せている。

　そんな場での盛大な溜息に、キャスリーンの向かいに座る双ふた子ごが顔を見合わせた。

「なんだよキャス、溜息なんか吐くなよ。飯がまずくなるだろ」

「……だって、自分が不ふ甲が斐いなくて」

「不甲斐ない？　またお前なんか考えて落ち込んでるのか」

　呆あきれたと言いたげな表情を浮うかべるのはロイ。

　次いで彼は隣となりに座る片割れにチラと視線を送った。さすが双子、言葉を交かわさずに意思の疎そ通つうが取れるのだろう、ローディスが頷いて返すと共にどこにともなく片手を上げる。

　まるで何かを呼び寄せるような仕草ではないか。いったい何がしたいのか、キャスリーンが不思議そうに二人を見つめてしばらく……、

「キャス、ここにいたのか」

　グラスを手にアルベルトが現れた。

　正確に言うのであれば、仲間達に誘ゆう導どうされてテーブルまで来た。一人また一人と彼に対して「隊長こちらへ」「いえ、こっちにどうぞ」と声をかけ、そうしてここまで運んできたのだ。

　その連係は見事としか言いようが無く、当のアルベルトは己が双子の指示のもと運ばれてきたなど欠片かけらも気付かず、キャスリーンの隣に腰こしを下ろした。──その際にローディスが周りに「運うん搬ぱんご苦労」と声を掛かけているのだが、あいにくとアルベルトはこれにも気付いていない。キャスリーンも同様、彼のためにとテーブルを片していて気付かなかった──

「アルベルト隊長、キャスがまたうじうじと……チュウチュウとなんか悩なやんでるんで、聞いてやってください」

「ローディス、今なんで言い直したの」

「悩み？　キャス、何かあったのか？」

　心配そうにアルベルトが顔を覗のぞき込んでくる。

　藍色の瞳ひとみに見つめられ、キャスリーンが俯うつむきつつポツリポツリと話しだした。──……アルベルトがさり気なくキャスリーンの手元にある酒を遠ざけているのは気になるが、ひとまず今は話すことを優先すべきだろう──

「今日も倒れそうになったし、なんだか自分の未熟さが不甲斐なく思えてきたんです……」

「未熟？」

「えぇ、もっとみんなのように戦ったり、それが出来ないなら治療をちゃんとしたり……」

　聖女として、という言葉を飲みこみつつキャスリーンが話せば、胸中を察したのかアルベルトがポンと頭に手を置いてきた。大きな手がゆっくりと頭を撫なでてくる。

　剣の柄つかを握にぎり敵を切り倒たおしていたのが噓うそのような優しい動きに、キャスリーンの胸の内にたまっていた靄もやが緩ゆるやかに溶とかされていく。

「キャス、お前は家業を継ぐための勉強をし、それと同時に夢である騎き士しとしての仕事もしているんだろ。立派じゃないか」

「でも……」

「二つのことを進めるのは大変だろう？　俺は剣を振ふるうことしか出来ないから、両方をこなそうとするキャスのことは凄すごいと思う」

「そんな、結局どっち付かずになってるだけです……」

「無理に二つのことを完かん璧ぺきにこなそうとしなくていいんだ。キャスはキャスなりに、やりたい事をやれば良い。自由に生きて良いんだ」

　そう穏おだやかに話すアルベルトに、キャスリーンが小さく「自由」と呟つぶやいた。

　この国では誰だれもが自由に人生を選べる。

　平民が騎士になることもあれば、社交界で名を馳はせた者が遠方で農業を始めることだってある。結けつ婚こんも同様。社交界ではいまだ政略結婚が蔓延はびこっているが、最近では己の意思で結婚することが主流となりつつあると聞く。

　何事も本人の意思と努力次し第だいだ。そこには性差もなく、女が家業を継ぐ事にだって誰も異論を唱えない。誰もが皆自由で、だからこそ騎士の道を選んだのだと得意気に双子が話している。階級や身分に囚とらわれぬ雑多な第四騎士隊こそ、誰もが自由に己の人生を選べている証あかしだ。

　そんな彼らを見回し、キャスリーンが小さく溜息を吐いた。

（だけど、聖女は違ちがう……）

　そう考えればまたも胸の内に靄が溜たまる。

　せめて聖女としての能力を遺い憾かんなく発揮出来ればいいが、結局は王宮の奥でままごとのような治療ごっこでしかないのだ。自由なんてものはあの謁えつ見けんの間には存在しない。

「もう、なんかいっそ全部捨ててどこかに逃げ去ってしまおうか……」

「キャス!?」

「いえ、冗じよう談だんです……。でもどこか遠くへ、誰も私を知らない場所に……欲よくを言えば平均身長の低い世界へ……」

　そう呟きつつキャスリーンが遠くを見る。

　視界に映るのは賑にぎやかを通り越こして五月蠅いだけの酒場。むさ苦しい騎士達が酔よっ払ぱらって馬ば鹿か騒さわぎをし、中には既に酔い潰つぶれてテーブルに突つっ伏ぷしていびきを搔かいている者すらいる。

　だがそんな光景の奥に見えるのは……とキャスリーンが瞳を細めた。

　青く輝かがやくそれは、日の光を受けて輝く雄ゆう大だいな海。風を切るように飛ぶ海鳥。

　砂すな浜はまでは子供達が楽しげにはしゃぎ、親がそれを愛いとおしむように見守っている。

　なんと美しい光景だろうか。あれがきっと理想郷、癒いやしの力も必要とせず、誰もネズミだのエビだの馬鹿にしない。背の高い双子に挟はさまれることもない。

「海が、海が私を呼んでいる……」

「キャス、なにが見えてるんだ!?」

　大だい丈じよう夫ぶか！　とアルベルトが肩かたを揺ゆすってくる。

　それを受けてキャスリーンがはたと我に返り、アルベルトに大丈夫だと告げると共に思い悩むどころか幻げん覚かくまで見ていた己おのれを恥はじた。考えすぎるどころの話ではない。

「申し訳ありません、アルベルト隊長。ちょっと理想郷を見ていました。それはそれは、とても綺き麗れいな海でした」

「……本当に大丈夫か？」

「大丈夫です」

「それなら良いが……。あまり考えすぎるなよ」

　最後に一度ポンと軽く叩たたくようにキャスリーンの頭を撫で、アルベルトが己のグラスを取る。

　キャスリーンもそれを見て、自分もと手元にあったグラスを取ろうとし……彼の名を呼んだ。

　先さき程ほどまであったグラスが無くなっている。代わりにあるのは……牛乳の入ったマグカップ。

　誰が入れ替かえたのか、犯人など捜さがす必要も無い。

「……アルベルト隊長、私もうお酒を飲める歳としです」

「分かってる。だけどほら、さっき少しふらついただろう。そういう時には飲まない方が良い。疲つかれている時は深酒しやすいしな」

「深酒も何もこれが一杯ぱい目めです。子供扱あつかいしないでください」

「キャスは立派な騎士だ。子供扱いなんてしてないぞ」

「それならお酒飲みます」

「駄だ目めだ」

　ぴしゃりと断られ、キャスリーンがむぅと唸うなり声をあげた。

　アルベルトが子供扱いしているのが明確に伝わってくるからだ。なにせ彼は他ほかの騎士達が酒を呷あおっていることには何も言わず、それどころか他所よそのテーブルで始まった飲み比べを楽しそうに眺ながめている。

　だというのにキャスリーンにだけは飲酒を許さない、これは明らかに子供扱いである。

　もちろんそこにはキャスを預かっている身としての責任があるからなのは分かる。騎士として働いていても年とし頃ごろの少女、それも家業を継ぐために単身王都に来ている身、酔っ払って何かあったら問題だと考えているのだろう。

　酒の席には不ふ釣つり合いな真ま面じ目めさだが、なんともアルベルトらしい話ではないか。

　……でも、

「お酒用の食べ物と牛乳がビックリするほど合わない……」

　うぅ……と呻うめきながらもキャスリーンが牛乳を片手に料理を摘つまむ。

　腹を満たすというよりは酒のために用意された食事だ。どれも塩気があり、きっと酒と一いつ緒しよに食べればさぞや美味おいしいのだろう。

　だがキャスリーンの手元にあるのは牛乳。それも温められたうえにはちみつが入っている。寝ねる前に飲むには最適だが、塩気をつけられた肉との組み合わせは壮そう絶ぜつとしか言えない。

　それを訴うつたえながらマグカップに口を付ければ、さすがにこの組み合わせは無いと気付いたアルベルトが慌あわてて店員を呼んだ。




　そうして宴うたげも終わり、一人また一人と店を出ていく。

　騎士寮りようや自宅に戻もどる者もいれば、飲み足りないのか二軒けん目めへと向かう者。酔い潰れた仲間を担かつぐ者には誰もが苦く笑しようと共に労ねぎらいの言葉を掛けている。

　そんな中、キャスリーンはアルベルトと共に王宮へと歩いていた。

　既すでに月は頭上を越え、建物の殆ほとんどが明かりを落としている。街灯は設けられてはいるものの、年頃の少女が独り歩きして良い状じよう況きようではない。ゆえにアルベルトが付き添そっているのだ。

「隊長、いつも申し訳ありません」

「いや気にするな。預かっている身として当然のことだろ」

　酒が入っているからか──「人には禁止する癖くせに自分は飲む……」とは、彼にお酌しやくをしながらのキャスリーンの訴え──普ふ段だんより上じよう機き嫌げんな声こわ色いろでアルベルトが答える。

　普段より歩みが遅おそいのも酒が入っているから……ではない。騎士として行動する時こそ足早な彼だが、二人で歩く時はキャスリーンに合わせてゆっくりと歩いてくれる。

　そんなアルベルトと並んで歩き、キャスリーンが吹ふき抜ぬける風の心地ここち好よさに瞳ひとみを細めた。

「明日あしたは午後から第三騎士隊と合同訓練ですよね？」

「あぁ、だがその前に俺は用があるから、集合は普段より一時間遅くなる。キャスも、わざわざ走ってこなくても大丈夫だからな」

　いつもギリギリに慌てて駆かけつけてくる姿を思い出しているのか、アルベルトがクツクツと笑いながら告げてくる。

　その笑えみには嫌いやみのような色合いこそ無いが妙みような居い心地ごこちの悪さを覚え、キャスリーンが不満を訴えるように唇くちびるを尖とがらせた。

「いつも走ってるわけじゃありませんよ……」

　という言葉は言い訳染じみていてなかなかに情けない。

　だが事実を言えば、走っているのはいつもと言えるだろう。

　なにせ王宮最さい奥おうにある謁見の間から騎士の訓練場までは距きよ離りがあり、そのうえ姿を見られるわけにはいかず人ひと気けのない道を選んで遠回りしているのだ。十日のうち九日はギリギリといえる頻ひん度どである。

　それを認めるのが癪しやくだとキャスリーンが態度で訴えれば、アルベルトが楽しそうに笑って「そう拗すねるな」と頭を撫なでてきた。




　そうして話しながら歩いている内に王宮の正門に辿たどり着いた。

　単身田舎いなかから出てきたキャスは、王宮の離はなれに間借りをしている……という設定だ。身分を偽いつわる為ため、アルベルトをはじめとする仲間達にはそう説明している。

　実際は王宮に隣りん接せつしているトルステア家で生活しているのだが、もちろんそれは話せない。

　アルベルトは夜道を歩くことを案じてこうやって送り届けてくれ、他の仲間達だって「気をつけて帰れよ」と一言くれる。アルベルト不在時には、自分が代わりに送っていくと誰だれもが名乗り出てくれるのに。

（全部話して、キャスリーンとしてみんなの為に力を使えたらどんなに良いか……）

　そんな思いがキャスリーンの胸に湧わく。

　だがそれを実行出来るわけも、ましてや言えるわけも無く、出来ることといえば取り繕つくろって別れの挨あい拶さつを告げるだけだ。

「それじゃまた明日な、キャス」

「はい、ここまでありがとうございました。隊長も夜道お気をつけて」

　ポンと一度頭を撫でられつつ別れの言葉を告げれば、アルベルトが来た道を戻っていく。

　騎き士し服の裾すそが夜風に揺れ、たなびく姿のなんと勇ましいことか。その後ろ姿にキャスリーンは吐と息いきを漏もらし、彼の姿が見えなくなるまで見つめ続けていた。

　あと何度、こうやって彼と他愛たわいもなく話せるのかと考えつつ。

　……そしてそれが、残り僅わずかであることを感じつつ。







　周囲を気に掛かけつつ、人目に付かないようトルステア家の門を潜くぐる。

　事情を知る屋や敷しきの者達は飛び込んできた少女騎士に対して驚きよう愕がくすることもましてや理由を聞くこともなく、それどころか無事で良かったと安あん堵どと共に迎むかえてくれた。いくら身分を偽っているとはいえ、さすがに屋敷内の者には隠かくし通すことは出来ない。ゆえに箝かん口こう令れいを敷しいて協力してもらっているのだ。

　そんな中、屋敷の奥からゆっくりと歩いてくるのはナタリア。謁えつ見けんの時のかしこまった服装から一転して、今はラフなワンピースを纏まとっている。

「おかえりなさい、キャス。無事で良かったわ」

「お母様ってば、屋敷の中ではもうキャスリーンって呼んでも良いのよ」

　日中のやりとりを思い出しているのか、わざわざキャスと呼びながら出で迎むかえてくれるナタリアに、キャスリーンが楽しげに笑って駆け寄る。

　そうして無事を喜んでくれる彼女に抱だき着こうとし……グイと押し戻された。

　ナタリアは相変わらず優やさしい笑みを浮うかべている。だがそこに漂ただよう拒きよ否ひのオーラはキャスリーンの勘かん違ちがいではないだろう。なにせ腕うでがこれでもかと突つっぱねるように押し返してくるのだ。

「汗あせくさいわ」

「そりゃ動き回ったもの」

「汗くさいうちはまだキャスよ。早くお風ふ呂ろを済ませてキャスリーンに戻ってちょうだい。そうしたら抱き着いて」

「臭においで区別しないで！」

「それじゃ、私の部屋で待ってるからね」

　ほほ……と優ゆう雅がに笑いつつナタリアがクルリと踵きびすを返して去っていく。

　その背中を見届け、キャスリーンは「汗くさくない……よね？」と己おのれの髪かみや肩かた口ぐちをスンと嗅かぎながら風呂場へと向かった。




　そうして入浴を済ませ、金糸の髪をタオルで拭ぬぐいながらナタリアの部屋へと向かう。

　三つ編みにした時こそ双ふた子ごからネズミの尻尾しつぽやエビの尾おだと茶ちや化かされている髪だが、キャスリーンは己の金の髪を気に入っている。風に揺ゆれると眩まばゆいほどに輝かがやき、手に触ふれればしなやかさが伝わってくる。

　聖女の現状には不満はあるが、それでも聖女の正装と己の金糸の髪の相あい性しようは最高だ。とりわけ、ナタリアから継ついだ髪色なのだから尚なおの事、能力こそ劣おとるがまるで先代聖女のようだと鏡の前で誇っていた。

　そんな髪をいじりつつナタリアの部屋の扉とびらを叩たたく。中から聞こえてきた入室の許可に窺うかがうようにゆっくりと扉を開け、隙すき間まから顔を覗のぞかせると「お母様？」と母を呼んだ。

「キャスリーン、入りなさい」

「……何かあったの？」

　促うながされるまま部屋へと入り、ナタリアのもとへと向かう。

　いつもの雑談ならばお茶を用意してくれているのだが、今夜はその様子はない。それどころかキャスリーンの問いかけに対して困ったような笑みを浮かべるだけだ。

　普段とは違うその様子に、キャスリーンの胸中に言いようのない不安が募つのり始めた。

　だが話を聞かないことには不安も解消しようがない。そう判断し、ナタリアのもとへと向かい……そしてギュウと強く抱き締しめられた。

　自分の髪と同じ金色が目の前で揺れる。柔やわらかく、それでも放すまいとする抱ほう擁ように、キャスリーンが紫むらさき色いろの瞳を丸くさせた。

「……お母様？」

「出来ればもう少し、あとほんの少しでも、貴女あなたにキャスとして生活させてあげたかったんだけれど……」

　嘆なげくように訴えるナタリアの言葉に、キャスリーンが小さく息を吞のんだ。

　来きたるべき日が来てしまったのだ。

　そう遠くないと分かっていた、覚かく悟ごしていた。だがいざ目の前に突きつけられると覚悟もすべて散ってしまう。心臓が締め付けられるように痛み、足の力が抜けていく。

　それでも胸の内に湧いた『そんなまさか』という僅かな希望を糧かてに、キャスリーンが問うように「どういうこと？」と尋たずねた。その声は我ながら白々しい。

　返ってくる言葉など分かりきっている。それでも別の回答を望んでしまうのだ。

　だがそんなキャスリーンの願いも空むなしく、ナタリアは強くキャスリーンを抱き締めたまま、

「儀ぎ式しきの準備が整ったわ」

　と、はっきりと告げてきた。

　それを聞き、キャスリーンがゆっくりと瞳を閉じる。

　脳のう裏りに第四騎士隊の姿が浮かぶ。剣けんを手に共に戦う仲間達、厄やつ介かいだが憎にくめないローディスとロイ。……そうして最後に浮かぶのは、優しく微笑ほほえんで頭を撫でてくれるアルベルトの姿。

　それを思えばキャスリーンの胸が痛むが、その痛みに耐たえるように一度深く息を吐はき、震ふるえる声で返事をした。




『儀式』とは、聖女に課された試練である。

　といっても難しい試験を受けるわけでもなければ、不合格になるわけでもない。

　ただ数人の護衛をつけて国の外れにある聖堂に行き、そこで一晩過ごすだけだ。

　もちろんその道中には危険もなく、聖堂での一晩だって司祭の話を聞き祈いのり続けるだけだという。──母曰いわく「司祭も一晩中そばに居るわけじゃないし、早々に別室へ行っちゃうのよ。だからあとは……」と言っていた。後は何なのか、尋ねても誤ご魔ま化かされてしまう──

　つまり儀式と言えどもただの旅、『お飾かざり聖女の試練ごっこ』とでも言えばいいのか。

　それでも聖女が一人前になるための通過儀礼であり、これを無事に終えれば目め障ざわりなベールも被かぶらなくて済む。謁見の間だろうと素す顔がおで出られるようになるのだ。




「……でも、そうなったらもうキャスとしては居られなくなる」

　自室に戻もどったキャスリーンがボフンとベッドに倒たおれ込み、枕まくらに顔を埋うずめて唸うなるように呟つぶやいた。

　枕が言葉を吸い込んでくれる。だが悩なやみまでは吸い込んではくれず、胸の内はいまだ靄もやが渦うず巻まいたままだ。

　いっそ何も聞かなかったふりをしてしまおうか……そんな事すら考えてしまう。

　酒場で酒を飲んで酔よってしまえば良かった。そうすれば、話は明日に繰くり越こされただろうに。

　それだって問題をたった一日先延ばしにしただけにすぎないのだが。

「もうお別れなのね、キャス……」

　そう呟き、部屋の片かた隅すみに立てかけられたレイピアに視線をやった。

　剣の重さに負けてふらついていたキャスリーンを見み兼かねて、アルベルトが用意してくれたものだ。柄つかには綺き麗れいな細工が彫ほり込まれており、軽くしなやかだが作りはしっかりしていて並の剣にも負けぬ強度がある。

『これなら動き回れるだろう。でも無む茶ちやはしてくれるなよ』

　そう優しく微笑みながら手て渡わたしてくれたアルベルトの姿が脳裏に過よぎる。

　おかげで彼のようにとまではいかずとも、自分の身は自分で守れる程度にはなれた。聖女として育てられ、レイピアどころか剣も扱あつかったことがなく、せいぜいナイフで果物を剝むくしかなかったキャスリーンからしてみれば大きな進歩と言えるだろう。

　だがそれも無む駄だになる……。そう考え、キャスリーンが再び枕に溜ため息いきを吸い込ませた。

　儀式を終えれば、今よりもっと多た忙ぼうになる。

　今は謁見の手配を全すべてナタリアに任せているが、儀式を終えて一人前の聖女になれば自ら手配をしなくてはならない。いくらお飾りの聖女と言えども仕事は他ほかにもあり、それをこなすとなれば騎き士し業などやっている時間はない。

　そもそも、身分を偽いつわって騎士業をすること自体が儀式までという条件である。「その後はちゃんと聖女の仕事に専念するから！」と、そう必死に訴うつたえて周囲を説得したのだ。

「いつか終わるって分かってたけど、その時には晴れやかな気分でいられると思ってた……」

　前線で戦う者達の実情を知り、彼等を癒いやし、そして儀式を迎むかえる時には能力で国民に貢こう献けんできるような立派な聖女に……そうなっているはずだった。少なくとも、初めてキャスを名乗った時はそう理想を描えがいていた。

　だが現状はどうだ。思い描いていたものの足元にも及およばない。

　その不ふ甲が斐いなさに、キャスリーンが唸りつつも枕に顔を押し付けた。
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　そうして迎えた翌日。

　謁えつ見けんの間にはいつもと同じ顔ぶれが揃そろい、これといって緊きん急きゆう性の無い癒いやしを求めてくる。

　薔ば薇らの棘とげに指を刺さされたというヘレナ夫人に始まり、封ふう蠟ろうの際に指先に火傷やけどを負ったという伯はく爵しやく夫人。果てには名のある貴族の年若い令れい嬢じようがおずおずと名乗り出て「最近、髪に枝毛が……」と訴えてくるのだ。ヘイン伯は今日は右腕が上がらないという。

　儀式が迫せまっているだけでも気分が落ち込んでいるというのに、今日もまたこんな申し出ばかり……。おかげでキャスリーンの気持ちは晴れることもなく、御お座ざなり程度に片手を振ふって時間が経たつのを待つだけだ。

　だがそんな時間も鐘かねの音を合図に終わり、一人また一人と謁見の間を後にする。

　その際に王宮の重役達が嬉うれしそうにキャスリーンを見つめてくるのは、儀式の事を考えているからだろう。

「みんなキャスが居なくなることが嬉しいのね……」

　最後の一人が部屋を出ていくのを見届け、キャスリーンがベールを脱ぬぎつつポツリと呟く。

　重役達は嬉しそうにこちらを見つめ、他の者達もキャスリーンのこれからが楽しみだと口々に話していた。儀式を終え立派な聖女になれば今よりもっと力を振る舞まってくれるだろうと、そんな期待をしているに違ちがいない。

　人の気も知らないで……そう恨うらみがましい気持ちでキャスリーンが溜息を吐いた。脱いだベールをそっと椅い子すに掛かけ、次いで部屋の片隅に隠かくしておいたレイピアを手に取る。

　普ふ段だんならばベールを脱げば気持ちは晴れ、レイピアに触ふれれば聖女から少女騎士へと意識が変わっていくのに、今日だけは心の切り替かえが上手うまくいかない。

　そんなキャスリーンの胸中を察したのか、ナタリアが労いたわりの表情を見せている。だが次いで彼女の口から出たのは「頑がん張ばりなさい」という言葉。これにはキャスリーンも首を傾かしげつつ彼女に視線をやった。

「頑張るって儀式を？　でも儀式は楽だってお母様が仰おつしやってたじゃない」

「そうよ、儀式は楽よ。それに……いえ、これを話すにはまだ早いわね。でもキャスリーン、貴女あなたが頑張るのは儀式じゃない、これから自分の人生を切り開くために頑張るのよ」

「私の人生？」

　そんなもの『お飾りの聖女』しか無いではないか。

　そうキャスリーンが訴えようとし……聞こえてきた足音に出かけた言葉を飲み込んだ。

　誰だれかが走ってくる。だが仮にもここは王宮の最さい奥おうにある謁見の間。聖女が国民に癒しを与あたえる聖なる場所だ。国内において何より神聖な場所と言える。無む闇やみに入れるものではない。

　だが現に足音は近付いており、キャスリーンがいったい誰だと扉とびらへと視線をやり……、

「キャスリーン様！　儀式への同行に俺の部隊から選出しているのはどういうことですか！」

　飛び込んできたアルベルトの姿に紫むらさき色いろの瞳ひとみを丸くさせた。

　よっぽど急いで駆かけつけたのか、彼の藍あい色いろの髪かみは僅わずかに乱れ、肩かたを上下させている。信じられないと言いたげな表情で手元の書類を見つめているが、きっと儀式に関する書類なのだろう。

　そんなアルベルトに対してキャスリーンは反応することが出来ず、啞あ然ぜんとしたまま彼を見つめていた。

　レイピアを手に。

　聖女の正装を着たまま。

　ベールを着けずに……。

「キャスリーン様、いったい何をお考えなんですか？　俺に双ふた子ごに、それにキャスまで……キャス？」

　アルベルトが書類から顔を上げつつ訴え……そして言葉を止めた。彼の瞳が丸くなる。口は言葉を紡つむごうとし半分開いたまま。その姿はまさに硬こう直ちよく状態と言える。

　キャスリーンもまた同様に、突とつ如じよ飛び込んできたアルベルトを啞然としながら見つめていた。口は半開きではないものの、紫色の瞳は丸くなっている。

　互たがいの視線はかち合い、だからこそ双そう方ほう共に動けずにいる。

　そんな沈ちん黙もくを破ったのは、ガチャンと響ひびく施せ錠じようの音。ナタリアが扉の鍵かぎを閉めたのだ。

　シンと静まり返っていた謁見の間にその音は小気味良い程ほどに響き、そしてほぼ同時に二人の硬直を解いた。

　だが硬直が解けたからといって一いつ瞬しゆんで全すべてを理解出来るわけではない。二人は揃えたようにはっと息を吞のみ……、

「ア、アルベルト隊長！　なんでここに!?」

「キャス、なんでお前が!?　その恰かつ好こうは!?」

　と、揃えたように声を荒あららげた。

「キャス、いやその恰好はキャスリーン様!?　いやでもキャスだ、だがここは謁見の間で……そもそもなんでキャスが、だがキャスリーン様で……！」

「アルベルト隊長、なんで……！　それに儀ぎ式しきに私が同行!?　私の儀式に私が!?」

「いや、キャスリーン様が同行ではなくキャスが、いやでもキャスで……キャスリーン様!?」

「なんで私が私の旅に同行!?　どういうことですか!?」
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　キャスリーンとアルベルトが同時に疑問をぶつけ合う。

　もっとも互いに冷静さを欠いているのだから相手の質問に答えられるわけがなく、「なんで」「どうして」と埒らちが明かない言葉を口にするだけだ。

　キャスリーンからしてみれば、突如アルベルトが部屋を訪おとずれ、そのうえ聖女の儀式同行にキャスの名が挙がっているというのだからこれに動どう揺ようしないわけがない。

　対してアルベルトもキャスリーンに会いに来たのにキャスがいたのだ。それも聖女の服を纏まとって。これには流石さすがの氷騎士と言えども冷静さを失ってしまう。

　唯ゆい一いつ冷静なのはナタリアだけだが、彼女は二人を諭さとすことも落ち着かせることもせず「これはしばらく掛かるわね」とお茶を淹いれだした。

　そんな状態で慌あわてふためき続けることしばらく、先に我に返ったのはアルベルトだ。己おのれを落ち着かせるために深く息を吐はき、様子を窺うかがうようにキャスリーンに視線を向けてくる。

「このままじゃ話が進まない、そろそろ落ち着こうか」

「そ、そうですね……。確かに、これじゃ埒が明かない……」

　アルベルトの声に促うながされ、キャスリーンも次し第だいに落ち着きを取り戻もどす。──それを聞き、ナタリアがチラと時計を見上げて「思ったより早く……ないわね」と呟つぶやいた──

　そうして改めてキャスリーンとアルベルトが向き合う。

　キャスリーンはいまだ聖女の正装を纏っており、それが何とも言えぬ居い心地ごこちの悪さを募つのらせた。顔を隠したい。普段は邪じや魔まにしか思えなかったベールが今だけは恋こいしい。

「つまり……キャスがキャスリーン様、だったのか？」

「……はい」

「そうか、だからいつも午後から訓練に出てたんだな。だがまだ信じられない……いや、まだ信じられません、と言うべきですね」

　はたと気付いて、アルベルトが言葉遣いを正す。

　互いの身分の違いを考えたのだろう。真ま面じ目めな彼らしい態度だが、仰ぎよう々ぎようしいその言こと葉ば遣づかいにキャスリーンの胸が痛む。まるで一瞬にして彼との間に壁かべが出来てしまったようだ。

「アルベルト隊長、いつも通りキャスと呼んでください」

「いえ……そんな無礼なことは出来ません。キャスとはいえ、キャスリーン様ですから」

「……隊長」

　キャスリーンが乞こうようにアルベルトを呼ぶ。

　きっとアルベルトの中でも葛かつ藤とうがあるのだろう。藍色の瞳にはいまだ事態を受け入れきれぬと困こん惑わくの色が浮うかんでいる。

　そんな彼を見つめるキャスリーンに、ナタリアが声を掛けてきた。後ろを向いてじっとするように告げてくる。それに従えば、ふわりと髪を持ちあげられる感かん触しよくが伝わってきた。

　ナタリアの手がキャスリーンの髪を梳すき、まとめ、結ゆわいていく。

　そうしてあっと言う間にキャスリーンの金の髪は大おお振ぶりの三つ編みに仕立てられた。

　普段キャスとして生活する時の髪型だ。だがいったいこれがなんなのか、わざわざ話の腰こしを折ってまで髪を編む必要は……？

　そうキャスリーンがナタリアに問おうとするも、それより先にアルベルトが一度頷うなずいた。

「なるほど、これはキャスだな」

　その声はどこか嬉しそうな色があり、見れば表情も和やわらいでいる。

　訓練に間に合ったと駆けつけた時、盛り上がる酒場で彼が同じテーブルに着いた時、そんな時に見せる表情だ。まるで『見つけた』と言いたげに微笑ほほえんでくれる。

　対してキャスリーンは首を傾げるしかない。なにせただ髪を三つ編みにしただけなのだ。

　だがアルベルトに「キャス」と呼んでもらえたことはキャスリーンにとって嬉しく、そして同時に安あん堵どの気持ちも湧わき上がった。

　そうして改めて次は自分の番だと彼を見上げる。彼もまたそれを察したのか、和らげていた表情を真しん剣けんなものに変えた。

「アルベルト隊長、先程仰っていた儀式同行の話ですが」

「あぁ、先程通達を受けたんだ。儀式への同行は第一騎き士し隊から選ばれるはずなんだが……」

　それがどういうわけか第四騎士隊からも選ばれた。それもアルベルトを始め、ローディスにロイ、そのうえキャスの名前まであったのだという。

　話を聞いてもにわかには信じがたく、キャスリーンが彼の手元にある書類を覗のぞき込んだ。

　確かに、第一騎士隊の名前と共に見覚えのある名前が書かれている。キャスリーン達の名前だ、この通達上ならば『キャス達』と言うべきか。

　これにはアルベルトも驚おどろきを隠かくせず、通達を受け取るやいったいどういうことかと重役たちに尋たずね、そして謁えつ見けんの間に駆けつけたのだという。

「アルベルト隊長はともかく、なんで双子に私まで？」

「俺もわけが分からず尋ねたんだが、どうやら誰も真意は分からないらしい。とにかく聖女様が決めたことだから……と、それだけだ。だからここに来たんだ」

「私が？」

「いや、キャスじゃなくて聖女様が……いや、キャスなんだよな」

　ややこしいと言いたげにアルベルトが頭を搔かく。次いで手を伸のばしてキャスリーンの三つ編みを手にするのは、目の前に居るのが聖女でありつつキャスでもあると再さい認にん識しきするためだろう。──それで彼は落ち着きを取り戻したようだが、対してキャスリーンの胸に「そこまで三つ編みに比重をおいているんですか？」という疑問が湧く──

　そうしてアルベルトが改めるようにキャスリーンを見つめてきた。問うような彼の瞳、だがいくら見つめられても答えを返してやることは出来ない。なにせさっぱり覚えがない。いくら聖女と言えども、キャスリーンもまた初耳でアルベルトと同じくらい驚いているのだ。

「何かの手て違ちがいではないでしょうか？」

「いや、確かに『聖女様が』と聞いた。だがキャスに覚えが無いのなら他ほかに誰だれが……」

「他なんて……」

　いるわけがない、そう言いかけキャスリーンが言葉を止めた。

　現状、聖女と言えばキャスリーンの事を指す。だがもう一人いるではないか。先代とはいえ、聖女を名乗れる者が……。

　まさかとキャスリーンがゆっくりと視線を横へと向ける。

　そこにいるのはもちろんナタリアだ。彼女は優ゆう雅がな所作でティーカップに口をつけ、コクリと一度喉のどを鳴らすと……、

「私よ！」

　と、堂々と宣言した。

　その力強さと言ったら無い。

「お母様、どうして！　なんで!?」

「落ち着きなさい、キャスリーン」

　穏おだやかな声と共にナタリアの手がそっとキャスリーンの肩かたに置かれる。

　細くしなやかで温かな手だ。ゆっくりと擦さすられればキャスリーンも落ち着きを取り戻し、深く息を吐くとナタリアを見つめて返した。

　キャスリーンと同じ紫むらさき色いろの瞳ひとみがじっとこちらを見つめてくる。

　なんて真剣な表情だろうか。真っすぐに見つめられ、キャスリーンが己の考えを改めた。

（そうだわ、お母様が考えも無しにこんなことをするわけがない。きっと何か深い理由があるのよ……）

　そう自分に言い聞かせ、キャスリーンがナタリアを見つめてゆっくりと口を開いた。

「私ってば慌てちゃって恥はずかしい。ねぇお母様、いったいどんな理由があるの？」

「キャスリーンの為ため、いっそとことんまで儀ぎ式しきを引っ搔き回してやろうと思ったのよ」

「お母様!?」

「ちなみに双ふた子ごを入れたのはそっちの方が面おも白しろくなると思ったから。いわば愉ゆ快かい枠わくね！」

「聖女の同行に愉快枠は必要ないわ！　それにあの二人は愉快なんてものじゃなくて……違う、今はそんな話じゃない！」

　キャスリーンが自分の発言に自分で訂てい正せいして叱しつ咤たする。ナタリアの勢いに吞のまれ明後日な会話をしてしまったが、今話すべきは愉快枠についてではない。

　このとんでもない人選だ。むしろこの人選をどうするかだ。

　氷騎士として名を馳はせていたアルベルトならばまだしも、双子に、それによりにもよってキャスまで。もちろんキャスはキャスリーンなのだから、聖女の旅に同行など出来るわけが無い。

　どうするつもりなの？　とキャスリーンが問えば、ナタリアが穏やかに笑った。

「キャスリーン、貴女あなたがどうにかなさい」

「そんな、どうにかなんて無理よ」

「でも、このままだったら大人しく儀式に出向くんでしょ。そして誰にも言わずにキャスを消しちゃうのよね」

「……それは」

　ナタリアに問われ、キャスリーンが僅わずかに迷いを見せる。

　そしてナタリアの視線から、なによりじっとこちらを見つめるアルベルトの視線から、逃にげるように俯うつむくと頷いて返した。

　彼女の言うとおり、儀式を終えて以降は騎士として務めることは出来なくなる。お飾かざりの聖女と言えども──お飾りだから尚なおの事か──あまり場を離はなれてはいられないのだ。

　キャスリーンが儀式を終えたとなればその力の恩おん恵けいに与あずかりたいと思う者は更さらに増えるだろうし、今までは子供の我が儘ままと受け入れていた重役達もいい加減にと咎とがめてくるに違いない。

　騎士としての時間は終わりだ。キャスは第四騎士隊を抜ぬけ、家業を継つぐため田舎いなかに帰る。

　……そう偽いつわる。騎士に憧あこがれ、レイピアを手に戦った彼女は消えるのだ。

　そういう約束だから、とキャスリーンが呟つぶやくように説明する。その声は我ながら情けないと思えるほどに小さく、語ご尾びは消えかかっている。

　そんな弱々しいキャスリーンの声とは対極的に、声を荒あららげたのはアルベルト。今までこのやりとりを静かに聞いていた彼だが、今の言葉は聞き流せないと言いたげに割って入ってきた。

「キャス、居なくなるってどういうことだ!?」

「それは……儀式を終えたら、騎士として居られなくなるから……」

「だから居なくなるのか？　俺に……俺達に何も説明せずに？」

　アルベルトの問いかけに、キャスリーンが小さく肩を震ふるわせた。

　約束だの条件だのと言えば聞こえはいいが、実際には騙だまし続けた挙げ句の雲くも隠がくれだ。第四騎士隊の仲間達は今まで共に過ごしたキャスの正体を知ることもなく、ましてやすぐ近くの王宮に居るなどと露つゆ程ほども思わずこれから先過ごしていく。

　寂さびしいと思ってくれるかもしれない、また会いたいと思ってくれるかもしれない。だが彼等の記き憶おくにいるキャスは全すべて偽りで、彼等は居もしない仲間を想おもい続けるのだ。

　それを考えればキャスリーンの胸に言いようのない感情が湧く。後こう悔かいと寂しさと罪悪感、それらが綯ない交ぜになったなんとも言えない感情。

　そんな感情の中に疑問が湧いたのは、ナタリアが楽しそうな笑えみを浮うかべているからだ。ニンマリと彼女の唇くちびるが弧こを描えがいている。

「お母様どうしたの？　……いったい何を企たくらんでるの？」

「あら企むなんて失礼ね、キャスリーン。ただ大変なことになったと思っただけよ。アルベルトには正体がばれて、そのうえキャスとして同行しなければならない。おまけに双子付き。これは一ひと筋すじ縄なわじゃいかないわね」

「お母様がそうしたんじゃない。もう、どうすれば良いのか……」

「どうにかしなきゃいけないんだから、なんとかしなさいキャスリーン。もしかしたら何か変わるかもしれないんだから」

　そう告げてくるナタリアの声は優やさしさを感じさせ、そのうえそっと手を伸ばすとキャスリーンの頰ほおを撫なでてきた。擽くすぐるようなその触ふれ方にキャスリーンが瞳を細める。

「人生を切り開くための手助けはしてあげたから、ここからは貴女が頑がん張ばりなさい」

「手助け？」

「えぇ、切り開き易やすくするためにちょっとだけ切れ目を入れてあげたのよ。その切れ目を修復するもそこから切り開くも貴女次し第だいよ」

　クスクスと悪戯いたずらっぽく笑い、最後にナタリアの手がキャスリーンの金の髪かみを撫でた。三つ編みを手に取り、まるで愛いとおしむように撫でる。

　その手の動きに、そして告げられた言葉に、キャスリーンが考えを巡めぐらせた。

（キャスとして同行なんて無理に決まってる。皆みんなにバレたら大変だわ。そもそも正体をばらさないことも条件の一つだったのに。……でも、もしかしたら何か変えられるかもしれない）

　何かとは何なのか、明確な答えは見み出いだせない。そもそも『変わるかもしれない』という確証の無い話だ。望みはだいぶ薄うすい。

　だが可能性は零ゼロではない。キャスだって、このまま大人しく田舎に帰るのは嫌いやなはずだ。

「そうね、私やるわ！　お母様、私なんとかしてみせる！」

「えぇ、その意気よキャスリーン。……それで」

　キャスリーンの意気込みを嬉うれしそうに聞き、次いでナタリアがチラリと視線を他所よそに向けた。

　そこに居たのはアルベルト。彼はナタリアの視線が己おのれに向いていることに気付くと、まるで「俺が何か？」と言いたげな表情を浮かべた。

「アルベルト、もちろん貴方あなたも協力してくれるわよね？」

　ナタリアがやんわりと微笑ほほえみながらアルベルトに尋たずねる。

　それに対し、アルベルトは迷う様子もなく頷うなずいて返した。先さき程ほどまで困こん惑わくの色を浮かべていたが、今は確固たる意志を見せている。

「もちろんです。聖女様のため、なによりキャスのため」

　はっきりと告げるアルベルトに、キャスリーンが小さく彼の名を口にした。

　第四騎き士し隊の彼は聖女の儀式に同行する義務はなく、選せん抜ばつされても断ることが出来る。キャスの正体についてだって、見なかったことにして無関係を貫つらぬく事も、それどころかこの事実を周囲に言いふらす事だって出来るのだ。

　だというのにアルベルトはキャスリーンに協力すると答えてくれた。キャスリーンのため、キャスのため、そのどちらも自分の事なのだと考えればキャスリーンの胸が高鳴る。

　先程まで抱いだいていた不安も一いつ瞬しゆんにして消え去るのだから、なんとも単純なものではないか。

　だが一度胸の内に湧わいた安あん堵どは増すばかりで、消えたくないと訴うつたえていたキャスリーンの中のキャスすらも安堵しているかのようだ。

（アルベルト隊長が一いつ緒しよならきっと大だい丈じよう夫ぶ）

　そんな思いのままキャスリーンがアルベルトに感謝の言葉を口にしようとするも、それより先にナタリアが口を開いた。

「そうよね、それにアルベルトは謁えつ見けんの間に飛び込んできたものね。協力してくれないなら不敬罪で訴えるところだったわ」

「……そ、それは、あまりの事に慌あわてておりまして」

「そうでなくとも、年とし頃ごろの乙女おとめが着き替がえている部屋にノック無しで飛び込んでくるなんて」

「は、はい……もちろん重々承知しておりますが、その、事態が事態でしたので……」

「もしも貴方が協力してくれなかったら、その時は……。あら、青ざめちゃってどうしたの？」

　優ゆう雅がに笑うナタリアに対し、アルベルトは随ずい分ぶんと青ざめている。

　それを見て、キャスリーンが慌てて彼の腕うでを擦さすって宥なだめた。

「アルベルト隊長、気にしないでください。お母様は遊んでるだけです」

「遊ぶ……？　そうか、揶揄からかわれてるだけか」

「面おも白しろい反応をすると玩具おもちや認にん定ていされますよ。お母様、その楽しそうな顔をやめて！」

　キャスリーンが割って入ってアルベルトを庇かばえば、それがより面白かったのだろう、ナタリアの笑みが強まる。先代聖女としての威い厳げんを感じさせる顔付きとも、母親としての包容力を見せる微笑みとも違ちがう、玩具を前にした子供の表情だ。

　この表情の母に今まで何度揶揄われたことか。そうキャスリーンが記憶を振ふり返りつつ睨にらめば、ナタリアが満足そうに笑って「大人になったわねキャスリーン」と誉ほめてきた。

　先程までのやりとりが噓うそのように、一瞬にして優しい母親に切り替かわっている。だがその表情は時折繕つくろい切れぬと楽しそうな色を浮かべ、チラチラとアルベルトに視線をやっている。どうやら狼ろう狽ばいする彼の態度が相当気に入ったようだ。

「アルベルト隊長、こんな事になってしまって申し訳ありません。ですがアルベルト隊長が協力してくれるなら、私きっと頑張れます……！」

「あ、あぁ、そうだな。聖女も騎士も関係ない、今まで通り俺を頼たよってくれ」

「はい！　でも、お母様からは私が守りますから！」

　そこは任せてください！　とキャスリーンが力強く訴えて庇うようにアルベルトの前に出れば、彼が苦く笑しようを浮かべつつ頭を撫でてきた。
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　通達が出てから数日後、儀ぎ式しきへの出発の日。

「なんで俺達が選ばれたんだろうなぁ」

　とは、ローディスとロイどちらかの言葉。

　あいにくとキャスリーンは鞄かばんの中身を確認していたのでどちらが発したのか見ていなかったが、まぁどっちでもいいかと考えて彼等を見上げた。

「なんでって……そりゃ、通達が出たからでしょ」

「その通達がおかしいんだよ。なぁロイ、最初に聞いた時は面白くない冗じよう談だんだと思ったよな」

「あぁ、俺なんか『さすが氷騎士アルベルト隊長、冗談も寒いですね』って言っちまったよ」

　予期せぬ通達に驚おどろいたとはいえ、彼等の態度はあまりにも失礼すぎやしないだろうか──特にロイの発言は酷ひどい──。だがキャスリーンが咎とがめるように睨み付けるも彼等が反省するわけがなく、「だってなぁ」「だよなぁ」と顔を見合わせている。

　出発を目前にしても彼等は相変わらずだ。変わったことと言えば普ふ段だんより畏かしこまった騎士の正装を纏まとっていることくらいか。キャスリーンも同様、式典用の正装を着ている。

　見れば重役と話をしているアルベルトに至っては、正装のうえマントも羽織っている。

　今回の旅を率いる役割を担になったからこそなのだろう。その姿は威厳を感じさせ、キャスリーンが見み惚とれるように視線をやった。白を基調とした騎士服に濃のう紺こんのマントがよく映はえる。

　双ふた子ごも同じようにアルベルトに視線をやり、次いでやはり分からないと言いたげに首を傾かしげた。ローディスは右に、ロイは左に、瓜うり二ふたつの双子が左右に首を傾げる光景は見ていて面白い。

「功績を認められてアルベルト隊長が抜ばつ擢てき！　ってのは分かるけど、なんで俺達やキャスまで選ばれたんだろうなぁ」

（言えない、『愉ゆ快かい枠わく』だなんて絶対に言えない。騎士として不ふ名めい誉よだと傷つくか、面白いと調子にのるか、どっちにしろリスクが大きすぎる……）

「誰だれもキャスリーン様とは面識ないよな？　俺達は王宮に入ったことすらないし……。いやでも待てよ、まさかキャスが関係してるんじゃ……！　そうか！」

　ひらめいた、と言いたげなローディスの声に、キャスリーンがビクリと肩かたを震ふるわせると共に慌てて顔を上げた。

　ローディスがじっとこちらを見つめてくる。錆さび色いろの瞳ひとみ。普段は悪戯いたずら気に細められ、人を茶ちや化かす時は子供のように輝かがやくその瞳が、今は鋭するどいほどの真しん剣けんみを帯びている。

「きっと俺達が選ばれたのは、キャスが居たからだ……」

「わ、私が……？」

「あぁ、きっとキャスリーン様は大おお柄がらの騎士達と同行することで上からの圧を感じ、なにか小さなものを側そばに置きたいと考えたに違いない！」

「小さなもの!?　失礼な！」

「それでキャスが選ばれたんだ。となると俺達はきっとキャスを揶揄からかって、キャスリーン様を楽しませる役だな。旅を面おも白しろ可笑おかしくする、俺達にしか出来ない仕事だ。なぁロイ」

「なるほどそれで俺達が選ばれたのか。さすがキャスリーン様、見事な抜擢だ！」

　ケラケラとローディスが笑えば、ロイもまた便乗して笑う。そんな二人をキャスリーンが唸うなりつつ睨んだ。──睨みつつも額に汗あせが浮うかんでしまうのは、『旅を面白可笑しくする』という点ではあながち間違っていないからだ。ローディスは勘かんが良い──

　そんなやりとりをしていると、重役と話をしていたアルベルトがこちらへ手招きをしてきた。

「キャス、ちょっと話があるからこっちに来てくれ」

　そう声を上げて呼んでくる。あえて名前を呼ぶことで『キャスだけに話がある』と言いたいのだろう、キャスリーンが双子に愛馬を預け、彼のもとへと向かう。

　その際に「今のうちにネタを仕込んでおこう」だの「キャスリーン様を退たい屈くつさせるわけにはいかないもんな」だのと交かわされる双子の言葉は不ふ穏おんでしかないのだが、今は言げん及きゆうするまい。

（旅の問題がここにも……）

　キャスリーンが内心で恨うらみがましく呟つぶやきつつ、ひとまずとアルベルトの後を追う。

　わざわざ場所を移動するあたり、周囲に聞かれては困る話……つまり、この旅で聖女キャスリーンと騎き士しキャスをどう入れ替えるかということだろう。

　それもまた、というよりはこの旅の最難問である。問題がいっぱいだ……。

「なんだか頭が痛くなりそうです」

「具合が悪いのか？」

「いいえ、問題が多すぎて。ただでさえ聖女と騎士を入れ替えなきゃいけないのに、なんでよりによってあの双子まで一いつ緒しよなのか……」

「そうだな。だけどキャス、今すごく楽しそうな表情してるぞ？」

「え？」

　アルベルトに指し摘てきされ、キャスリーンが慌あわてて自分の頰ほおを押さえた。

　曰いわく、双子に対して文句を言う時のキャスリーンはいつも楽しそうに見え、問題が山積みで頭が痛いと訴うつたえている今も変わらないという。まったくと呆あきれを込めた溜ため息いきを吐つき、それでもふとした瞬間には笑えみを零こぼす……。

　それを言われるとキャスリーンはなんとも言えない気持ちになり、早くこの話題を終わらせるべく足早に歩き出した。




　そうして人ひと気けの無い場所へと向かう。

　そのうえで念のためにと周囲を見回すのは、もちろんこれから話すことを周囲に聞かれてはいけないからだ。……それと、これから落ち合う人物も見られてはいけない。

　だからこそ念入りに確認し、誰も来ないと判断するとようやくキャスリーンがその人物を呼んだ。

「……お母様、出てきて大だい丈じよう夫ぶよ」

　と。その声を聞いて、建物の陰かげからそっと一人の人物が姿を現した。

　ナタリアだ。いや、キャスリーンがキャスとして皆みんなの前に出ている今は、彼女が『聖女キャスリーン』である。

　この旅を進めるための重要な鍵かぎ、聖女と騎士の仲ちゆう介かい役だ。

　聖女キャスリーンの旅に騎士キャスが同行するということは、二人が同時に同じ場所に存在するということである。一ひと筋すじ縄なわではいかないどころではない、不可能な話だ。

　だが幸い聖女は常にベールで顔を隠かくしており、同行者のうち誰も素す顔がおを見たことが無い。布を幾いく重えにも重ねた正装を纏っているため、体格も多少は誤ご魔ま化かしがきく。

　だがそれはあくまで外見の話。問題は聖女としての『癒いやしの力』だ。

　いつなんどき力の行使を求められるか分からない。障害も試練も何もない旅だとしても軽傷程度なら負う可能性はあるし、たまたま負傷者と遭そう遇ぐうすることも有り得る。仮にキャスリーンがキャスとして旅をしている最中、代役の聖女が癒しを求められたら……。

　つまり代役を務められるのは、キャスリーンと背せ恰かつ好こうが似ていて、同じ髪かみ色いろをしていて、声も似ていて……そしてなにより、キャスリーンと同じく聖女の力が使える人物。

　誰がいるか……など考える必要もないだろう。

　ナタリアしかいない。

　彼女ならば、代役を務めている最中に聖女の力を求められても対応出来る。

　先代とはいえナタリアは元聖女、むしろ今のキャスリーンよりも聖女としての能力は高い。それに、キャスリーンも彼女がそばに居てくれたほうが心強い。

　そしてなにより、彼女はこの騒そう動どうを引き起こしてくれた張本人なのだ。

（一人王宮でぬくぬくなんてさせない……。お母様、落ちる時は一緒よ……！）

　という心境である。──ちなみにキャスリーンがこれを話したところ、アルベルトが「悪い顔をしない」と宥なだめるように頭を撫なでてきた──




　そういった理由から聖女代役を任されたナタリアは、自分の置かれている状じよう況きようを考えてか慎しん重ちように周囲を窺うかがいつつゆっくりと二人の前に姿を現した。

　キャスリーンと同じ金糸の髪を揺ゆらし、同じ紫むらさき色いろの瞳で。普段キャスリーンが着ている聖女の服を纏い……はせず。

　なぜかやたらと裾すその短いドレスを纏って。

　露あらわになった足は美しいが大だい胆たんすぎる。胸むな元もとも開いており、谷間がやたらと強調されている。

　突とつ然ぜんのナタリアのセクシーな恰好に、キャスリーンがビクリと肩を震ふるわせ、アルベルトがらしくなく盛大に吹ふき出した。

「お母様!?」

「一度は退いた身なのに再び聖女を名乗るなんて、なんだか恥はずかしいわ……」

「名乗る以前の恥じらいを持って！　その恰好は何!?」

「でも愛するキャスリーンのためだもの、恥ずかしいけれど、この聖女の正装を纏まとうわ！」

「勝手に変な覚かく悟ごを決めないで！　アルベルト隊長、そんな『これが聖女の正装……キャスも着てるのか……？』っていう表情で私を見ないで！　着てませんから！」

　慌ててキャスリーンがナタリアを怒ど鳴なり、アルベルトの誤解を解く。それを受け、先さき程ほどまで羞しゆう恥ちと戸と惑まどいを浮かべ己おのれを抱だき締しめていた──抱き締めつつ胸元を寄せていた──ナタリアがけろっとした表情で「いやね、冗じよう談だんよ」と言ってのけた。

　そうして一度建物の陰に戻もどると、今度はちゃんと聖女の正装に着き替がえて戻ってくる。もちろん長い裾で足を隠しており、それを見たキャスリーンとアルベルトが揃そろって安あん堵どの息を吐いた。

「二人共失礼しちゃうわ。冗談で気を楽にさせてあげようと思っただけじゃない」

「お母様の冗談は質たちが悪すぎるのよ……」

　キャスリーンが呆れを露わに溜息交じりに告げ、咎とがめるようにナタリアを睨にらみ付けた。

　もっとも、ナタリアがその程度で己を省かえりみるわけが無い。現にキャスリーンが咎めてもニンマリと笑うだけで、アルベルトに対して「良い反応だったわ」と上じよう機き嫌げんだ。

（最大の愉ゆ快かい枠わくはお母様だわ……）

　キャスリーンが心の中で呟く。もちろん、口に出しては言わないが。

　そんなキャスリーンの胸中を知ってか知らずか、聖女の正装を纏ったナタリアが「それで」と話題を改めてきた。先程までの悪戯いたずらっぽい笑みはどこへやら、途と端たんに真しん剣けんな表情に戻られ、キャスリーンも慌てて彼女に向き直る。

「キャスリーン、私は貴女あなたのふりをしていればいいのね？」

「えぇ、私がキャスでいる時はお母様が聖女キャスリーンになって」

　そうキャスリーンが頼たのめば、ナタリアが頷うなずいて返してきた。金の髪がふわりと揺れる。キャスリーンと同じ色の髪。背恰好も差は無く、ベールを被かぶって顔を隠せば誰だれも気付くまい。

　ナタリアは冗談好きで人を振り回す困った性格だが、行動力に溢あふれていて機転が利きく。なによりキャスリーンを大事に想おもってくれている。味方にするには誰より心強い人物だ。

　現にベールを懐なつかしがりつつ被る姿に緊きん張ちようの色は無く、なんと頼たよりがいのあることか。

　……もっとも、

「あらまぁ、胸がきつくて腰こしが緩ゆるいわ！　まだまだねキャスリーン！」

　と勝ち誇ほこった宣言と共に颯さつ爽そうと去っていくあたり、キャスリーンにとって完かん璧ぺきに味方とは言い難がたい。──そもそも、キャスリーンの為ためとはいえここまで引っ搔かき回したのは他ほかでもないナタリアである──

　キャスリーンが慌てて「お母様！」と咎め……、はたと我に返るや「キャスリーン様、品の無い発言は控ひかえてください！」と言い直した。




　そうしてナタリアが去っていけば、残るのは「まったく！」と怒おこるキャスリーンと、その隣となりでクツクツと笑うアルベルト。

　この状況下で笑っていられる彼をキャスリーンが恨うらみがましく見上げれば、不味まずいと思ったのか口元を押さえて「すまない」と謝ってきた。だがその謝罪の声もどこか震えており、キャスリーンがじっと彼を見つめる。

「……アルベルト隊長、何か楽しいことがありましたか？」

「いや、なんでもない……。ところで、ナタリア様がいらっしゃるなら常に聖女をやってもらえば良かったんじゃないか？」

　わざわざ入れ替かわらなくても良いのでは、そうアルベルトが尋たずねてくる。──無理に話題を変えようとしているため若じやつ干かん白々しいが──

　だが確かに、ナタリアは聖女としての力も使えるし、ベールを被って顔を隠せば誰も正体に気付かないだろう。そのまま往路を旅した方が無理に入れ替わるよりバレる可能性は低い。

　村について儀ぎ式しきの時だけキャスリーンが聖女に戻ればいい。その儀式だって司祭の話を聞いて一晩聖堂で過ごすだけ、全すべてナタリアがこなしてしまっても問題は無いだろう。

　でも……とキャスリーンが心の中で小さく呟つぶやいた。

「確かに聖女としての役割は全てお母様に任せて、私はキャスとして旅をしたほうが安全です。入れ替わる必要はない。でも、私ちゃんと聖女としての役割もこなしたいんです」

「キャス……」

「もしかしたら二つとも中ちゆう途と半はん端ぱになっちゃうかもしれない。皆にバレるかもしれない。でも、騎き士しの仕事も聖女の役割もどちらも大事にしたいんです。蔑ないがしろになんてしたくない」

　訴うつたえるようにキャスリーンが告げれば、アルベルトの藍あい色いろの瞳ひとみが次し第だいに細められていく。そうして彼の手がポンとキャスリーンの頭に乗った。大きな手が頭を撫でてくる。

「キャスらしいな」

「私らしい……？」

「あぁ、色々と考え込むけど前向きで、どんな事でもひたむきに励はげむ。キャスらしい決断だ。俺も協力するから頑がん張ばろう」

「はい！」

　アルベルトの言葉にキャスリーンが頷いて返す。

　彼が認めてくれた、協力すると言ってくれた、それだけで英気が満ちていく。きっと大だい丈じよう夫ぶだと、そう安堵が湧わき上がる。頭を撫でてくれる手のなんと優やさしいことか。

　キャスリーンがその心地ここち好よさに瞳を細めた。だが撫なでていた手がピタリと止まり、どうしたのかと見ればアルベルトが眉み間けんに皺しわを寄せている。

「アルベルト隊長？」

「……いつもの癖くせで、キャスリーン様の頭を撫でたら大問題だな」

「不敬罪に問われるかもしれませんね」

　正体を知ってしまえば同じキャスリーンとはいえ、片や騎士、片や聖女である。アルベルトにとっては、騎士隊の部下と、対して国の至宝であり雲の上の存在。その差は大きいどころではなく、上下関係が一転する。

　つまり、聖女から騎士へ、騎士から聖女へ、入れ替わるたびに関係も変わり態度も変えねばならないのだ。ついいつもの癖でうっかり、などという失敗は許されない。

　これは気を付けなければ……そうキャスリーンとアルベルトが顔を見合わせ誓ちかい合う。

「アルベルト隊長、そろそろ出発ですよ」

「キャス、準備出来てるか？」

　二人を呼ぶ声が聞こえてきたのはちょうどその時だ。言わずもがな双ふた子ごである。

　それを聞き、そしてローディスの発した『出発』という単語に、キャスリーンの心臓が跳はね上がった。いよいよ出発だと、上手うまくやれるのかと、不安が一いつ瞬しゆんにして湧き上がる。

　そんな胸中を察したのか、アルベルトの手が再び頭を撫でてきた。

「今はキャスだから、頭を撫でても問題ないな」

「えぇ、そうですね。次の村でお母様と入れ替わるまでは大丈夫です」

「そうしたらしばらくは撫でられないのか。よし、今のうちに撫でておこう」

　冗談めいてアルベルトが告げ、普ふ段だんより念入りに頭を撫でてくる。思わずキャスリーンが笑えみを零こぼし、しばらくは撫で溜だめされようと並んで歩きだした。彼の冗談に、優しく頭を撫でてくる手に、胸に湧いた不安が緩やかに溶とけていく。

　そうしてアルベルトの手が離はなれていく頃ころには、キャスリーンの胸には不安の欠片かけらも残っておらず、逆にこの旅をやり遂とげようという英気が満ちていた。

「国から任された聖女の警備だ。頼りにしてるぞ、第四騎士隊のキャス」

　改めるように騎士と呼ぶのは、『今は何をすべきか』を説いているからだろう。

　これから先何度も入れ替わるが、今のキャスリーンは騎士のキャスだ。第四騎士隊に所属するアルベルトの部下。聖女の力は使えないが、腰から下げたレイピアはいつだって抜ぬける。

（今の私はキャス。不安を抱いだくより、キャスとして出来ることをしなきゃ！）

　そう自分に言い聞かせ、次いでキャスリーンがアルベルトを見上げた。

「任せてください！」

　威い勢せいよく答えれば、アルベルトが頼もしいと柔やわらかく微笑ほほえんでくれた。







　聖堂を目指す旅と言っても、元々がお飾かざり聖女の試練ごっこでしかない。道中なにか危険があるわけでもなく、試ためされることもない。のんびりと馬車に揺ゆられるだけだ。

　あえて言うのであれば、馬車が質しつ朴ぼくなあたりが試練らしさを感じさせるのか。

「といっても、造りは良いし中は広いし、馬上よりは比べるまでもなく快適ですけどね」

　そうキャスリーンが馬上で呟けば、並走していたアルベルトが肩かたを竦すくめた。同意なのだろう。

『質朴な馬車での旅』が試練と思えるのは、日ひ頃ごろ豪ごう華かな馬車に乗っている者達だけだ。乗り合いの馬車を使用する者や、馬車どころか自ら手た綱づなを握にぎり馬を操あやつる騎士からしてみれば贅ぜい沢たくも良いところである。

　そのうえ、馬車は外観こそ質朴だが中は上質のクッションが敷しき詰つめられているのだ。もちろん聖女が長旅で体を痛めないためである。なんという気き遣づかいと優しさ。いったいこれのどこが試練なのか、やはり『試練ごっこ』でしかない。

「でも退たい屈くつという点では試練かもしれませんね」

「確かに、馬車の中では揺れて本も読めないし、お付きも乗せられないから話も出来ないな」

「……そのせいでしょうか、先さき程ほどから馬車の窓から綿が投げられてる気がするんです」

「……クッションが全ぜん滅めつする前に着くと良いな」

　きっと馬車内ではナタリアが退屈し、そして退屈するあまりクッションの綿を抜いているのだろう。小さく千切られた綿が時折ポンと窓から投げられている。──それで退屈が解消されるのかは定さだかではないが──

　その光景から儀式めいた厳おごそかさは欠片も感じられないが、後続を守る双子が楽しそうにキャッチしているので止めるのは野や暮ぼというもの。第一騎士隊の騎士達が冷ややかに見ている気がするが、じきに見慣れてくれるだろう。

　そうキャスリーンが呆あきれと共に後続を眺ながめれば、並走していたアルベルトが馬を寄せて小声で話しかけてきた。

「次の村で小しよう休きゆう憩けいを取る。そこで入れ替わるんだな？」

「はい。皆みんなには『キャスは宿を手配するため先に次の村へと出発した』と伝えてください」

「分かった。だがキャスがキャスリーンに戻もどったらナタリア様はどうされるんだ？」

「この村に知り合いがいるので、馬を借りて次の村に先回りすると言ってました」

「……馬に乗れるのか、頼たのもしいな」

　手綱を握り早はや駆がけするナタリアの姿を想像したのか、アルベルトが絞しぼり出したような声で誉ほめ言葉を口にする。

　それに対してキャスリーンは何と答えて良いのか分からず、それでも頼もしいのは確かだと頷うなずいて返した。馬に乗れるのかと、無理をして怪け我がをしてしまうのではと、そうナタリアを案じたのが懐なつかしい。返ってきたのは堂々とした、

『聖女時代には何度も王宮を抜け出して馬に乗ったものよ！』

　という頼もしさを通り越こした返答だった。

　キャスリーンがそれを聞き、当時の重役達を心の中で労ねぎらったのは言うまでもない。確かに聖女はお飾りだが、どうやら先代聖女はなかなか簡単には飾られてくれなかったようだ。

　それをぼやけば、並走するアルベルトが笑みを零した。その表情に、まるで自分の事を指し摘てきされている気がしてキャスリーンが慌あわててコホンと咳せき払ばらいをする。

　確かにナタリアも突とつ飛ぴな性格をしているが、聖女でありながら騎士としても生活している自分も大たい概がいである。『人のことを言えないだろ』と、そんなことを言われた気がしてなんとも気き恥はずかしい。




　そうして辿たどり着いた村は王都とは比べ物にならないほど規模が小さく、住人も極僅わずかなのだという。

　王都から馬を走らせて数時間という距きよ離りゆえなのだろう。自然を求める者は田舎いなかへ、利便性を求める者は王都へ、そうして徐じよ々じよに住人が減り、その結果がこの小規模だという。

　といっても寂さびれているわけではなく、王都にはない穏おだやかな空気が漂ただよっている。見回しているだけで心が自然と馴な染じんでいくような、そんな包まれるような穏やかさだ。

　だがキャスリーン達が到とう着ちやくした時は穏やかとは言えない賑にぎわいを見せており、人だかりさえ出来ていた。誰だれもが聖女の訪問を喜んでおり、子供達が花束を抱かかえて今か今かと待ち構えている。馬車を見つめる瞳ひとみは皆一様に輝かがやいており、聖女様が来てくれたと口々に話している。

　歓かん迎げいされている、それが言われなくとも一瞬で分かり、キャスリーンの表情が自然と緩ゆるむ。

「キャス、こっちに来てくれ」

　そうアルベルトが小声で話しかけてきた。

　入れ替かわるためだろう。キャスリーンがそれに頷いて返し、そっと騎き士し達の輪から離れた。




「ここなら人も来ないだろ、小屋のカギは荷を置くためと言って借りておいた」

　アルベルトに案内されて向かったのは、馬車から少し離れた場所にある小屋。位置的には村の外れだろう。周囲には何もなく、最低限の手入れ程度しかされていないのが分かる。

　彼の言う通り人が来る気配はなく、賑わいもここまでは届かない。とりわけ今は皆が馬車に集まっているのだから尚なお更さら、わざわざここに来る者は居ないはずだ。

　それでも念のためアルベルトが周囲を窺うかがい、誰も来ないと分かるとほっと安あん堵どの息を吐はいた。

　次いで小屋の扉とびらを開ければ、中で待っているのはもちろん聖女……もとい、聖女の恰かつ好こうをしたナタリアだ。

　どうやら座りっぱなしが辛つらかったらしく、ようやく解放されたと言いたげにぐっと背せ伸のびをしている。聖女のふりをしている事にも入れ替わる事にも緊きん張ちようの欠片も見せないその姿は、なんともナタリアらしい。堂々としていて頼たよりがいがある。

　思わずキャスリーンが笑みを零して母を呼んだ。彼女を見ていると緊張が解けてしまう。

「お母様、馬車の旅はどうだった？」

「退屈よ。おかげでクッションが三つも犠ぎ牲せいになったわ」

「……結構破ったのね」

「双ふた子ごが競きそってキャッチしてたのよね。ねぇ、どっちが多く取ったの？」

　嬉うれしそうに話すナタリアに、キャスリーンが肩を竦める。退屈という割になんとも楽しそうではないか。やはり止めなくて良かった。

　だが長く話をしているわけにもいかず改めるように母を呼べば、本題を思い出したのかナタリアの表情が真しん剣けんなものに変わる。アルベルトが小屋から出ていくのは二人が着き替がえると察したからだ。

　手早く騎士服を脱ぬぎ、聖女の正装を纏まとう。

　戦うために身軽さを重視した騎士服に比べて、厳かさが重要視される聖女の正装は布がふんだんにあしらわれているため重くて動きにくい。そのうえベールで顔を隠かくさなければならないのだから、キャスリーンの動きは半減である。

　それをぼやけば、先程まで聖女の正装を纏い今はシンプルなワンピースに着替えたナタリアが同感だと頷いた。

「キャスリーンの服は随ずい分ぶんと重いのね。私の時はもう少し軽かったし、私のお母様の時はもっと……まさか、徐々に重くして動きを制限してるのかしら」

「動きを制限？　なんでそんな」

「キャスリーンは覚えてないだろうけど、貴女あなたのお祖母ばあ様さまはそれはそれは行動力に溢あふれた方だったのよ。その前も、その前も……」

「……なるほど、それで正装で動きを制限しているのね。でも甘いわ、騎士として鍛きたえてる私にはこの程度の重さ、苦でもないのよ！」

　キャスリーンが得意気に宣言し、華か麗れいにクルリとその場で回って見せる。ふわりと布が軽かろやかに翻ひるがえり、ナタリアが「さすがね」と褒ほめてきた。

　常々この正装に対し『まるで椅い子すに括くくり付けられているよう……』と息の詰まる重苦しさを感じていたが、実際に椅子に括り付けるためと分かれば逆に応戦的な気持ちになってくる。旅から帰ったら重役達の前で華麗に回ってみせようか。謁えつ見けんの間にある椅子を飛び越えてもいい。

　もっとも、今は正装について考えている場合ではない。そう雑念を搔かき消し、キャスリーンが身み形なりを確かく認にんすると最後の仕上げにベールを被かぶった。──このベールも顔を隠すためだと考えていたが、もしや聖女の視界を遮さえぎって行動力を削そぐものでは……と疑ぎ惑わくも浮うかぶ──

　そうして着替えを終えてアルベルトを呼べば、彼は部屋に入るとキャスリーンの姿を見て頭を搔いた。キャスが消えたと言いたいのだろう、「変な気分だ」と笑う。

「それでお母様、馬に乗って先に行くのはいいけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「頼りになる護衛がいるから大丈夫よ」

　嬉しそうに話すナタリアに、キャスリーンとアルベルトが揃そろえたように周囲を窺った。

　元より彼女には護衛をつける予定だったが、それを話したところ本人が手配すると言い出したのだ。それは分かるが、いったいなぜこんなに嬉しそうなのか……。

　そんな疑問を抱いだきつつその人物を待てば、ゆっくりと扉が開き、現れたのは……。

「お父様!?」

「ブレント様！」

　騎士服を着たその男の姿に、キャスリーンとアルベルトが揃えたように声を上げる。ナタリアだけがうっとりとした表情で彼のもとへと駆け寄った。

　小屋に入ってきたのは、トルステア家当主ブレント。つまりキャスリーンの父親である。

　平時は貴族らしい服装をしている彼だが、今だけは騎士の正装を纏っている。もちろん腰こしからは剣けんを下げており、その姿は普ふ段だんとは違ちがった威い厳げんを感じさせる。キャスリーンが思わず「お父様、恰かつ好こ良いい！」と声をあげた。

「お父様がお母様の護衛なのね」

「これでもナタリアと会う前は騎士として務めていたんだ。流石さすがに現げん役えき時代のようにとは言わないが、それでもナタリア一人を守るぐらいは造作ない」

　そう穏やかに笑い、ブレントが腰から下げていた剣の柄つかを撫なでた。

　余よ裕ゆうを感じさせ、それでいて己おのれの強さを誇ほこる仕草。暇ひまがあれば書しよ斎さいで本を読む父からは想像出来ず、意外とさえ言えるその姿にキャスリーンがうっとりと父を見つめた。

　優やさしく穏やかな貴族の当主が、いざとなると逞たくましい騎士になる。物語のようではないか。

「お父様、何があってもお母様を守ってね」

「あぁ、なんとか置いていかれないようにするよ」

「……お母様は相当速いのね」

「懐かしい……。ナタリアが馬に乗ると、ほとんどの騎士が振ふり切られてたな……」

　昔のことを懐かしむように話すブレントに、キャスリーンが瞳を細めた。

　それほどまでなのね……と内心で呟つぶやく。自分も大概だと思っていたが、当時のナタリアはそれを優に上回っていたようだ。

　だが今回はナタリアも早はや駆がけと言えどもそこまで速度を出すつもりはないらしく、上じよう機き嫌げんで微笑ほほえみながら「若い時のデートを思い出すわね」とブレントの腕うでを擦さすっている。

　さすがにデートならば振り切ったりもしないだろう。

　……多分。そうであることを願うばかりだ。

「それじゃキャスリーン、私はブレントと二人旅を楽しむから、貴女は聖女としてちゃんと振る舞まいなさいね」

「分かってるわ、任せて！」

　ナタリアに微笑みながら告げられ、キャスリーンが胸を張って返す。

　それを見守り、ブレントがならば自分はと言いたげにアルベルトに声を掛かけた。

「キャスリーンをよろしく頼たのむ。やんちゃな娘むすめだが、どうか支えてやってくれ」

「はい、畏かしこまりました」

　真剣な顔つきで話し合う二人はまさに騎士だ。年の差こそあれど同じ剣を下げ、国に忠誠を誓ちかった騎士。その姿は恰好良いの一言に尽つきる。

　キャスリーンが見み惚とれるように見つめていると、出発の準備を整えたナタリアが、ツツ……と近寄ってきた。そうして耳元にそっと顔を寄せ、

「恰好良くて素す敵てきね。……惚ほれちゃいそう」

　と、こっそりと囁ささやくように告げてきた。

　その言葉に、キャスリーンの頰ほおがポッと赤くなる。

（惚れるって、誰が？　誰に!?）

　そう考えて慌あわててキャスリーンがナタリアを見れば、してやったりと笑っているではないか。見つめてくる瞳ひとみのなんと楽しそうなことか。唇くちびるが柔やわらかく弧こを描えがいている。

　やられた……とキャスリーンが自分の頰を押さえながらナタリアを睨にらみ付けた。

「お母様、変なことを言わないで！」

「あら、私はブレントのことを言ったのよ。ほんと、惚れ直しちゃうわぁ」

「……謀はかったわね」

「なんのことかしら？　まぁキャスリーン、可愛かわいいお顔が真っ赤になってるわ」

　どうしたの？　とわざわざベールを捲まくってナタリアが顔を覗のぞき込んでくる。

　キャスリーンがむぐと口を噤つぐみ、次いでナタリアの手を払はらうと己の顔を隠すようにベールの端はしを摑つかんだ。それでもと再び捲ってこようとする手は容よう赦しやなくペチンと叩たたいておく。

「お母様、のんびりしてる暇は無いわ。そろそろ他ほかの騎き士し達が捜さがしにきちゃう」

　だから、と出発を促うながせば、ニンマリと笑えんだナタリアがやたらと優しい声こわ色いろで「そうね」と同意してくれた。だが最後に隙すきをついてベールを捲り、ツンと頰を突つっついてくる。

　これにはキャスリーンも唸うなって返すが、ナタリアはさっさとブレントのところに行ってしまう。行動力も奔放さも、何から何まで一枚も二枚も上手だ。

　そうして「次の村で」と告げて馬で駆かけていく二人を見送る。手た綱づなを握にぎるナタリアのなんと様になっていることか。彼女の姿と、そして聖女の正装を着つつも椅子を飛び越こえる自分の姿を想像し、キャスリーンが「そのうち重しを縫ぬい付けられるかもしれないわね」と呟いた。




　ナタリア達の姿が見えなくなるまで見届け、アルベルトと共に仲間達のもとへと戻もどる。もっとも今度は『アルベルト隊長とキャス』ではなく『アルベルト隊長と聖女キャスリーン』としてだ。

　馬を預かっていた双ふた子ごがそんな二人の姿を見つけ、ローディスが「あれ」と声をあげて周囲を窺うかがった。次いで彼の視線が向かうのはアルベルトの胸むな元もとと腰。

「アルベルト隊長、キャスはどこに入れたんですか」

「ポケットに入れる前提で捜すんじゃない」

「そうだぞローディス、キャスは俺の鞄かばんに……あれ、入ってない」

　おかしいな、と己の鞄を漁あさるのはロイ。次いで彼は「こっちか？」とローディスの鞄を漁り出すが、あくまで捜すのは鞄だけだ。ローディスも自分のポケットを捜している。

　姿が見えなくてもキャスを揶揄からかおうとする双子に、キャスリーンが眉み間けんに皺しわを寄せた。ベールで顔を隠かくしていて良かった……。

「キャスは宿の手配のため先に次の村に行ってる」

「そうですか、良かった。俺上着のポケットに穴が空いてたから、そこから落としたのかと思いました」

「俺も。鞄に穴が空いてたから、そこから落ちたのかと思った」

　ケラケラと笑う双子に、アルベルトが盛大に溜ため息いきを吐ついた。

　次いで彼はそっとキャスリーンに近付き、ほんの少し寄りかかるようにして顔を寄せてきた。

「……今はキャスリーンだから、怒おこるなよ」

　そう案じてくる声に、キャスリーンが周囲に気付かれないよう小さく頷うなずいて返した。普段ならばアルベルトが頭を撫でて宥なだめてくれそうなところだが、あいにくと今は聖女のためそれも望めそうにない。

　となるとこの怒いかりをどこへ向けるべきか……と、キャスリーンが胸の内に溜たまる怒りの発散処どころを探す。だが次の瞬しゆん間かんその怒りが一瞬にして消え去ってしまうのは、キャスリーンの姿を見て待ち構えていた村人達が沸わきたったからだ。

　元より賑にぎわっていた人だかりが更さらに声をあげ、子供達が「キャスリーン様！」と駆け寄ってくる。なんて温かいのだろう。とりわけまだよたよたと歩く幼子が花を片手に歩み寄ってくれば心も表情も蕩とろけ、キャスリーンがしゃがみ込むと共に幼子を抱だきかかえて受け止めた。

　正装の裾すそが地面に付き土つち汚よごれが付着する。白い布にその汚れは目立つが、今のキャスリーンには些さ細さいな事だ。

　そんな汚れなど腕の中のこの愛いとしさとは比べ物にならない。幼児特有の温かさ、肌はだに触ふれる柔らかさ、「キャシュ、キャシュリさま」と必死に名前を呼ぼうとする声も何もかもが愛おしい。

「キャシュリさま、これあげゆ」

「まぁ、綺き麗れいな花。ありがとう」

　一輪の花を差し出され、キャスリーンが礼を告げると共にその小さな手ごと包んだ。花も、巻かれたリボンも、この子供も、この手も、全すべてが嬉うれしい。

　次いでキャスリーンがお返しだと腕の中で嬉しそうに笑う子供の頰を撫でた。だがピタと撫でる指を止めたのは、そこに切り傷を見つけたからだ。

　血は止まり瘡かさ蓋ぶたになっているが、周囲が赤くなっており見ていて痛々しい。

「これは？」

「遊んでいる時に葉で切ってしまったんです」

　そう告げてくるのは母親だろう。やんちゃな娘で……と困ったように話すが、その声には愛が溢あふれている。

　小さな傷だ。だがふっくらとした愛らしい頰にはやたらと目立つ。ツンと突っついて「痛くない？」と聞けば、舌足らずな声で「ピリピリする」と答えが返ってきた。

　痺しびれるようなむず痒がゆさを感じるのか、小さな手が傷を搔かく。幼いゆえに痒かゆさを我が慢まんできず搔いてしまい、傷の治りが遅おそくなるのだろう。慌てて「触さわらないの」と制する母親の姿に治りが長引いているのが分かる。

　それを見て、キャスリーンがベールの下で小さく微笑ほほえんだ。再び頰に触れて軽く撫なでれば、くすぐったそうな笑い声が返ってきた。

「キャシュリさま、なにするの？」

「じっとしててね、ピリピリするのを治してあげる」

「……ほんとう？」
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「えぇ本当よ。任せて」

　キャスリーンが微笑むと共に頷いて返し、柔らかな頰を軽く撫でた。

　瞳を伏ふせて、意識を集中させ、ゆっくりと息を吐きながら……。

　そうして手を離はなせば、そこには変わらず幼児特有のふっくらとした頰。興奮しているのかほんの少し赤らんでおり、滑なめらかな肌には傷一つ無い。

　……そう、傷一つ無いのだ。

　跡あと形かたも無く消えた傷に、それを見た母親が息を吞のんだ。周囲からも感かん嘆たんの声があがる。

　第一騎士隊が「さすがキャスリーン様だ」と敬意を示すとともに褒ほめ、双子が「すげぇな」「見たか今の」と彼等らしく声をあげる。

　だがそんな渦か中ちゆうにいる幼子はいまだ自分の身に何が起こっているのか分からないようで、キョロキョロと周囲を見回し、母親にツンと頰を突かれてようやく頰を押さえた。

「キャスリーン様、ありがとうございます」

「いえそんな、小さな傷ですから。お花のお礼です」

「癒いやしの恩おん恵けいを与あたえて頂けるなんて光栄です……！」

　不思議そうに自分の頰ほおを押さえる娘むすめを抱きかかえて感謝する母親に、キャスリーンが慌てて立ち上がった。確かに聖女の力を使ったが、小さな切り傷を治した程度だ。キャスリーンからしてみれば大したことではない。そもそも放ほうっておけば自然治ち癒ゆしたもの、それに手を貸しただけに過ぎない。

　現に力を使っても反動だって起こらない。立ち上がったところでいつもの眩暈めまいも無ければ、疲ひ労ろうすら感じないのだ。

　だというのに母親はこれでもかと感謝を示し、今にも拝みだしそうなくらいだ。それを見たからかもしくは母の真似まねをしているのか、頰を押さえていた幼子もまた舌足らずにキャスリーンに感謝を告げてくる。

　それが無む性しように恥はずかしく、ついには耐たえ切れなくなりキャスリーンが周囲に声をかけた。

「ほ、他に癒しを求めてる方はいませんか？　歓かん迎げいのお礼をさせてください」

　一人を相手にしてこれだけ感謝されるのだから、力を振ふる舞まったらどうなるか……。だがとにかく今はこの感謝と賛辞の嵐あらしを切り抜ぬけたい一心である。

「キャシュリーンさま、てつだってあげる」

　正装の裾を引っ張ってくる可愛い申し出に頭を撫でて返し、一人また一人と名乗り出てくる者達を前に、キャスリーンがベールの下で意気込んだ。







　そうして村人達の怪け我がや痛みを治し、感謝の品や贈おくり物を馬車に運ぶ。

　その量は相当なもので、一人で乗るには十分過ぎると思っていた馬車の半分近くを埋うめられてしまった。

　キャスリーンが感謝の言葉を告げ、馬車へと乗り込む。だがその際にアルベルトが手を差し出してくるので、いったいなんだと小さく首を傾かしげた。見上げれば、彼もまたじっとこちらを見つめている。

（何か渡わたすものでもあったかしら……？　あ、もしかしてお腹なかが空すいてるの？）

　そう考え、キャスリーンが馬車に積まれた贈ぞう答とう品の中からリンゴを一つ取ってアルベルトの手に載のせた。

　もちろん乗馬中に食べるためにだ。長年騎き士しとして務め馬上で戦うことさえ苦でもない彼からしてみれば、移動の片手間にリンゴを食べるなど造作ないことだろう。

　それでも念のため、

「気を付けて食べてくださいね」

　と告げれば、彼の藍あい色いろの瞳ひとみが丸くなった。

　次いで聞こえてくるのは笑い声……。ローディスとロイである。どうしたのかとキャスリーンが彼らを見れば、腹を抱かかえて笑っているではないか。他ほかの騎士達も啞あ然ぜんとしたり、中には見ていられないと顔を背そむけて肩かたを震ふるわせている者すらいる。

　そんな中アルベルトが小さく溜息を吐くと、受け取ったリンゴを持ち替かえ、再度手を差し出してきた。今度は念を押すように、キャスリーンのベールの前で一度手を揺ゆらす。

「有り難がたく頂戴いたします。ところでキャスリーン様、地面が少しぬかるんでおります。踏ふみ外してしまうかもしれないので、どうぞ俺の手を取って馬車に乗ってください」

「……手を」

「そうです。俺の、手を、リンゴではなく、手を、取って」

　やたらと説明的なアルベルトの言葉に──そして彼の眉み間けんに寄る皺しわに──キャスリーンが「しまった！」と心の中で声をあげた。

　騎士ならば誰だれの手助けも無く一人で騎乗するもの。それはいくら小こ柄がらな少女騎士と言えども例外ではない。そのうえ今は足場のある馬車なのだ、手を借りずに乗るどころか、足場を飛び越こえて乗り込むことだって出来る。

　だが聖女は違ちがう。

　というか、年とし頃ごろの少女は違う。

　足場に上れようが飛び越えられようが、差し出される手を取って優ゆう雅がに馬車に乗り込むものなのだ。むしろそうしなければならない。

　やってしまった……とキャスリーンが内心で悔くやみつつ、改めてアルベルトの手を取った。

「ご、ごめんなさいね、アルベルト。貴方あなたが……その、すごく、お腹が空いていそうな顔をしていたから」

　だからつい、とキャスリーンが誤ご魔ま化かすように笑いながら彼の手を取る。──内心では「ごめんなさい！」を何十回と唱えているのだが、はたして何十回の内の一回くらいは彼に伝わってくれただろうか──

　そんなキャスリーンに対し、アルベルトもまた訂てい正せいすることも出来ないのだろう、キャスリーンを馬車の中に送り込むと、

「……さすがキャスリーン様、よくぞお気付きで。道中とても腹が減っていたんです」

　と、真しん剣けんな顔つきで肯こう定ていしてきた。彼なりのフォローなのだろう。

　周囲から「聖女様にはそんな能力が」と驚きよう愕がくの声が上がるが、今のキャスリーンの耳には届かない。ひとまず馬車に乗り込み、声が漏もれないことを確かく認にんして慌あわてて彼を呼ぶ。

「……アルベルト隊長、申し訳ありません！」

「いや、気にするな。誤魔化せたようで良かった」

「でもアルベルト隊長に食いしん坊ぼうの疑ぎ惑わくが……」

　ただの勘かん違ちがいならばまだしも、彼に要いらぬ疑惑を掛かけてしまった。そのうえ双ふた子ごがこれは面おも白しろいと言いたげに笑い、何かアルベルトに渡せる食べ物は無いかと鞄かばんを漁あさり出すのだ。道中間違いなく彼等に揶揄からかわれるだろう。

　それを思えば申し訳なさが募つのり、キャスリーンがベール越ごしにしゅんと俯うつむいた。

「次からは気をつけます……」

「気にするな。それより力を使って体調は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　アルベルトが案じるように見つめてくる。歓迎のお礼にと癒しの力を振る舞い、その反動が出やしないかと心配しているのだろう。

　確かに、普ふ段だん聖女の力を使うと反動で眩暈や疲労を感じる。だが村人達の申し出はどれも軽度の負傷で、数こそ多いが程度は低い。治ち療りようよりも『聖女に力を使ってもらうこと』に重きを置き、なによりキャスリーンと会話を交かわしたいと考えていたようだ。

　それを思えば力を使う反動も些さ細さいなもの。なにより、旅を続けるとはいえ今から次の村までは馬車での移動だ。

「自ら馬に乗るのに比べたら、休んでいるようなものです」

「そうか、でもあまり無理はするな」

　アルベルトの言葉はいまだ案じるような色が見える。

　それに対し、キャスリーンが小さく頷うなずいて返すと手近にあったクッションを取った。上質の馬車に見合った上質のクッション。細かな刺し繡しゆうがなんとも美しい……が、端はしが破けており、中の綿は半分近く無くなっている。

　言わずもがな、聖女──と見せかけたナタリア──が綿を抜ぬいて投げていたのだ。

　それを手に取り、気持ちを新たに意気込む。先程は確かに失敗してしまった、だが旅はまだまだこれから、ここでめげているわけにはいかない。

「次の村までちゃんと聖女らしくします。クッションの綿を投げて！」

「……程々にな」

「はい！　任せてください！　易やす々やすと双子にキャッチなんてさせません！」

　さっそく一ひと塊かたまり手にして投げやすいように丸めてみせれば、アルベルトが小さく笑えみをこぼした。次いで彼の手がキャスリーンへと伸のばされ……何かに気付いたように止められる。

　中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばされた手が、キャスリーンの目の前で一度空を搔かくと引き戻もどされていった。

「アルベルト隊長？」

「……いや、何でもない。駄だ目めだな、見ているだけならキャスリーン様だと思えるのに、こうやって話すとキャスとしか思えない」

「どちらも同じですよ？」

　キャスリーンもキャスも同一人物だ。それを告げるもアルベルトは小さく肩を竦すくめるだけで、キャスリーンの手元にあるクッションをポンと軽く叩たたいた。

　本来ならばキャスリーンの頭を撫なでていたのだろう。それを考えればなんとも惜おしく、キャスリーンは彼の手が載るクッションに視線をやった。

（次はこのクッションを……！）

　と、そんなことすら考えてしまう。クッションに嫉しつ妬ととはなんとも情けない。




　そうして馬車がゆっくりと走り出す。

　キャスリーンが窓を開け、見送りの者達に手を振ふる。「必ずまた遊びに来ます」と、そう告げれば誰もが笑みを浮かべ、とりわけ子供達は全身で跳はねるように手を振り返してくれる。

　なんと愛いとおしい光景だろうか。その目ま映ばゆさに、キャスリーンがベールの下で瞳を細めた。

（儀ぎ式しきを終えて一人前の聖女になったら、小さな村を回っても良いかもしれない。私なら一人旅だって出来るもの！）

　王宮での仕事をきちんとこなせば、多少なりとも融ゆう通ずうは利きくようになるだろう。

　とりわけ聖女は国の中で神聖とされているのだ、今のような半人前ではなく一人前になり、そのうえで我が儘ままでも無む茶ちやでもなく筋の通った意見として訴うつたえれば通るかもしれない。

　万年旅をするのは無理でも、年に一度、今のように短期間の旅に出る許可ぐらいは得られるだろう。各地を回り、力を使う。たとえ頻ひん度どが限られたとしても、今のように王宮の奥でお飾かざり聖女をしているよりはましだ。

「飾ってるだけじゃ勿もつ体たいないって、後で気付いても遅おそいんだから」

　王都で待つ重役達に言い聞かせるよう、小さく丸めた綿に話しかける。次いでそれをぽいと窓の外へと投げれば、「第二ラウンドだ！」と楽しそうな双子の声が聞こえてくる。……更さらに、

「アルベルト隊長も参加しますか？　負けた奴やつは夕飯奢おごりでどうです？」

「勝ったらどれだけ食べても良いですよ」

　とアルベルトを煽あおっている。それを聞き、キャスリーンが申し訳ないと心の中で詫びた。







　もともとこの旅は『試練ごっこ』でしかなく、ゆえに旅自体にもさして緊きん迫ぱく感かんは無い。騎き士しと聖女の二役をこなさなければならないキャスリーンも馬車の中ではのんびりと過ごし、それどころかベールを捲まくってクッションにもたれ掛かりふわと欠伸あくびを漏らしていた。

　聖女らしからぬだらしない姿だ。だが窓には日差し除よけのカーテンが掛かっており、窓を開けない限り中は覗のぞかれない。走行中なので当然馬車の扉とびらを開ける者もいない。

　そもそも停とまっていたとしても普ふ通つうはノックをしてから開けるものだ、馬車内ぐらいでは顔の前でひらひら揺れる布を払はらったところで許されるだろう。──という言い分をキャスリーンが告げたところ、アルベルトが申し訳なさそうに「そうだよな。ノックするよな」と詫びてきた。それが勿もち論ろん己の失態をさしているのは言うまでもなく、キャスリーンが慌ててフォローを入れた──

　聖女の旅とはいえその程度……そう考え、キャスリーンがまた一つ欠伸を漏らす。

　だが次の瞬しゆん間かんにビクリと肩かたを震ふるわせたのは、一定の速度を保っていた馬車が高い音をあげて急停止したからだ。

　大きく馬車が揺ゆれ、積んでいた贈ぞう答とう品が盛大な音を立てて崩くずれていく。それに続くのは馬の嘶いななき。高く荒あら々あらしいその鳴き声は、実際に見ずとも何かしらの事態が起こったのだと分かる。

　キャスリーンが慌てて立ち上がり、外へ出ようと扉へと手を伸ばす。だがその直前に豪ごう快かいな音とともに扉が叩かれ、返事を待っている余よ裕ゆうもないと開けられた。

　そこに居たのはアルベルトだ。緊迫した表情の彼は勢いよく扉を開けると共に「キャスリーン様！」と声を荒らげ……。

　そして「うぉ!?」という間の抜けた声と共に、そのままの勢いでキャスリーンにぶつかってきた。激しい衝しよう突とつの果てに、キャスリーンが彼の下した敷じきになる。

　運良く座席に倒たおれ込んだから良かったものの、全体重でのし掛かられてはさすがに重い。咄とつ嗟さにあがった「むぎゅう」というくぐもった悲鳴も、アルベルトの体に押し潰つぶされて誰だれにも届かなかっただろう。

（お、重い！　這はい出なければ潰されてしまう……！）

　あまりの重さにキャスリーンが命の危険を感じ、アルベルトの体の下から這い出ようともがく。背が高く鍛きたえ上げられた彼の体は当然だが重く、小こ柄がらなキャスリーンが受け止められるわけがないのだ。

　だが次の瞬間にもがいていた体を強こわ張ばらせたのは、彼の腕うでが引き留めるようにキャスリーンの体を抱だき締しめてきたからだ。

　片腕で自らの体を支えたのか、押し潰されるような圧迫感は和やわらいだ。だが逆の腕にしっかりと抱き締められ、キャスリーンの体が硬こう直ちよくする。

「アルベ……アルベルト隊長……じゃなくて、アルベルト……ど、どうしました……」

「キャス、顔が……いや違ちがう、キャスリーン様、ベールがっ……！」

「ベール？　……あぁ、しまった！」

　素す顔がおを晒さらしたままだった事を思い出し、キャスリーンが慌あわててベールを下ろす。それを確かく認にんし、ようやくアルベルトが抱き締めていた腕を解いてキャスリーンの上から退どいた。

　見れば扉の外には騎士が数人。何かあったのだろう、馬から下りて剣けんを構えている。中には数人『何をやってるんだ』と言いたげな表情でこちらを見ているが、幸いキャスリーンの素顔までは見えていなかったようだ。

　良かった、とキャスリーンが心の中で安あん堵どする。だがすぐさまその安堵の意識を振り払ったのは、今の状じよう況きようが『良かった』などと落ち着いていられないからだ。

　何があったのかは分からないが、飛び込んできたアルベルトや扉の外にいる騎士達の様子から予期せぬ事が起こっているのは分かる。それも、剣を抜いているのだから尚なお更さらだ。

「アルベルト隊長……いえ、アルベルト、どうしたの？」

「キャスリーン様を狙ねらった賊ぞくです。どうか馬車から出ずにいてください」

「そんな！」

　あまりの突とつ然ぜんのことにキャスリーンが声を荒らげる。

　だが事実窓の外を見れば風ふう貌ぼうの悪い集団が馬車を囲んでいる。騎士達がその間に入り、互たがいに睨にらみ合う様はまさに一いつ触しよく即そく発はつ。

　見ているだけで張り詰つめた空気を感じてしまう。全身の産うぶ毛げが総毛立つような、己おのれに尾おがあれば毛が逆立ち膨ふくれ上がりそうな感覚。生なま唾つばを飲む音すらも何かを引き起こしてしまいそうで、空気の重さに呼吸が浅くなる。

「私も加勢に！」

「キャスリーン様、大人しく、座っていてください」

　念を押すようにアルベルトに告げられ、キャスリーンがむぐと口を噤つぐんだ。立ち上がり掛かけていたところを再び座り直す。

（そうだった、今は聖女なのよね……）

　逸はやる気持ちを落ち着かせるように自分に言い聞かせる。

　今は騎士キャスではなく聖女キャスリーン。普ふ段だんは王宮の最さい奥おうにある謁えつ見けんの間で力を振るっている聖女。剣とは無む縁えん、むしろ癒いやしの力を使うと考えれば真逆と言える存在なのだ。

　そんな聖女が剣を手に馬車から飛び出したりすれば、誰もが不ふ審しんに思うだろう。そのうえ手にしているのがレイピアなのだから、下手へたすればどころではなく即そく座ざに正体を知られてしまう。

「そ、そうね。大人しく座っているわ……。みんな気をつけて」

「はい。何かあっても、決して、必ず、絶対に馬車から出てこないでください」

（さらに念を押してくる……）

　有う無むをいわさぬアルベルトの眼光に、キャスリーンがコクコクと頷うなずいて返した。現にベールも下ろさず飛び出そうとしたのだから彼の言葉は耳に痛く、反論など出来るわけがない。

　それでもせめてと「気をつけて」と告げれば、アルベルトが柔やわらかく微笑ほほえんで「任せろ」と小声で返してきた。敬語ではなく、普段の彼らしい口調。

　力強いその言葉に、キャスリーンの胸に安堵が湧わく。

　そうして最後に「大人しく待っていてくれ」と告げ、アルベルトが馬車から出ていく。扉が閉められ、しばらくすると剣が交かわされる激しい音が響ひびき始めた。

　睨み合っていた沈ちん黙もくの時間が終わったのだ。甲かん高だかく鳴り響くその音に、キャスリーンは居てもたっても居られず壁かべに身を寄せて剣けん戟げきの音に耳を澄すました。







　キャスリーンが皆みなの無事を祈いのっていると、ガタンッ！　と大きな音をたてて馬車が揺れた。次いで一気に振しん動どうが激しくなり、バランスを崩したキャスリーンもクッションの上へと身を倒す。普段であれば緩ゆるやかに出発するはずの馬車が一気に速度を上げて走り出したのだ。

　まるで逃にげろと言っているかのように……。

　これにはキャスリーンもすぐさま体勢を立て直し、慌てて窓を開けた。よっぽどの勢いで走っているのだろう風が金の髪かみを大きく揺らし、ベールすらも捲ろうとしてくる。

　並走する騎士の中にアルベルトの姿を見つけ、キャスリーンが彼を呼んだ。

「アルベルト！　何があったんですか！」

「次の村へと急ぎます。向こうは数名残したので大だい丈じよう夫ぶでしょう！」

　手た綱づなを握にぎりしめ馬を走らせながらアルベルトが告げてくる。

　彼の騎士服は汚よごれが付着し応戦の跡あとが見える。土汚れに……それより色いろ濃こい染しみは血けつ痕こんだろう。キャスリーンが案じるように視線をやれば、大事ないと言いたいのか頷いて返してきた。

「キャスリーン様は馬車内でお待ちください。いつもより速度を出しています、危ないので立ち上がらないで！」

　アルベルトの言葉に、キャスリーンがこれ以上心配はさせまいと大人しく馬車内へと戻もどった。彼に限らず、他ほかの騎士達も同様、聖女が窓から身を乗り出していてはそちらも気に掛けないといけないのだ。これ以上心労は掛けられない。

　どれだけ造りの良い馬車であろうと、想定されている以上の速度を出せば激しく揺れる。その揺れはまるで早はや鐘がね状態の己の心音と共鳴しているようで、キャスリーンは自分を落ち着かせるよう深く息を吐はくと共に胸むな元もとを押さえた。




　馬車の振動はその後も続き、時折は木の根か石に乗り上げたのか座席に腰こしかけるキャスリーンの体が浮うき上がるほどに大きく揺れることもあった。

　もっとも、聖女としてならばまだしも騎き士しとしてならば乗馬だってこなせるのだ、大きく揺れたところで悲鳴を上げることも無ければ馬車内で転がることもない。だがそれほどまでに急いでいるのだと考えれば焦しよう燥そう感かんが募つのっていく。

　そんな振動もしばらくすると緩やかになり、僅わずかながら速度を落とし始めたのを感じ取ってキャスリーンが再び窓に張りついた。

　隣となりを駆かけるアルベルトが後続や並走する騎士達に何か指示を出している。その姿は普段通りの冷静さを感じさせ、手綱を握る手元にも余裕を感じさせる。

（ひとまずはやり過ごせたのかしら……。でも騎士達の人数が少ないわ）

　誰か残ったのか、まだ戦っているのか、負傷者はいるのか……。それを考えると速度を落としたからと言って『もう大丈夫』などと一息つくことは出来ない。

　だからこそ馬車が停とまるや飛び出せば、扉とびらを開けようとしていたのだろうアルベルトの体にぶつかってしまった。まるで先さき程ほどの逆転のように、今回はキャスリーンが彼を押し倒たおし……はせず、彼の体にポスンとぶつかる。

「アルベルト、皆無事ですか？　残った者達は!?」

「キャスリーン様、落ち着いてください」

　キャスリーンがしがみつくように尋たずねれば、アルベルトが宥なだめるように肩かたを押さえてきた。

　元より小こ柄がらなキャスリーンの肩は、彼の手に押さえられるとまるで包まれるように収まってしまう。普段よりその手に熱を感じるのは、戦い、そして馬で駆けた直後だからだろうか。

　見れば彼の額にはうっすらと汗あせが滲にじんでいる。周りを見回せば、他の騎士達に至っては苦しそうに息を切らしているではないか。

「ご安心ください、残したのは手て練だれの騎士達です。半数は賊を捕とらえて王都に引き返すよう伝えております」

「……でも、あんな急に」

「大丈夫ですキャスリーン様、どうか落ち着いてください。……キャス、双ふた子ごも置いてきたから大丈夫だ」

　声こわ色いろを潜ひそめて告げてくるアルベルトの言葉に、キャスリーンがベールの下で小さく息を吞のんだ。双子、とは言わずもがなローディスとロイの事だ。

　性格面を見れば厄やつ介かいな双子ではあるが、剣の腕は確かである。とりわけ咄とつ嗟さの判断力に秀ひいでており、訓練よりも実戦でその実力を発揮することが多い。

　アルベルトが以前に「一目置いている」と言っていたのを思い出し、キャスリーンがそれならと僅かだが落ち着きを取り戻した。──ちなみに「一目置いている」と言ったものの「本人達に言ったら調子に乗るから言わないけどな」とも言っていた。同感である──

　とにかく、だからこそ大丈夫だと告げてくるアルベルトに、キャスリーンが深く息を吐いて彼からそっと離はなれた。取り乱してしまったと正装の裾すそを直す。

「ごめんなさいね、はしたない姿を見せてしまったわ」

「いえ、お気になさらず。まずは宿に行きましょう。そこで少しお休みになると良い」

「え、えぇ……そうね」

　いまだ胸中には不安が残るが、かといってここで出来ることなどたかが知れている。

　当然だが来た道を戻ることなど出来ないし、王都に戻って応おう援えんを呼ぶことも出来ない。むしろ聖女が取り乱し騒さわぎでもすれば、周囲に余計な心配を掛けるだけだ。

　現に異変を感じ取った者達が不安そうな表情でこちらを見ている。その表情には先に出た村のような歓かん迎げいの色は無く、中には家から出ようとする子供を制している親さえいる。

　当然だ。聖女訪問を待ち望んでいたとしても、それが馬車を駆けさせ、そのうえ息を切らして強こわ張ばった表情の騎士を連れてならば歓迎より不安が勝まさるというもの。

　そんな周囲を見回し、キャスリーンが深く息を吐いた。

「……アルベルト、宿に案内してちょうだい。他の方々も各自休みを取ってください」

「はい」

「後続の者達が来たら直すぐに知らせてくださいね。私自ら出で迎むかえます」

　冷静を取り繕つくろい、声が震ふるえないようにと努めてキャスリーンが指示を出す。

　そんなキャスリーンの胸中を察したのかアルベルトが恭うやうやしく頭を下げ、「こちらへ」と歩き出した。他の騎士達も見送るように視線を向けてくる。……それに、いまだ不安そうな表情を浮かべる村の者達も。

　キャスリーンがそれに気付き、宿へと向かおうとするアルベルトを呼び止めた。

　訝いぶかしげに見つめてくる幾いく多たの視線には彼も気付いてはいるのだろう、不思議そうな表情でどうするのかと尋ねてくる。

　そんなアルベルトの視線を、なにより向けられてくる不安そうな視線を、キャスリーンはベール越ごしながらに受け止めるように顔を上げた。次いで正装の裾を摘つまみ、ゆっくりと一度腰を落として頭を下げる。

　視界の隅すみで金の髪が揺ゆれる。誰だれかがほぅと息を吐いたのが聞こえてくる。

　そうして再び顔を上げた。今度もまたゆっくりと。

「驚おどろかせてしまい申し訳ありません。ですがご安心ください、我が国が誇ほこる騎士達が守りを固めています。そうですよね、アルベルト」

「えぇ、もちろんです」

「少し疲つかれてしまったので一度休ませて頂きます。みなさま、その後改めてご挨あい拶さつさせてくださいね」

　そう告げて、キャスリーンがアルベルトに向き直り「行きましょう」と促うながした。

　不安気に様子を窺うかがっていた者達が各おの々おの自宅に戻っていくのが視界の隅に見える。その表情は多少なりとも不安が和やわらいでいるようで、キャスリーンがベールの下で安あん堵どの息を吐いた。




　宿は王都の宿しゆく泊はく施し設せつや王宮に比べれば明らかに見み劣おとりするものだが、それでも歓迎の意をこれでもかと示してくれていた。

　周囲は花で飾かざられ、入れば施設の者達が歓迎の言葉と共に迎えてくれる。通路も綺き麗れいに清せい掃そうされており、真っ赤な絨じゆう毯たんまで敷しかれている。

　キャスリーンのために用意されたのは、そんな宿の最上階にあたる三階。その最さい奥おうにある、宿の中で一番広い部屋だという。

　その部屋まで真っ赤な絨毯の上を歩き、人通りの無い場所にさしかかるとキャスリーンが小さく溜ため息いきを吐ついた。

「……アルベルト隊長、私うまく振ふる舞まえたでしょうか？」

「キャス？」

「なんだか動転しちゃって」

　あの瞬しゆん間かん、キャスリーンなりに聖女として振る舞った……つもりである。

　だが改めて考えれば、次から次へと後こう悔かいが湧わき上がる。

　もっと適した対応があったのではないか、自分が立派な聖女だったならもっと上手うまく対応出来ていたかもしれない……。

　それを呟つぶやくように告げれば、ポンとキャスリーンの頭にアルベルトの手が乗った。大きな手で柔やわらかく撫なでられる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんとやれていた」

「……本当ですか？」

「皆みんなが心配ないように振る舞ったんだろう。立派だったし、キャスらしいと思ったよ」

　穏おだやかな口調のアルベルトの言葉に、キャスリーンがベール越しに彼を見上げる。

　彼の言葉で一瞬にして不安が搔かき消え安堵に変わるのだ。「それなら良かった」と返せば、キャスリーンが落ち着いたと察したのか頭を撫でていた手がそっと離れていく。

　だがその手がピタと止まったのは、背後から「あら」と声が聞こえてきたからだ。

　キャスリーンとアルベルトが揃そろえたように振り返る。だがそこに声の主はおらず、代わりに一室の扉がキィと音をたてて開いた。

「誰が来るか分からないんだから、そういうスキンシップはキャスになってからにしなさい」

　咎とがめるというよりは茶ちや化かすような色合いが強い、この楽しそうな声はナタリアの声だ。

　余よ裕ゆうを感じさせるその声を聞き、キャスリーンの胸に安堵と歓かん喜きが湧き上がる。

「お母様、良かった無事だったのね！」

「不ふ穏おんな輩やからが道を駆かけていったと聞いて心配していたのよ。無事についたと知った時はどれだけ安心したか……」

　そう告げてくるナタリアの声にも安堵の色が含ふくまれている。その声を聞き、キャスリーンが早く母の無事な姿を見たいと扉とびらに視線をやった。

　ゆっくりと、まるでじらすように扉が開かれる。その隙すき間まから人ひと影かげが覗のぞき……。

　そして、色付きの眼鏡をかけ、ストローの刺ささったフルーツを片手に持つ母の姿にキャスリーンが言葉を失った。

「心配したのよキャスリーン」

「その割にはだいぶ謳おう歌かしていたように見えるけど!?」

「そりゃ謳歌するわよ。せっかくの二人旅なんだもの、ねぇブレント？」

　ナタリアが同意を求めれば、続くようにブレントも姿を現す。こちらもまた色付きの眼鏡に片手にはフルーツ。騎き士し服とのギャップが激しい。

　二人が並ぶ姿はなんとも陽気ではないか。むしろ陽気を通り越こして浮うかれ過ぎているようにさえ見える。これで「心配したぞ」と感かん慨がい深く言われても信しん憑ぴよう性せいは皆かい無むだ。

（心配してくれたのは噓うそじゃないはず。でも釈しやく然ぜんとしない、なんだか釈然としない……）

　思わずキャスリーンが心の中で不満を訴うつたえる。

　だがそんな訴えを一瞬で忘れてしまったのは、バタバタと駆けてくる足音を聞いたからだ。──その瞬間にナタリアがブレントを押し込むようにして部屋に戻もどっていった。その動き、判断力、思わずキャスリーンが「隠かくれ慣れている……」と呟いてしまう──

　だが今はナタリアの隠れぶりを考えている時ではない。そう考えてキャスリーンが足音の聞こえる先へと視線をやれば、

「アルベルト！　お前の部下が戻ってきたぞ！」

　そう声をあげ、第一騎士隊の騎士が曲がり角から現れ廊ろう下かを駆けてきた。

　彼は急せくようにこちらに駆けてくるとまずはキャスリーンに対し一礼し、先さき程ほど後続の騎士が戻ってきたことを手短に告げてきた。

　馬車が走り出した後アルベルトの指示通り後続の騎士達は賊ぞくを捕とらえ、第一騎士隊の者達が王都に帰き還かんし、双ふた子ごが先程村に到とう着ちやくしたらしい。だが片方が怪け我がをしている……と、それを聞いてキャスリーンがベールの下で息を吞のみ、アルベルトの表情が険しいものに変わった。

「怪我をしたのはローディスとロイどっちだ？」

「名前は……悪い、聞き忘れた。あの双子そっくりで見分けがつかないんだよな。手当てが出来る奴やつがいるから呼んでくれって言ってたけど」

「キャスのことだな。……ネズミとかエビとか言ってなかったか？」

「いや、小さいからどこかに落ちてるかもとは言っていたが」

　そこまではと首を横に振りながら話す騎士に、アルベルトが頷うなずいて返す。

　次いでチラとアルベルトがキャスリーンに視線を向けるのは、双子が話している『治ち療りよう出来る奴』が他ほかでもないキャスリーンの事だからだ。正確に言えば聖女キャスリーンではなく騎士キャスの事、だからこそアルベルトの表情にどうしたものかと困こん惑わくが浮かぶ。

　……この際、彼がネズミだのエビだのという発言で双子を見み極きわめようとした事については言げん及きゆうするまい。キャスリーンがむぅと頰ほおを膨ふくらませるが、幸いベールが隠してくれている。

「俺は様子を見てきます。キャスリーン様は部屋へ」

「私も行きます」

「いえ、ですが……」

「大丈夫です。怪我をしているなら私が治します」

　だから、とキャスリーンが食い下がる。

　それを聞きアルベルトが僅わずかに躊躇ためらったものの、ならばと頷いて報告に来た騎士に案内を頼たのむと歩き出した。キャスリーンもまたそれに続こうと歩き出す。

　その際に小声で聞こえてきた「いってらっしゃい、聖女様」という言葉はナタリアのものだ。「無理をするんじゃないぞ」というブレントの声も続く。見れば二人が隠れた一室の扉がほんの少し開けられ、隙間から彼等が覗いている。

　両親からの激げき励れいに、キャスリーンが前を歩く第一騎士隊の騎士がアルベルトと話していることを確かく認にんすると、片手でベールを半分ほど捲まくった。

「任せて」

　そう両親に小声で告げてウインクし、前を行く二人の騎士を追うために足早に赤い絨毯の上を歩いた。




　キャスリーン達が案内された場所に向かえば、そこには地面に座り込む双子の姿。

　ローディスが腕うでを押さえている。その手も、その下にある布も、全すべて赤く染まっている。

　だが怪我といっても大事ではないようで、こちらに気付くと傍かたわらに座るロイが片手を上げた。その表情には焦あせりの色は無く、負傷しているローディスにも疲ひ労ろうの色こそあるが呻うめき苦しんでいる様子は無い。

　良かった……とキャスリーンがベールの下で安堵し、今すぐに駆け寄りたい衝しよう動どうを抑おさえつつ二人に歩み寄った。

「二人共、大変だったわね」

「キャスリーン様、わざわざありがとうございます。あれ、うちの小さいの……これぐらいの騎士見ませんでしたか？」

　ロイが親指とひとさし指で『これぐらい』と示しながら尋たずねてくる。そのうえローディスが「もう少し大きいだろ。掌てのひらサイズはあったはずだ」と更さらに便乗してくる。ちなみに彼等の言う騎士がキャスなのはいうまでもなく、提示してくるサイズが小さすぎるのも今いま更さらな話だ。

　彼等の態度はこの期ごに及およんでも軽く相変わらずだ。仮に今キャスだったなら、「そんなに小さくない！」と訴えていただろう。だが今はキャスではなくキャスリーン、この冗じよう談だんに対して優ゆう雅がに微笑ほほえんで「まぁ楽しい冗談」と返しておく。──ベールの下では膨れっ面つらだが──

　そうして二人の正面にしゃがみ込み、そっとローディスの腕へと手を伸のばした。

「キャスリーン様？」

「私に任せて。すぐに治してあげるわローディス」

　腕を押さえる彼の手に己おのれの手を重ね、ベールの下で瞳ひとみを伏ふせて意識を集中させる。

　今までのキャスとして行っていた『おまじない』ではない、聖女としての治療。キャスリーンの胸がようやく仲間に聖女の力を使えるのだと歓喜を覚える。思い返せば、何度も力を抑えなければならないことを悔くやんでいた。

（なんだか私の手まで温かくなってきた……）

　まるで心地ここち好よい湯に手をひたしているような温かさを覚え、キャスリーンが深く息を吐はく。

　そうしてそっとローディスの腕から手を離はなし、包帯代わりの布を解くように告げた。彼の瞳が丸くなっている。

「……痛みが無くなった」

　ポツリと呟かれたローディスの言葉に、隣となりで見ていたロイが布を取ってみろと彼を急かす。

「もう治っているので大丈夫ですよ」

「今ので？」

「えぇ、治りました」

　キャスリーンがはっきりと告げれば、ローディスが信じられないと言いたげに己の腕を凝ぎよう視しした。

　半信半疑といった様子だが、けして聖女の力を疑っているわけではないのだろう。ただ己の身をもって体験すると「まさか」という気持ちが湧わいてしまうものなのだ。

　それが分かっているからこそキャスリーンはベールの下で笑えみを浮かべ、続く彼等の反応を待った。喜き怒ど哀あい楽らくの表現に富んだ彼等のことだ、きっとこれでもかと反応してくれるはずだ。

　そんな期待のもと、ゆっくりと布が捲られていく。

　その布も元は誰だれかの服でも破ったのか所々解ほつれており、けして衛生的とは言えない。それを乱雑に巻いただけなのだ。どうせ傷だって碌ろくな処置をしていないはずだ。現にローディスの腕には血の跡あとがこびり付いており、それすらも上から水をかけて布で拭ぬぐう雑さ。

　もしもキャスリーンが今ここにキャスとして居たなら、「そんな汚きたない布で拭わない！」と叱しつ咤たしたであろう。そもそも、こんな雑で不衛生な手当ては許さない。

（なんで綺き麗れいな水で流したのに汚い布で拭うの！　ロイ、これ使えって差し出す布も十分汚いから！　いつも綺麗なハンカチ持つように言ってるでしょ！）

　そうキャスリーンが心の中で喚わめく。だが次の瞬しゆん間かんにその怒いかりが吹ふき飛んでしまったのは、二人が揃そろえたように「おぉ！」と声をあげたからだ。

　水と布──汚い！──で拭われたローディスの腕には傷きず跡あと一つ無く、日に焼けた健康的な肌はだだけだ。先程まで出血していたなど今の状態からは想像もつかないだろう。

「傷が消えてる！」

「すげぇ、何も無い！」

　双子が興奮して声をあげる。

　二人で食い入るようにローディスの腕を見つめており、その姿にキャスリーンが僅かに胸を張った。もちろん周囲には見えないように。聖女の正装は多少胸を張っても隠してくれる。

　なにせ双子の興奮する姿を見ているとどうにも気分が良くなり、表情も緩ゆるんでしまうのだ。さぞや得意気な笑みを浮うかべていることだろう……と、そんな事を考えていると、ローディスが「そういえば」と己の腕からキャスリーンへと視線を向けてきた。

「キャスリーン様、よく俺がローディスってわかりましたね」

「……え？」

　彼の言葉に、キャスリーンが間の抜ぬけた声を返した。

　いったい何のことかと疑問が浮かぶ。なにせ分かるもなにも彼はローディスなのだ。怪我をしたのが彼だからこそ、キャスリーンは彼の腕に触ふれて傷を治したのだ。

　迷うことも間ま違ちがえることもなく彼の名を呼んで……。

（……しまった）

　自分の発言を思い出し、キャスリーンが心の中で悔やむ。

　ローディスとロイは瓜うり二ふたつ、そのうえ怪我をしてから二人共名乗ることはせず、相手を呼びもしていないらしい。確かにキャスリーン達を呼びに来た第一騎き士し隊の騎士は「どちらか分からない」と言っていた。
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　つまりローディスの言いたいことは『よく俺とロイの区別がつき、そのうえで怪け我がをしているのがローデ俺ィスだと分かりましたね』ということだ。

「アルベルト隊長も俺達のこと見分けられないのに。なぁロイ？」

「あぁ、でもキャスだけは見分けがつくんだよな」

　そう双ふた子ごが楽しそうに話す。

　それを聞くキャスリーンは冷静を保ちつつ頷いてはいるものの、胸中では焦りを抱いだいていた。ベールの下の額にうっすらと汗あせが浮かぶ。

　キャス以外誰も見分けがつかない瓜二つの双子。だというのに咄とつ嗟さにローディスの名を言い当ててしまった。

　そのうえここに連れてきた騎士が「あっちがローディスなのか」とアルベルトに話しているではないか。これでは彼に聞いたという言い訳も通用しそうにない。

　どう誤ご魔ま化かすか……そうキャスリーンが考えを巡めぐらせ、ふと「キャス」と名を呼んだ。

「キャス……そう、彼女から貴方あなた達の見分け方を聞いていたの」

「キャスから？」

「えぇ、旅に出る前に彼女が教えてくれたのよ。良かった、当たっていたみたいね」

　さも自信が無かったと装よそおいながら話せば、双子が顔を見合わせた。

　どうやら納なつ得とくしてくれたようで、現にこれ以上キャスリーンに問う事はしない。それどころか「癖くせがあるのか？」「どこで気付かれるんだ？」と真しん剣けんな表情で話し合い、果てには癖があるのなら直してキャスを見返してやろうとまで言い出すのだ。相変わらず厄やつ介かいではあるものの、ひとまず難は逃のがれたと言えるだろう。キャスリーンがベールの下で安あん堵どの息を吐いた。

　双子の意識は既すでに『見分けたキャスリーン』ではなく『キャスリーンに入れ知ぢ恵えしたキャス』にあるのだ。

　ならばこれ以上話を振ふられる前にとキャスリーンが周囲にいる騎士達へと視線をやり、他ほかに怪我をした者はいないかを確かく認にんする。誰もが顔を見合わせ、代表するように一人の騎士が無事を報告してきた。

「良かった。アルベルト、それならまずは宿に戻もどりましょう」

「はい。ローディス、ロイ、お前達は馬を廏きゆう舎しやに戻しておけ」

「はーい。アルベルト隊長、キャスがどっか落っこちてたら俺達のとこに来るよう伝えておいてください。もしかしたらアルベルト隊長の鞄かばんに入ってるかも」

「……分かった、後で俺の鞄も漁あさっておく」

　双子の軽口に咎とがめる気も起きないのか、アルベルトが溜ため息いき交じりに返して宿へと歩き出す。キャスリーンも皆みなに一度視線をやり、また後でと告げると彼を追った。

　その際に聞こえてくる「凄すごいよなぁ」「不思議なもんだ」という双子の言葉に、ほんの少しだが浮うき足立ってしまう。




「俺にも教えてくれないか？」

　そうアルベルトが尋たずねてきたのは、再び宿に戻ってきてから。人ひと気けの無い廊ろう下かを歩いている最中、改まった様子で尋ねてきたのだ。

　真剣な彼の表情に、キャスリーンが「何をですか？」と首を傾かしげて彼を見上げる。

「双子の見分け方だ。剣けんを交えたりしばらく話をすれば分かるんだが、どうにも咄嗟には見分けがつかなくて……」

　上官として情けない、とアルベルトが頭を搔かく。

　確かに、部下の見分けがつかないなど隊を率いる者として許されることではない。

　だがあの双子は別だ。なにせ容姿も髪かみ色いろも、背の高さまでまるで鏡に映したように瓜二つ。そのうえ本人達もそれを利用し、より区別をつかなくさせている。間違えて名を呼ばせたり、入れ替かわって混乱する様を楽しんだり、これでもかと双子に生まれたことを謳おう歌かしている。

　その酷ひどさと言えば、彼等を生んだ母親でさえ見分けがつかず間違えてしまう程ほどだという。

　だからこそ見分け方があるのならと考えたのだろう。アルベルトの瞳ひとみには期待の色さえ見えるが、対してキャスリーンは小さく息を吐はいて肩かたを竦すくめた。

「あれは咄嗟に言っただけで、見分け方はありません」

「でもキャスはいつも一目で双子を見分けてるだろ？」

「どっちでも良いと思ってるので、適当に名前を呼んでるだけです。間違えても私に被ひ害がいがあるわけでもありませんし。アルベルト隊長も適当に呼んでみたらどうですか？　確率は半々ですよ」

「……確率って。だが俺が呼ぶと必ず間違えるんだ。この間もローディスだと思って呼んだらロイで、ならばと向かいから歩いてくるのをローディスと呼んだらそっちもロイで……待てよ」

　おかしい、とアルベルトが足を止めて考えを巡らせる。

　事実、彼の話はおかしい。ローディスだと思って呼んだらロイならば、向かいから来るのこそローディスである。だがそれもロイということは……。

　怪かい奇き現象？　双子が四ツ子に増ぞう殖しよく……？

　違う、たんに揶揄からかわれているだけだ。

「……やられた。あの時は間違えたと慌あわてて謝ってしまったが、どっちかはローディスだよな」

　しまったと言いたげにアルベルトが唸うなる。真ま面じ目めな彼らしい話ではないか。きっとローディスもロイもしてやったりと笑ったことだろう。

　だが悲しいかな、揶揄われていると分かっても双子を見分ける術すべはないのだ。

　キャスリーンも呼ぶときは勘かんだけを頼たよりにし、そして何故なぜか毎回言い当てている。

　それがまた双子の悪戯いたずら心に火をつけるのだろう、より見分けをつきにくくし……と悪あく循じゆん環かんだ。

「喋しやべったり動けば見分けるのは簡単ですよ。私の三つ編みを尾おに見立ててネズミと馬ば鹿かにするのがローディス、エビと馬鹿にするのがロイ。私が見当たらないとまずポケットを捜さがすのがローディス、鞄を漁るのがロイ。私の三つ編みを摑つかんで右に引っ張って右折させようとするのがローディス、左に引っ張って左折させようとするのがロイです」

「……キャス、いじめられてるなら俺に言えよ？　上官として、というか騎士として、むしろ人として放ほうっておけない」

「私がレイピアを手に追いかけると、右に逃にげるのがローディス、左に逃げるのがロイです」

「そうだったな。やられっぱなしじゃないよな」

　さすが騎士だ、とアルベルトが苦く笑しようを漏もらす。

　次いで楽しそうに「今度からはちゃんと観察しよう」と言ってのけるのだ。もちろん冗じよう談だんなのは言うまでもないが、これにはキャスリーンが聞き捨てならないと彼へと視線をやった。

　普ふ段だんならば、双子にちょっかいを出されてキャスリーンが怒おこると決まって彼が間に入ってくれる。双子を叱しつ咤たし、キャスリーンを宥なだめる、仲ちゆう介かい役と言えるだろう。

　それが観察に徹てつするというのは大問題である。

「アルベルト隊長、観察なんてしないで助けてください」

「騎士のくせに助けを求めるのか？　キャス、だらしないぞ？」

　ニヤリとアルベルトが笑う。

　それに対し、キャスリーンはコホンと咳せき払ばらいをし、「アルベルト」と彼を呼び直した。今度は敬けい称しようを付けず、先程までの責めるような声こわ色いろを潜ひそめて落ち着き払はらった声に変えて。

「アルベルト、聖女の命令です。今後か弱い騎士がいじめられていたら直ちに助けなさい」

「はい、かしこまりました」

　キャスリーンが聖女として告げれば、途と端たんにアルベルトが恭うやうやしく返す。

　傍はた目めには二人の間にこれといった変化はない。キャスリーンはいまだ聖女の正装を纏まとい、アルベルトは騎士の服を着ているのだ。

　だというのに途端に関係が逆転してしまう。

　それが面おも白しろくキャスリーンが笑えみを零こぼせば、アルベルトもまた柔やわらかく瞳を細めた。

『氷騎士』の異名からは想像もつかないほど穏おだやかで、それでいてキャスリーンにとっては何よりアルベルトらしい表情。聖女としている今でも彼が変わらず微笑ほほえんでくれていることが嬉うれしく、キャスリーンの胸が温まっていく。

「……アルベルト隊長が変わらず接してくれて良かった」

「ん？　俺がどうした？」

「聖女であることを知られたら、もっと距きよ離りを置かれたり、今まで騙だましていたと怒られるかと思っていたんです」

　キャスリーンが呟つぶやくように話せば、アルベルトが穏やかに笑ってそっと手を伸のばしてきた。

　ポン、と頭に彼の手が置かれる。ゆっくりと撫なでられるのは普段通りだが、それに合わせてベールが揺ゆれるのはなんとも不思議な感覚だ。

「相変わらず色々と考える、俺にとっては変わらずキャスだよ」

「……アルベルト隊長」

　告げられる言葉が優やさしく胸に溶とけ込み、キャスリーンの胸が温まっていく。




　そうして宿の部屋へと向かったのだが、先程ナタリア達が隠かくれた部屋に二人の姿は無かった。

「もしかしてどこかへ行ったんでしょうか？」

「かもしれないな。部屋は分かっているから、待っていれば戻ってくるだろう」

　そう話しつつ、ならばとキャスリーンの為ために用意された客室へと向かう。

　最さい奥おうの一室だ。ようやく一息つけると考えれば安堵が湧わき、そして同時にどんな部屋なのかと期待も湧いてくる。宿に泊とまるのは初めてだ。

「外がい泊はくなんて初めてです。枕まくらが変わって寝ねられるかな……」

「キャス、お前よく訓練の休きゆう憩けい中に転寝うたたねしてるじゃないか。どこだって眠ねむれるだろ」

「口を慎つつしみなさい、アルベルト」

「失礼いたしました」

　そんなやりとりを交かわし、ドアノブに手を掛かけ扉とびらを開く。

　ゆっくりと開けばキィと高い音が鳴り……それに続くように聞こえてきた声にキャスリーンが手を止めた。ブレントの声が聞こえてくる。

　どうやら先に部屋に入っていたらしい。だが今のキャスリーンにはそれを考えている余よ裕ゆうは無い。なにせ聞こえてきたブレントの声はどこか深刻な色を感じさせ、そしてはっきりとキャスリーンの名を口にしていたのだ。

「キャスリーンは聖女としてどうだ？」

　と。もちろん尋ねる先にいるのはナタリアだろう。この場合、母というよりは先代聖女に尋ねているという方が正しいか。

　思わずキャスリーンが続く言葉を待ってしまう。

　盗ぬすみ聞きが悪いとは分かっているが、自分の話となれば誰だれしも気になってしまうもの。

　とりわけ『聖女として』という話題なのだ。半人前だと自覚しているからこそ、他者からの評価が気になってしまう。それも先代聖女であるナタリアからの、お世辞も何もない評価となれば尚なおの事。

　ドアノブに掛けていた手を胸むな元もとにやれば、肌はだ越ごしに心音が速くなっているのが伝わってきた。

「あの子は……」

　ゆっくりとしたナタリアの声が聞こえてくる。

　キャスリーンが生なま唾つばを吞のみ、続く言葉を待った。

「あの子は確かに力は半人前かもしれない。でも聖女にとって必要なものはもう手にしているわ。あとは本人がそれに気付くだけ」

　そう話すナタリアの声色は落ち着きを感じさせる。母としても先代聖女としても何も心配することはない、そう言いたげな声色だ。きっと穏やかな表情で、愛めでるように瞳を細めて話しているのだろう。

　その声に、言葉に、キャスリーンがほっと胸を撫でおろした。

　それと同時に湧くのが、ナタリアが言った『聖女にとって必要なもの』が何かという疑問だ。

　癒いやしの力について、力の使い方、聖女としての立ち振ふる舞まい……学ぶべきことは全すべてナタリアから教わってきた。だが今まで『必要なもの』など何一つとして教わっていない。

　それも、『既すでに手にしているが気付いていない』とは、まるで謎なぞかけのようではないか。

「……お母様は今までそんなこと一つも言ってなかった。でもそれがあれば立派な聖女になって、もっと力を使えるのかしら」

「キャス、そろそろ中に入らないか？」

「そうすれば、きっと周囲も私の話を聞いてくれる。その必要なもの……お母様は既に持ってるのよね。でも何なんだろう……」

「キャス、キャス？　駄だ目めだ、聞いてない」

『大事なもの』とはいったい何なのか、考え込むあまりキャスリーンの耳にアルベルトの声は届いてこない。

　ポンポンと頭を軽く叩たたかれても、ひらひらとベールを揺らされても、それどころかアルベルトがキャスリーンの髪かみを手にし「三つ編み……こうやるのか？　これだと四つ編み？　む、五つになった」と独創的な編み方を始めても、深く深く考え続けていた。







　キャスリーンがようやく我に返ったのは、アルベルトに「キャス、そろそろ戻もどってこい」と頭をポンと叩かれたからだ。普段の撫でる時よりほんの少し強めなその触ふれ方に、考え込んでいたキャスリーンの意識がはたと戻る。

　気付けば両親の話題は既にキャスリーンの話から変わっており、夕食を何にするかになっていた。いったいいつの間に話題が変わったのか。

「すみません、考え込んじゃって……。中に入りましょう」

「そうだな。そろそろキャスに戻らないと双ふた子ごが本気で心配しだすからな」

　改めてアルベルトが扉をノックすれば、室内からナタリアの声が返ってくる。

　それを聞き、キャスリーンが扉を開け……そしてそこで寛くつろぐ両親の姿に言葉を失った。

　色付きの眼鏡に、片手にはストローの刺ささったフルーツ。椅い子すの背もたれを心地ここち好よい程度に倒たおし、向かい合うように座っている。おまけに肩かたには花を連ねた首くび飾かざりまでかけており、全身で満まん喫きつしているではないか。この一室だけ真夏の海辺だ。

　廊ろう下かで話をしてから今の再会まで数十分、だというのに浮うかれ具合が二倍以上に増している。

　先さき程ほどの娘むすめへの評価、ナタリアの穏やかな言葉、それら全てがこの浮かれ具合のもと発せられたのかと考えれば、今一つ浸ひたれない。

　それを訴うつたえるようにキャスリーンが二人を睨にらみ付ければ、ナタリアが優ゆう雅がに笑ってフルーツを差し出してきた。

「キャスリーン、落ち着いて。ほら一口飲んでみなさい」

「謳おう歌かするにも限度があるでしょ！　その椅子はどこから持ってきたのよ！　……美味おいしい」

「でしょう？　この村の名産らしいの」

「本当に美味しいわ。あ、お父様は違ちがうのを飲んでるのね。ねぇ、そっちも一口頂ちよう戴だい……そうじゃなくて！」

　程よい甘みとフルーツの酸味に絆ほだされかけ、キャスリーンが慌あわてて声を荒あららげた。次いでふると首を横に振ふって雑念を搔かき消す。

（落ち着くのよキャスリーン、今は美味しいフルーツより話を進めなきゃ……）

　そう自分に言い聞かせる。──その際にブレントから差し出されたフルーツを一口飲むのは、もちろん冷たい飲み物で己おのれを落ち着かせるためだ。こちらも美味しい、後で買いに行こう──

「お母様もお父様も寛ぎ過ぎよ。誰か入ってきたらどうするの？」

「あら大だい丈じよう夫ぶよ。この部屋は聖女の部屋だもの、誰か来てもちゃんとノックをするわ。……誰かさんじゃない限り、飛び込んできたりなんてしないわよ」

　ほほ……と優雅に笑いながらナタリアがアルベルトに視線をやる。色付きの眼鏡越ごしで見えないが、さぞや眼光は圧を感じさせていることだろう。アルベルトが視線を逸そらすように俯うつむき「うぅ、その節は大変申し訳ありません……」と心苦しそうに謝りだした。

　言わずもがな、ナタリアの言う『誰かさん』とはアルベルトの事である。

　これにはキャスリーンが慌てて話題を変えようと「今から着き替がえるから！」とアルベルトとブレントを部屋から追い出した。……もとい、アルベルトに限っては逃にがした。

　そうして部屋に残るのはキャスリーンとナタリア。

「あらキャスリーン、何をするのよ。もうちょっとアルベルトを揶揄からかい……いじめ……ひやかし……ちょっかいをかけたかったのに」

「言い迷った割に最終的にも酷ひどい言い草よお母様。それより早く着替えましょう、双子が呼んでるからキャスに戻らなきゃ」

「そうね。それじゃ私もしばらく聖女に戻るわ。あぁ、胸が苦しくて腰こしのゆるい服を着なくちゃいけないのね」

「矛ほこ先さきを私に変えないで！」

　失礼すぎるナタリアにキャスリーンが怒いかりを露あらわにする。

　だがいつまでも怒おこっていては彼女を楽しませるだけだ。そう自分に言い聞かせ、不満を抑おさえるように深く息を吐はいた。

　そうしてあらかじめ荷物に紛まぎれて運ばせておいた騎き士し服を取り出す。丁てい寧ねいに畳たたんで布で包み、荷物の奥に隠かくしておいたのだ。もっとも、服は運べてもさすがにレイピアは荷物に紛れさせることは出来なかった。レイピアはアルベルトが隠して運んでくれる手て筈はずになっている。

　騎士服を椅子に掛け、手早く聖女の正装を脱ぬぐ。次いでそれをナタリアに渡わたした。

「それじゃお母様……いえ、聖女キャスリーン様、聖女の服を着てください。胸がきつくて腰が緩ゆるい聖女の服をねっ！」

「あら拗すねちゃった。やだもうキャスリーン、そんなに怒らないで」

　宥なだめるようにムニムニと頰ほおを揉もまれ、キャスリーンがそっぽを向く。その際にぴしゃりと「私はキャスです！」と告げるのは、もちろん頰を揉まれた程度では機き嫌げんは直らないからだ。

　そうしてこれでもかと拗ねた表情を浮かべつつも着替え終えたナタリアを見れば、確かに胸元は少しきつそうだ……。腰も、キャスリーンが着ている時とは僅わずかだがシルエットが違う。

（まさか、聖女に大事なものは……胸!?）

　と、そんなことさえ考えてしまう。もちろんそんなこと有り得るわけがないのだが。──それにまだ手にしていないし──

　そんな雑念を払はらうように、緩やかに揺ゆらしていた金の髪を結ゆわこうとし……キャスリーンの手に何かが触れた。細くてしなやかなナタリアの手だ。

　どうやら頰を揉んでも機嫌が直らないと察し、今度は髪を結ぼうと考えたらしい。優やさしく髪を梳すかれ、キャスリーンが仕方ないと息を吐いた。

「キャスリーン、立派になったわね」

「お母様？」

「聖女としての貴女あなたの立ち振る舞い、窓から見ていたのよ。周りを落ち着かせるために堂々と振る舞って、まだ小さいと思ってたのに」

　立派になってと褒ほめるナタリアの口調は深く落ち着きを感じさせる。髪を結ぶ手の動きも優しく、束から漏もれた髪を寄せる際に優しく頭を撫なでてくる。先程まで冷やかしてきたのが噓うそのようではないか。

　髪を梳かれる感かん触しよくと誉ほめ言葉がくすぐったく、キャスリーンは緩む表情を抑えるために口を噤つぐんだ。それでも口角が上がりかけてしまう。

　きっと今とてもおかしな表情をしているのだろう……。ベールが恋こいしい。

「立派だなんて……でも、私にはまだ『聖女に必要なもの』が無いでしょ？」

「あら、ブレントとの話を聞いてたの？」

「盗ぬすみ聞きしてたわけじゃないのよ、ただドアを開けようとしたら聞こえてきて、それで気になったの。ねぇお母様、『聖女に必要なもの』って何なの？」

　教えてとキャスリーンが背後に立つナタリアに強請ねだるが、返ってきたのは答えどころか言葉ですらなく、ただクスクスと笑う声だけだ。髪を編んでもらっているから振り返ることも出来ず、キャスリーンはただ続く言葉を待つしかない。

　だがいつまで待ってもナタリアは答える様子がなく、挙げ句に「自分で気付きなさい」と言って寄よ越こしてきた。

「気付くって、そんな」

「大丈夫、貴女はもう持ってるわ。きっとこの旅で気付けるから」

　思わせぶりでいて肝かん心じんなところを濁にごすナタリアの説明に、キャスリーンが焦じれて先を促うながす。

　だがナタリアはそれ以上何も言わず、楽しそうに微笑ほほえむだけだ。これはきっと問いただしたところで答えてくれないだろう。

　他でもない実の母のことだからこそ分かり、キャスリーンが諦あきらめと共に肩を落とした。

「ほら、いってらっしゃいキャス。仲間が待ってるわよ」

「……お母様の意地悪」

　むぅとキャスリーンが唇くちびるを尖とがらせ、それでも背中を押されるままに扉とびらへと近付いていく。

　そうしてゆっくりと扉を開けて外の様子を窺うかがえば、赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた廊下で話すアルベルトとブレントの姿があった。

　扉の開く音がしたのか、気配を感じ取ったのか、二人が揃そろえたようにこちらを向く。

「お待たせしました。アルベルト隊長、まずは双子のとこに行きましょう」

「あぁ、レイピアは俺の荷と一いつ緒しよに宿に運ばれているはずだ。後で取ってこよう」

　夜には騎士達だけの話し合いがあり、キャスリーンはキャスとしてそれに参加して……と今後について話をしていると、それを見ていたブレントが穏おだやかに笑ってキャスリーンを呼んだ。

　もちろん、今は『キャス』とだが。

「私はひとまず王都に戻もどろう。今回の件でナタリアが王都を離はなれているのが知られたら不味まずい。適当に誤ご魔ま化かして、屋や敷しきの者達に指示を出してまた戻ってくる。キャスリーン……いや、キャス、上手うまくやるんだぞ」

「はい。お父様も……ブレント様もお気を付けください」

「立派な騎士だな。アルベルト、後は任せたぞ」

　真しん剣けんみを帯びた声こわ色いろで託たくすブレントに、アルベルトが頷うなずいて返す。

「道中何があるかわかりません、ブレント様もお気を付けください」

「歳としを取ったとはいえ腕うでは衰おとろえてないつもりだ。早はや駆がけで行って帰って、明日の出発には間に合うだろう」

　そう告げてブレントが去っていく。

　その背を見届け、キャスリーンもまたアルベルトと共に歩き出した。




　双ふた子ごが食堂に行ったと聞き、アルベルトと共に店へと向かう。

　どこにでもありそうな食堂だ。店自体はそう大きいものではないが、村の規模を考えれば相応の店と言えるだろう。

　中に入れば夕食時だけあり客はそこそこ入っており、既すでに酒を飲んでいる者もいる。そんな中を見回し、一角を陣じん取どっている双子の姿を見つけた。向かい合って座る彼等の姿は相変わらず鏡を置いたかのように瓜うり二ふたつだ。

　そんな彼等はキャスリーン達に気付くと、待ってましたと言わんばかりに手招きをしてきた。

「キャス、どこに行って……誰だれのポケットに入ってたんだ？」

「誰のポケットにも入ってないよ」

「なぁ、さっき見たら俺の鞄かばんに穴が空いてたんだ。そこから落ちたんだろ、ごめんな」

「謝るところが違ちがうでしょ。縫ぬってあげるから後で鞄貸して」

　相変わらずな態度で冷やかしてくる双子に、キャスリーンが言い返しつつも彼等と同じテーブルに座る。──この際なので「なるほど、ポケットがローディスで鞄がロイ……」と感心したかのように呟つぶやくアルベルトには何も言うまい──

　そうしてメニューを見て幾いくつかめぼしいものを頼たのみ、運ばれてきた食事をとる。そんな中、ロイがそういえばとキャスリーンを呼んだ。

「キャス、お前キャスリーン様と知り合いだったんだな」

「私？」

「あぁ、キャスリーン様が、俺達の見分け方をキャスから聞いたって。そもそも今回の選せん抜ばつだって不思議だったんだ、いつの間に知り合ったんだ？」

「えぇっと……それは……王宮で、家業の勉強をしてる時にキャスリーン様がいらして……」

　それで声をかけられた、とキャスリーンが話す。

　何度か話をするうちに親しくなり、今回の旅にキャスが抜ばつ擢てきされた。そしてキャスリーンの計らいでアルベルトと双子も同行することになった……と。

　もちろん事実を話せるわけがなく、咄とつ嗟さの作り話だ。だが有り得ない話でもないだろう。

　現に双子は疑うことなく話を信じ、それどころかキャスの事を羨うらやましがっている。

　良かった……とキャスリーンが息を吐く。見れば向かいに座るアルベルトもどことなく安あん堵どの色を浮うかべている。

　だが次の瞬しゆん間かんに二人が揃えたようにぎょっと目を見張ったのは、ローディスがキャスリーンとキャスが似ていると言い出したからだ。

　もっとも、これは同一人物を疑うというよりは『似ているから親近感が湧わいたのかも』という話である。だがキャスリーンに冷や汗あせを搔かかせるには十分すぎる話だ。

「歳も背せ丈たけも近いし、髪かみ色いろも同じ金だもんな。なぁロイ、さっきキャスリーン様を見ててそう思わなかったか？」

　ローディスがロイに同意を求める。相変わらず彼は勘かんが良い。

　それに対してキャスリーンの鼓こ動どうが早はや鐘がねを打ち、「そうかなぁ」と絞しぼり出した声も上うわ擦ずってしまう。アルベルトもまた横目で双子を窺っており、その表情も瞳ひとみも普ふ段だん通りの冷静さを見せてはいるが、どことなく緊きん迫ぱくした空気を感じさせるのは気のせいではないだろう。

　そんな周囲の胸中を知ることなく、ロイは一口酒を飲むとゆっくりと口を開いた。

「そうかぁ？　聖女様と甲殻類エビを比べるなんて失礼だろ」

　と、その言葉にキャスリーンが言葉を失う。

　先さき程ほどまで横目でロイを窺っていたアルベルトも肩かたを落とすように小さく息を吐はき、さっさと食事を再開してしまった。

「似てると思うんだけどなぁ」

「確かに背丈は同じだけど、キャスリーン様は小こ柄がらで、キャスはチビだろ。髪の色だって、キャスリーン様は美しい金の髪で、キャスはそもそもエビの尾おだし」

「エビの尾って言わないで」

　キャスリーンが三つ編みを撫なでつつ文句を言えば、ロイが意地悪気に笑えみを浮かべた。

　片割れの断言に考えを改めたのか、ローディスまでもが「そうだな、キャスはネズミだもんな」とあっさりと納なつ得とくしてしまう。難を逃のがれたとはいえ、なんとも不服な話だ。

　だがそんなキャスリーンの訴うつたえが通るわけがなく、ローディスが悪びれる様子もなくキャスを呼ぶと共に己おのれの上着の袖そでを捲まくった。

「キャス、いつものやつやってくれよ」

「いつもの？」

「そう。怪け我がした時の『おまじない』。俺さっき怪我したんだ」

「聞いたよ。でもキャスリーン様に治してもらったんでしょ？」

　聖女の力で治したのだから、しがない騎き士しの『おまじない』など必要ない。そうキャスリーンが告げる。元々は同じ『聖女の能力』なのだが、それは説明できない。

　だがローディスは納得することなく、それどころか「それは別」とまで言い切ってしまった。ロイも同感だと言いたげで、事実を知っているアルベルトまでもが苦く笑しようを浮かべて「やってやれ」とキャスリーンを促うながしてくる。

（キャスの『おまじない』なんてもう必要ないのに……）

　そう心の中で呟きつつ、それでもここまで言われるならとローディスの腕へと手を伸のばした。

　先程聖女として触ふれた場所だ。あの時は痛々しいほど血に染まっていたが、今は跡あと一つ残っていない。綺き麗れいなもので、試ためしにペチンと軽く叩たたいてみてもローディスが痛がる様子はない。

「大だい丈じよう夫ぶかローディス、エビの尾で叩かれたぞ。活いきの良いエビだから気を付けろ」

「エビって言わないで」

「心配するなロイ、ネズミに嚙かまれただけだ。きっと俺の皿にあるチーズを狙ねらってるんだ」

「ネズミって言わないで」

「キャス、俺は今この肉を食べるのに集中してるから見ていない。もっとやっていいぞ」

「ありがとうございます、アルベルト隊長」

　他ほかでもないアルベルトの許可が下り、キャスリーンが再度ペチンとローディスの腕を叩く。

　そうして続けざまに数発ペチペチと叩いたのち、気が晴れたと一息吐いて手の動きを変えた。今度は叩かず、傷跡のあった場所を押さえるように触れる。

　普段ならば傷に手をかざし、そしてバレない程度に聖女の力を使っていた。出血が少し収まり、痛みが少し和やわらぎ、治りが少し早くなるように……と。

　だが今は傷そのものが無いのだ。どうして良いのか分からず、キャスリーンの眉み間けんに皺しわがよる。この場合、なんと心で念じればいいのか……。

「……これ以上怪我をしませんように。キャスリーン様の手間をかけさせませんように。私をネズミ扱あつかいしませんように」

「そうそう、これが無いとな」

「サラダを半分私に分けてくれますように。美味おいしいフルーツの飲み物を買ってくれますように……」

　普段通りに願望交じりの『おまじない』をかければ、ローディスが楽しそうに笑う。

　そうしてキャスリーンがそっと手を離はなせば、ローディスが満足気に礼を告げてくる。そんなやりとりを見ていたアルベルトがふっと笑みを零こぼした。

「ローディス、おまじない代が高くついたな」

「出張料が上乗せですかね。これは今回の給料を高めに貰もらわないとなぁ……」

「おっと、こっちにまで被ひ害がいが」

　煽あおったつもりがやりかえされ、アルベルトが苦笑を浮かべる。ローディスもまたしてやったりと笑い、なんとも楽しそうではないか。

　その間にキャスリーンはローディスの前にあったサラダをひょいと自分のもとへと寄せ、半分ほど己の取り皿に移しだした。もちろんおまじない代である。

　それを見ていたロイが、こっちも美味うまいと自分の皿からハムを一枚寄よ越こしてくれた。
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　翌朝、キャスリーンは規定の起き床しよう時刻よりも早く目を覚ました。

　といっても半ば無理やり起きたに近く、もぞもぞと何度も布ふ団とんの中で身じろいで『もう一度寝ねよう』という甘い誘ゆう惑わくに抗あらがう。この誘惑の手て強ごわさと言ったらなく、聖女としても騎士としても未いまだ有力な抵てい抗こう策が見つかっていない。

　普段ならばこの誘惑と苦戦して──ときに負けて──いると、見み兼かねたナタリアが起こしにくる。だが今朝はそれも望めない、そうキャスリーンが自分に言い聞かせ、バッと勢いよく布団から飛び起きた。

（そうだわ、今朝はキャスがキャスリーンを……私がお母様を起こしに行くのよ！）

　それを思い出した瞬間キャスリーンの意識がはっきりとしたものになり、冷たい水で顔を洗えば眠ねむ気けなんて綺麗さっぱり消え失うせる。布団の甘い囁ささやきも聞こえてこない。

「立派な騎士は布団の誘惑にも打ち勝つのよ！」

　言い聞かせるように布団を畳たたみ、着ていた寝間着もきちんと畳んで枕まくら元もとに置いておく。

　聖女のために用意された部屋ほどの豪ごう華かさは無いが、それでも調度品の整った良い部屋だ。花が飾かざられ、心地ここち好よく眠れるようにと香こうまで用意されていた。事前に『騎士の中に一人女性がいる』と聞いた宿側がわざわざ手配してくれたのだという。

　なんとも有り難がたい話ではないか。第一騎士隊の者達から順に良い部屋を取っていき、結果的に三人部屋を押し付けられたアルベルト達に羨ましがられてしまった程である。

　普段の仕返しに双ふた子ごに部屋のことを自じ慢まんしてやろう……。そんな事を考えつつキャスリーンが部屋を出て通路を歩けば、道の先にアルベルトの姿があった。

　彼もまたすでに着き替がえを済ませており、まるで時間を潰つぶすかのように窓の外を眺ながめている。

「アルベルト隊長？」

「あぁ、キャス。おはよう」

「こんなところで、どうしたんですか？　まだ起床時刻には早いですよ」

「早く起きたから、時間を潰してたんだ。……というか、起こされたと言うべきか、起きざるを得なかったと言うべきか」

「三人部屋は大変ですね」

「挟はさまれて寝たのが間ま違ちがいだった」

　参ったと言いたげにアルベルトが深く溜ため息いきを吐く。

　どうやらあの双子はいびきと寝言まで同じらしく、左右から同じ声で的を射ない寝言を聞かされ、昨晩はろくに眠れなかったらしい。それでも明け方にはなんとか眠りにつき……揃そろってベッドから落ちる豪ごう快かいな音で部屋を逃にげ出したという。

　その後軽く村を見て回り、キャスがキャスリーンを起こす時間を待って今に至るという。

　そう軽く説明し、次いでアルベルトが手にしていた紙かみ袋ぶくろを差し出してきた。いったい何か……とキャスリーンが中を覗のぞき込み、パッと瞳を輝かがやかせる。

　中に入っていたのはストローの刺ささったフルーツ。他でもない、昨夜ナタリア達が飲んでおり、キャスリーンが『おまじない代』としてローディスに買わせようとしたものだ。

　時間潰しに村を散策し、たまたま見つけて買ってきたのだという。キャスリーンが礼と共に受け取り、一口飲み込んだ。朝の爽そう快かい感かんとフルーツの酸味、なんという美味しさだろうか。

「ナタリア様を……キャスリーン様を起こしに行くんだろう？　俺も一いつ緒しよに行っていいか？」

「えぇ、もちろんです！　……あ、でも部屋に入ってキャスリーン様を起こすのは」

「分かってる。部屋までは入らない。キャスにしか出来ない仕事だからな」

　重要な仕事だ、とアルベルトが頭を撫でてくる。

　仕事を任せるにしては子供扱いではないか。だがそれでもキャスリーンの胸を擽くすぐり、照れくさくなってしまう。小さく微笑ほほえめば、アルベルトが「そういえば」と話し出した。

「今まで、朝にキャスと会うことは無かったな」

「そうですね。訓練はいつも午後から参加してたし、用があっても大体午後からでしたもんね」

「まさか午前中は聖女として仕事をしてたとは」

　予想外過ぎる真相だとアルベルトが笑う。

　だが事実、キャスリーンがキャスとして活動出来るのは午後からと限定されている。午前中に聖女として謁えつ見けんを済ませるからこそ、午後の自由を許されているのだ。

　おかげでどんな用事を言い渡わたされても、非番の時に誘さそわれても、いつだって「午後から」と答えてきた。……それに、

「朝に予定を入れるとローディスとロイが嫌いやがるんですよね。あの二人、噂うわさだと相当寝起きが悪いらしいですよ」

「……起こすように頼たのまれてるんだが」

「頑がん張ばってください。アルベルト隊長にしか出来ない仕事ですよ！」

　先さき程ほどのアルベルトの言葉をそのまま返せば、彼の手が再びポンとキャスリーンの頭に乗った。

　普ふ段だんより念入りに撫なでてくるのは、手伝ってくれという応おう援えん要よう請せいだろうか……。

「あの双子の扱いならキャスが部隊一だからな。頼たよりにしてるぞ」

「……それはあんまり任されたくないですね」

　思わずキャスリーンが不服を訴うつたえるように答えれば、アルベルトがクツクツと笑った。




　そうして聖女が泊とまっている部屋へと着き、数度ノックをする。

　だが返事は無く、もしやまだ眠っているのだろうかとキャスリーンが首を傾かしげた。

「お母様……じゃなくて、キャスリーン様。キャスです。入りますよ？」

　先程より少し強めに扉とびらを叩き、声を掛かけると共にドアノブに手を掛ける。どうやら鍵かぎは掛けられていないようで、キャスリーンがゆっくりと中を窺うかがい……、

「おはよう、キャス」

　という穏おだやかな朝の挨あい拶さつに反して、黒いネグリジェにベールという奇き怪かいな組み合わせで待ち構えるナタリアの姿に慄おののくように僅わずかに後ずさった。

　ネグリジェは丈たけこそ膝ひざ下したまであるものの、太もも半ばまでスリットが入ったセクシーなデザイン。透すけはしないが黒一色という大だい胆たんさ。それでいて顔はベールで隠かくしている。その落差は滑こつ稽けいを通りこしてもはや奇き妙みようの域。隠したいのか見せたいのか、見る者を惑まどわせる。

　思わずキャスリーンが言葉を失えば、少し離れた場所で様子を見守っていたアルベルトが異変を感じ取り「どうした？」と近付いてきた。

　そうして扉の隙すき間まから続くように中を覗き……、

　ゴフッ！

　と噴ふき出した。

「ナタリア様……いえ、キャスリーン様、その恰かつ好こうは……！」

「あら、アルベルトもいたのね。これは寝る時の聖女の正装よ！」

「お母様、いえキャスリーン様！　そんな噓うそつかないでください！　私、いえ、聖女はそんなの着ません！　いつも普ふ通つうのパジャマです！」

　キャスリーンが必死で訂てい正せいすれば、ナタリアが優ゆう雅がに笑う。なんとも楽しそうな表情ではないか。これはきっと早くから起きて仕込んでいたに違いない……。

　まんまと慌あわてふためき思惑通りに楽しませてしまったことに気付き、キャスリーンがキッと彼女を睨にらみ付けた。これ以上なにか言いだす前にと部屋に入って扉を閉める。

　もちろん、アルベルトを通路に残して。扉を閉める間ま際ぎわに彼が「聖女の寝間着？　キャスも……？」と混乱していたので「私は着ません！」とはっきりと宣言しておくのも忘れない。

「お母様、朝から悪ふざけはやめて！」

「寝起きの悪い貴女あなたを起こしてあげようと思ったのよ。どう？　目が覚めたでしょ？」

　ニンマリと笑いつつ聖女のドレスに着替えだすナタリアに、キャスリーンが頰ほおを膨ふくらませる。

　次いで既すでに十分目が覚めていること、そもそも今朝はちゃんと一人で起きられたことを告げれば「まぁ、一人で起きたの!?」とわざとらしい反応で返されてしまった。

　そのうえ「キャスは誰だれかさんと違って寝起きが良いのね」とまで言ってくるのだ。

　なんとも腹立たしい……のだが、日ひ頃ごろ起こして貰もらっているだけに碌ろくな反論が出来ない。

　ならばと着替えを急せかし、自分を落ち着かせるためにフルーツのジュースを一口飲んだ。

「あら、それどうしたの？」

「アルベルト隊長が買ってきてくれたの」

「そうなのね、朝から一緒で随ずい分ぶんと彼に可愛かわいがられてるじゃない」

「そ、そう……？」

　ナタリアの言葉に、キャスリーンの頰がポッと赤くなる。なんとも言えないむず痒がゆい気分だ。

　それを誤ご魔ま化かすためにもう一口と飲み、ナタリアが身み支じ度たくを終えると二人揃って部屋を出た。




　通路で待っていたアルベルトが、キャスリーンと、ちゃんとした聖女の正装を纏まとっているナタリアの姿に見てわかるほどに安あん堵どする。

　だが次いで彼の表情が僅かに曇くもり、窓の外へと視線を向けた。キャスリーンもつられるように窓へと近付く。

　三階建ての建物だけあり視野は広く、朝を迎むかえた長閑のどかな光景が広がっている。まだ時間が早いからか活気溢あふれるとまでは言わないが、散歩をする老夫ふう婦ふや開店準備を始める店主達が挨拶を交かわす光景は見ていて微笑ましい。

　そんな中、やたらと目を引くのが宿の前に停とまっている一台の馬車。

　質しつ朴ぼくな町並みには不ふ釣つり合いとさえ言える絢けん爛らん豪ごう華かな馬車だ。長閑さとの差が激しく、居合わせた者達も遠巻きに眺めている。

「旅行客でしょうか？」

「あの馬車の造り、どこかで見たことがある。確か公こう爵しやく家の……」

　言いかけたアルベルトが言葉を止め、キャスリーンもまた「あれ」と声を漏もらした。

　馬車の扉が開き、中からブレントが下りてきたからだ。それも見慣れぬ金糸の髪かみの青年を連れて。

「あれは、キース公爵？」

「公爵？　なんで公爵が、どうしてお父様と一緒なんでしょう？」

「まぁ、噂に違たがわぬいい男！　でもブレントには負けるわね！」

「そういえば、以前から公爵家は聖女の儀ぎ式しきに同行したいと願い出ていたと聞いたことがある」

「同行？　でも儀式といってもただ行って帰ってくるだけですよ、同行したって面おも白しろいことなんてないのに……」

「スマートな爽さわやかさが好印象ね。ブレントも昔は爽やかだったのよ。でも時に男らしくて逞たくましくて……今ではそれに渋しぶさが増して、いつだって見み惚とれちゃう」

「……ナタリア様、少し落ち着いてください」

「お母様うるさい」

　アルベルトがやんわりと、キャスリーンがピシャリと咎とがめれば、さすがのナタリアも口を噤つぐんだ。──もっとも、口を噤みこそしているが外にいるブレントに向けて手を振ふっている──

「第一騎き士し隊の奴やつらも集まってきたな。俺達も行こう。もしかしたら昨日のことと何か関係があるのかもしれない」

「はい」

　アルベルトの提案に、キャスリーンが頷うなずいて返す。

　窓の外へと手を振っていたナタリアも異論は無いのだろう、キャスリーン達が歩き出すと後を追ってきた。……が、その足がピタリと止まる。見ればいまだ彼女は窓の外を眺ながめており、キャスリーンがどうしたのかと母を呼んだ。

「お母様、お父様もいるし外に行きましょう」

「ねぇ、第一騎士隊の騎士達は集まってるけど、双ふた子ごの姿が無いわよ」

　彼等は？　と双子の姿を探すように窓の外を眺めるナタリアの言葉に、キャスリーンがアルベルトと顔を見合わせた。どちらともなく眉み間けんに皺しわが寄っていく。

　……もちろん、重要な、それでいて過か酷こくな仕事を思い出したからだ。







「お前達、いい加減に起きろ！」

「ロイが起きたら俺も起きます……」

「ローディスが起きたら俺も起きます……」

　そんな声が聞こえてくる。怒ど鳴なっているのはアルベルト、続く気だるげな声は双子の声だ。

　起こすのに相当苦戦しているようで、キャスリーンが扉とびら越ごしに室内のアルベルトを労ねぎらった。

「キャスリーン様とキャスが待ってるんだ、早く布ふ団とんから出て用意をしろ！」

「ロイが布団から出たら俺も布団から出ます……」

「ローディスが布団から出たら俺も布団から出ます……」

「同時に布団から出ろ!!」

　双子に翻ほん弄ろうされるアルベルトの怒ど声せいに、キャスリーンが埒らちが明かないと肩かたを竦すくめた。

　そうして扉をノックし、ゆっくりと押し開く。隙間から中を覗のぞけば、三つ並ぶベッドの内二つが布団の山を作り、それを引き剝はがそうとするアルベルトの姿があった。

　片方の布団を引けばその隙すきにもう片方が布団に籠こもり、ならばそちらの布団を剝がそうとすれば手て薄うすになった方が籠ろう城じようをより堅けん固ごなものにする……。

　さすがと言える双子のコンビネーションではないか。見み兼かねたキャスリーンが溜ため息いきを吐つき、室内へと声をかけた。

「ローディス、ロイ、起きて。滅めつ多たに見られない午前中のキャスだよ！」

　楽しそうな声を取り繕つくろって双子を誘さそう。

　そんなキャスリーンの声を最後に、室内がシンと静まり返り……、

「午前中のキャス！　ネズミだ！」

「午前中のキャス！　エビだ！」

　と、双子が同時に跳はねあがるように布団から飛び出てきた。

　先さき程ほどまで籠城していたのが噓のような勢いではないか。アルベルトが啞あ然ぜんとしている。その表情が「俺がこんなに苦労したのに……」と無言で訴うつたえているように思えてならない。

　だがもちろん双子はアルベルトを気き遣づかうわけもなく、寝ね間ま着きのままキャスリーンへと近付いてきた。ネズミだのエビだのと言いつつ……。

　それに対し、キャスリーンはギリギリまで彼等を引きつけ、その手が扉にかかる直前で「まずは身み嗜だしなみ！」と告げると共に扉を閉めてやった。

　ガチャン！　と大きな音が通路に響ひびく。

　だがここ一帯は騎士隊で借り切っており、他ほかの騎士達は既に外に出ているのだから多少騒さわがしくしても問題は無いだろう。次いで扉越しに中を窺うかがえば、準備を急かすアルベルトの声が聞こえてきた。どうやら双子も応じているようで、キャスリーンが作戦成功と口角を上げる。

「期待通りの双子ね。楽しいじゃない」

「楽しい？」

「そうよ。あの氷騎士まで翻弄されちゃって。見てて飽あきないわ」

「そうね、見てるだけなら飽きないわ。見てるだけなら、ね」

　楽しそうに笑うナタリアに対し、キャスリーンが肩を竦めて返す。

　確かに双子の行動は傍はた目めには賑にぎやかで楽しく映るかもしれない。だがそれはあくまで実害のない第三者から見てのこと。振り回される側からしてみれば楽しいどころではない。

　なにせあの双子は厄やつ介かいでしかなく、ナタリアが口にしたアルベルトの異名『氷騎士』に対してだって茶ちや化かしてくる。どうやら昔は彼に対して遠えん慮りよをしていたらしいが、それを話す際に、

『俺達も以前はアルベルト隊長を恐おそれてたんだ。叱しかられたらちゃんと反省してた。なぁ、ロイ』

『あぁ、懐なつかしいな。アルベルト隊長に敬意を払はらい、話も最後まで聞いてたもんな』

　とまで言ってくる始末。その口調から、なにより本人を前にして言い切るその態度から、今は敬意も畏い怖ふも無いことが分かる。アルベルトの疲ひ労ろう感かんいっぱいの溜息はいまだキャスリーンの耳に残っている程だ。──もちろん、それも含ふくめての冗じよう談だんなのは言うまでもないが──

　それ以外にも、この前も、その前も……！　とキャスリーンが思い出しながら怒いかりを募つのらせれば、聞いていたナタリアが楽しそうに笑いながら頰ほおを撫なでてきた。

　しなやかな細い指で擦さすられ、キャスリーンが瞳ひとみを細める。眉間をちょんちょんと突つっついてくるのは、きっと眉間に寄った皺を解ほぐそうとしているのだろう。

「やんちゃなお兄ちゃんに挟はさまれて大変ね」

「お兄ちゃん？」

「えぇ。まるで兄妹きようだいみたいだもの。第四騎士隊の騎士達には可愛かわいい妹がいるのね」

　そうでしょ？　とナタリアに同意を求められ、キャスリーンが僅わずかに考えを巡めぐらせ……素す直なおにコクンと一度頷いた。揶揄からかわれて子供扱あつかいされるのは不服だが、双子に、いや彼等だけではなく第四騎士隊の皆みんなに可愛がられているのは事実だ。

　それをキャスリーンが認めるとほぼ同時に、バタンッ！　と豪ごう快かいに扉が開いた。

　出てきたのはもちろんアルベルトと双子だ。ちゃんと騎士服を着て剣けんを下げている。

「お待たせしましたキャスリーン様、ロイの寝起きが悪くて」

「待たせて悪いなキャス、ローディスの奴がなかなか起きなくて」

　そう互たがいに責任を擦なすり付け合う双子に、その後ろでアルベルトが盛大に溜息を吐いた。

　眉間に皺を寄せ、冷ややかにかつ恨うらみがましく双子を睨にらみ付け、何か言いたそうである。

　だがそれを振り切るようにアルベルトは小さく肩を竦めると、外に出ようと提案しだした。双子を咎めるより馬車の方が気になるらしい。

「他の騎士達も集まってるから、問題が無ければ早めに出発しよう。早く着くに越こしたことはないだろ。キャスリーン様も、よろしいでしょうか？」

「えぇ、何事も余よ裕ゆうを持って行動するのは良いことよね。ねぇキャス、貴女あなたもそう思わない？　例えば、急ぐあまり我を忘れて扉のノックを忘れるなんて許されないわよね」

「キャスリーン様！　そういえば馬車にクッションを補ほ充じゆうしておきましたよ！」

　優ゆう雅がながら鋭するどく放たれるナタリアの一いち撃げきを、キャスリーンが既すんでのところで制止する。

　見れば双子は特に気にすることなくのんびりと通路を歩き、アルベルトだけがチラとキャスリーンに視線を向けてきた。その瞳には感謝の色が見え、キャスリーンが心の中で「任せてください、お母様からは必ず守ってみせます！」と彼に告げた。




　外に出れば既すでに第一騎士隊の騎士達は全員揃そろっており、聖女の姿を見ると皆みな恭うやうやしく頭を下げた。統とう率そつのとれた見事な一礼である。

　そんな中から一歩前に出たのは、ブレントと……そして金糸の髪かみの青年。切れ長の瞳は精せい悍かんさを感じさせ、上質の服装と首元に巻かれたスカーフが佇たたずむだけで気品を感じさせる。

　彼がアルベルトが言っていたキース公こう爵しやく。確かエルウィズ家の次男で……とキャスリーンが記き憶おくを引っ繰くり返すと共にじっと彼を見つめ、はたと我に返ると慌あわてて頭を下げた。

「エルウィズ家のキースだ。わけあってこの旅に同行することになった。第四騎き士し隊のアルベルトが率いていると聞いたが……」

　誰だれがアルベルトだと言いたげなキースの言葉に、キャスリーンの隣となりに立っていたアルベルトが名乗り出る。

　その際にキースが「氷騎士か」と小さく呟つぶやいたのは、きっとアルベルトの異名を知っているからだろう。

「申し訳ありません。同行と仰おつしやいましても、まだ俺は話を聞いていないのですが」

「急な話だ。ここに通達がある、確かく認にんしてくれ」

　疑われても仕方ないと言いたげにキースが胸むな元もとから一通の封ふう筒とうを取り出す。一連の説明が書かれているのだろう、アルベルトが受け取ると共に中に目を通す。その真しん剣けんな表情、藍あい色いろの瞳が些さ細さいな虚きよ偽ぎも矛む盾じゆんも許さぬと言いたげに鋭く向けられる。

　そうして通達に記された文面はもちろん封ふう蠟ろうまで確認し、アルベルトが「確かに」と一言告げると通達をキースに戻もどした。どうやら矛盾も虚偽も無く、納なつ得とくのいく内容だったらしい。

「胸中お察しいたします」

「いや、こちらの方が迷めい惑わくをかけているんだ。国をあげての重要な儀ぎ式しきに厄介事を持ち込んで申し訳ない」

　アルベルトの労いたわりの言葉にキースが眉まゆ尻じりを下げて返す。

　公爵が一いつ介かいの騎士に、それも隊長格と言えども末まつ端たんの第四騎士隊の長に謝罪の言葉を口にしたのだ。よっぽどのことなのか……と誰もが察する。だが察しこそするが詳しよう細さいは分からず、当然だが何があったのか聞ける空気でもない。なんとも言えない重苦しさが漂ただよう。

　それを破ったのは、視線を一身に受けるキース。「キャスリーン様」と聖女を呼び近付いていく……もちろん、キャスリーンにではなくナタリアにだが。

「大事な儀式の最中に申し訳ありません。決して邪じや魔まはしないと誓ちかいますので、どうかご同行を許してはいただけませんでしょうか」

「良いのよ。事情があるんでしょう」

「事情などと言えるものでもない、恥はずかしいだけの話です」

　言い難にくい事なのだろう、キースが言葉を濁にごして瞳を伏ふせる。精悍なその顔つきは今だけは悲痛な色を宿しており、聞いてくれるなと懇こん願がんしているようにさえ見える。

　次いで彼はナタリアへと片手を差しだした。意図を汲くんでナタリアも己おのれの手を重ねる。

「噂うわさ通り、優やさしいお方だ……。この手で人々を癒いやすのですね」
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　照れることなく誉ほめ言葉を口にし、キースがナタリアの手を引き寄せ……そして指先に唇くちびるを重ねた。その瞬しゆん間かん、「まぁ」と小さい声がベールから漏もれる。ナタリアの声だ。

　だがキャスリーンにはそれを聞き取る余裕も、ましてやベールの下にあるナタリアの表情を窺う余裕も無い。なにせ、

（お父様がいまだかつてない恐ろしい表情をしている……！）

　と、それどころではないのだ。キースの隣に立つブレントが、普ふ段だんは穏おだやかな父が、騎士服を纏まとっても余裕を漂わせる彼が、いまだけは世にも恐ろしいほどの威い圧あつ感かんを放っている。

　これはもう一度キースがナタリアの手にキスをしたら、剣を抜ぬいて切りかかりかねない。

　国内問題に発展してしまう……！　とキャスリーンが心の中で悲鳴を上げ、なんとか話題を逸そらそうと視線を巡らせ、ふとキースと目があった。

「君がキャスか？」

「は、はい……。第四騎士隊のキャスと申します」

「聖女の旅に年若い少女騎士が同行していると聞いて、一目見てみたかったんだ」

「そうだったんですか」

「……それに、あの氷騎士を解かしたとも聞いてる」

「解かした？」

　ポツリと呟くように囁ささやかれたキースの言葉に、キャスリーンが首を傾かしげて尋たずねる。

　氷騎士とはアルベルトの異名だ。だが彼を解かしたとはどういうことだろうか？

　それを尋ねようにもキースに答える様子はなく、周囲を見回しても先さき程ほどの彼の言葉を聞いた者は他ほかにいないようだ。各おの々おの好きに話している。

　当人であるアルベルトもブレントと話し込んでおり、普段は聞かなくていいこと──主にぼやきや愚ぐ痴ち──を目め敏ざとく拾う双ふた子ごも他所よそを向いている。

　ならば今あえて話題にすべきことでもないか……そうキャスリーンが考え、改めてキースへと視線をやった。それとほぼ同時に目を丸くさせてしまったのは、彼の手がひょいと伸のびてキャスリーンの手を摑つかんだからだ。

　痛くないがしっかりと摑まれ、誘さそわれるように彼へと引かれる。

　柔やわらかく微笑ほほえむ彼の唇がキャスリーンの指先に触ふれようとし……、その直前、キャスリーンの体がグイと後方に逸れた。右みぎ肩かたをローディスに、左肩をロイに摑まれ、キースから剝はがすように引っ張られたのだ。

　そのうえ彼の唇に触れかけていた左手は、既すんでのところで別の手に取られてしまった。

　……誰の手か、アルベルトの手だ。

　これにはキャスリーンも目を丸くさせる。当然、挨あい拶さつを遮さえぎられたキースも。

「申し訳ありません、キース様。我が第四騎士隊は社交界に身を置かぬ者の集まり、手とはいえみだりに口付けをされないよう願います」

「そうか。すまない、つい他の令れい嬢じようと同じように接してしまった」

　アルベルトに咎とがめられ、失礼をしたとキースが頭を搔かきつつ詫わびる。

　その姿は真しん摯しな好青年で、キャスリーンが「気にしないでください」と言いかけ……双子に押し潰つぶされた。「気にしなむぎゅう」という悲鳴のなんと切なく情けないことか。

　だが言い直そうとするも、それより先にアルベルトが第一騎士隊に声を掛かけた。

「第一騎士隊の者達はキース様の馬車を、ロイ、ローディス、お前達はキャスリーン様の馬車を守れ。キャスは俺と先頭を。ブレント様、最さい後こう尾びを任せてもよろしいでしょうか」

　手早くアルベルトが指示を告げ、出発の時刻を決めると一時的な解散を告げた。

　荷物がまだ部屋に残っていると宿へと戻る者、時間まで特にすることがないのか雑談を始める者、ブレントに事情を聞こうとする者とそれぞれだ。

　いまだ双子に挟はさまれているキャスリーンも、廏きゆう舎しやから自分の愛馬を連れてこようとし……アルベルトに呼び止められた。

「アルベルト隊長、どうしました？」

「キャス、ちょっと話がある」

「話？　さっきからガッチリ両サイドを固める双子も一いつ緒しよで良いですか？」

「……お前達は廏舎に行って馬を取ってこい。俺とキャスの馬も頼たのむ」

　アルベルトに命じられ、ピッタリとくっついていた双子があっさりと離はなれていった。

　苦しかった……とキャスリーンがほっと一息つく。双子に挟まれると狭せまいし苦しいし、そのうえどちらを見上げても同じ顔で掛かる圧が凄すごいのだ。

　そうして廏舎へと向かう双子を見届け、アルベルトが周囲を気にするように見回した。

「キャス、こっちに」

　促うながしてくる彼の声は普段より小さく、潜ひそんでいるような声こわ色いろがある。

　何か話しにくいことでもあるのか、もしくは聞かれては不味まずいことなのか。真剣みを帯びるその声に、内容こそ分からないが自然とキャスリーンも緊きん張ちようを抱いだき、人ひと気けのない小屋の裏手へと向かった。




「昨日の襲しゆう撃げきに公爵家が関係している？」

　キャスリーンが驚おどろきを露あらわにオウム返しし……慌てて口を押さえた。

　アルベルトも同様、キャスリーンが声をあげたことに驚き、近くに人は居なかったか、聞かれはしなかったかと周囲を見回す。幸い誰にも聞かれなかったようで、二人揃そろってほっと胸を撫なでおろした。

「いいか、これはあくまで仮定の話。それも極ごく一部の者しか知らされていないんだ。頼むから、どれだけ驚いても声をあげてくれるな」

「は、はい。すみません。……それで、どうして公爵家が？」

「まだ確定ではないんだが……エルウィズ家の子息令嬢が何人いるか知ってるか？」

「確か、子息が五人、令嬢が四人、猫ねこ三匹ひきですね」

「あぁ、そうだ。……猫？」

「シャムの雄おすが二匹、雌めすが一匹ぴきだったはずです」

「……そうか。それで、最近エルウィズ家の当主が跡あと継つぎを決めようとしているらしくてな」

　もしかしたらそれが昨日の馬車襲撃に関かん与よしているのかもしれない、そう考えてキースがついてきたのだという。

　それを聞き、キャスリーンが疑問を抱くと共に首を傾げた。

　家も聖女の力も一子相伝で繫つないでいくトルステア家と違ちがい、貴族の跡継ぎ争いが激しいというのは聞いたことがある。とりわけエルウィズ家は大きく、子息は次男のキースを含ふくめて五人もいる。となれば争いも他より過か酷こくだろう。

　だが、それが分かっても聖女が関係する理由が分からない。いかに聖女の癒いやしの力と言えども、跡継ぎ争いを癒やすことは出来ないのだ。

　それを問えば、アルベルトが僅わずかに言い淀よどんだ後、ゆっくりと口を開いた。

「……聖女は、次代に力を繫げるだろ」

「そうですが、それが？」

「だから、その……次代を……そのだな……」

「アルベルト隊長？」

　どうしたんですか？　とキャスリーンがアルベルトの顔を覗のぞき込む。

　いったい何が言いたいのか、藍あい色いろの瞳ひとみが泳いでおり、「それが」だの「だから」だのと一向に話が核かく心しんを衝つきそうにない。

　話を急せかすのは好きではないが、これは言げん及きゆうしないと進まないか……そう考えキャスリーンが促そうとした瞬間、スッと背後に人ひと影かげが現れた。

「つまり、無理やりだろうが聖女との間に次代を作っちゃえばこっちのもんってことだ！」

　と、オブラートの欠片かけらも無い発言と共に現れたのはローディス。

「つまり、無理やりだろうがキャベツ畑でコウノトリを捕とらえちゃえばこっちのもんってことだ！」

　と、オブラートに包み過ぎてわけがわからなくなっているのはロイ。

　突とつ然ぜんの登場と、そして温度差のある発言には驚くほかない。だが流石さすがにここまで言われればキャスリーンも察しがつき、不ふ穏おんな事こと柄がらに顔色を青ざめさせた。

　彼等が言う聖女とは、他でもないキャスリーンのことだ。そして無理やり次代をということはつまり……。

「そ、そんなこと……」

「聖女様を相手にそんな横暴な手段を取るとは思えない。……が、その力が一子相伝な以上、有効的な手段なのは確かだ」

「そんな、私の……いえ、キャスリーン様の意思は」

　キャスリーンの悲痛な訴うつたえに、アルベルトの眉み間けんの皺しわがより深くなる。

　だが表情こそ憤いきどおりを宿しているものの、それ以上なにか言う事はない。次いで彼は己おのれの胸の内を晴らすように深く息を吐はき、双子へと向き直った。

「お前達、何があってもキャスリーン様を守るんだ。いいな」

　睨にらみ付けるかのような鋭するどさでアルベルトが双子を見つめる。

　藍色の瞳は冷ややかを通りこし、凍いてつくかのような威い圧あつ感かんを放っている。

　それに頷うなずいて返す双子も普ふ段だんからは想像もつかぬ真しん剣けんさを見せ、普段であればどんな命令にも間延びした返事をするのだが、今に限っては騎き士しらしく短い返事で答えている。その声色は、まるで当然のことだと言いたげだ。

　頭一つ以上差がある高さで交かわされるやりとりに、キャスリーンが気け圧おされるように彼等を見上げた。痺しびれるような空気が漂ただよっている。その空気に中あてられ、なんと声を掛けていいのか分からなくなってしまう。

　そんな彼等を見上げていると、ふとアルベルトと目が合った。

　ゾクリとするような藍色の瞳。その眼光の鋭さに背が震ふるえる。

「何があっても、必ず、俺達がキャスリーン様をお守りするんだ」

　そう告げるアルベルトの声は低く重い。騎士仲間であるキャスを鼓こ舞ぶするようでいて、聖女であるキャスリーンに誓ちかうかのような深い声。

　その声がまるで心臓に溶とけ込み跳はね上がらせるようで、キャスリーンは早はや鐘がねを打ち始める胸むな元もとを押さえつつ上うわ擦ずった声で「はい」と答えた。
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　聖堂のある村までは馬車で一日も掛からないという。朝に出れば途と中ちゆう何度か休きゆう憩けいを入れたとしても暗くなる前には辿たどり着けるだろう。

　だがあくまでこのまま何も無ければの話である。そう案じるように話すアルベルトに、並んで馬を走らせていたキャスリーンが強こわ張ばった表情で頷いて返した。

　振ふり返れば二台の馬車が付いてくるのが見える。一台は聖女が乗っている馬車。もちろん車内に居るのはキャスリーンではなくナタリアだ。時折ポンと白い綿が窓から放ほうり投げられているあたり、今回もまたクッションが犠ぎ牲せいになっているのだろう。

　そんな馬車を守るのはローディスとロイ。先さき程ほどの真剣みを帯びた態度もどこへやら、今は楽しそうに飛んでくる綿をキャッチしている。そしてキースの乗った公こう爵しやく家の馬車、その馬車を守る第一騎士隊、しんがりを務めるブレント……と続いている。

「大おお事ごとになってしまいましたね」

「ん？」

「行って帰ってくるだけの旅だったのに。奇き襲しゆうに、それに公爵家の問題まで。こんな事になるなんて思ってもいませんでした。巻き込んで申し訳ありません」

　元を正せば、この旅の同行にアルベルトが選ばれたのはキャスリーンのせいだ。

　それを詫わびれば、アルベルトが手にしていた手た綱づなを操あやつり己の馬をキャスリーンに寄せてくる。

　いったいどうしたのか、そうキャスリーンが尋たずねようとするも、それより先にアルベルトの手が伸のびてきた。

「アルベルト隊長？」

「……さすがに馬上で頭を撫でるのは難しいな」

　片手で手綱を握にぎり、もう片方の手を伸ばしながらアルベルトが唸うなる。空を搔かく彼の手はどうやらキャスリーンの頭を撫でようとしているらしい。

　大きな手があと少しと言いたげに伸ばされる。それを見てキャスリーンは笑えみを零こぼし、自らもまた手綱を引いて愛馬に指示を出した。もちろんアルベルトへと近付くように。

　距きよ離りを詰つめれば、彼の大きな手がポンと頭に乗った。数度撫でられ、さすがに長くは続けられないとゆっくりと離はなれていく。

「あんまり深く考えるな。大事になったなら、そのぶん何か変わるかもしれないだろ」

「……何か」

「あぁ、人生を切り開くって言っただろ。聖女と騎士の二人分の人生を切り開くなら、これぐらい大事の方が良いかもしれない」

　そう話すアルベルトの言葉に、キャスリーンが数度ぱちんと瞬まばたきをした。

　真ま面じ目めな彼らしからぬ楽観的な考えではないか。だがその楽観的な考えは励はげますためであり、それが分かってキャスリーンが小さく笑みを零した。

　確かに、ここまで大事になれば『行って帰ってだけの儀ぎ式しきごっこ』では済まされない。

　無事に儀式を終えて王都に戻もどれたとしても、奇襲をかけてきた者達の素す性じようを暴あばかなければならない。もちろん聖女自ら動きはしないが、真相によっては今後の儀式について考え直す必要があるだろう。

　問題は山積みだ。だが逆に言えば、問題が山積みだからこそ、以前のようなお飾かざり聖女ではいられない。

「そうですね、これでキャスとして認められればもしかしたら……。それに聖女として一人前だと認めて貰もらえるかもしれない！」

　そうキャスリーンが意気込み……次いでポンと視界の隅すみに映り込んだ白い影かげにおやと視線を向けた。

　何かが飛んできた。

　どうやらアルベルトも気付いたらしく、彼も同じようなタイミングで視線を落としている。

　そんな二人の視界に、再びポンと白いものが飛び込んできた。

　これは……綿だ。

　もしやと振り返れば、後ろについて走っている馬車からまた一つ白い綿が飛び出てきた。先程までは双ふた子ごに向かって投げられていた綿が、どういうわけか今は前方へと投げられている。むしろ前方というよりキャスリーン達に向かって……。

　誰だれが投げているのか、言わずもがな馬車内にいるナタリアである。

　そんな馬車に並走するのは……。

「どうか落ち着いてください。先頭の二人はいつもあの調子なんです、けして二人の世界に入っているわけじゃないんです！　怒いかりの綿は、怒りの綿はどうかお許しください！」

「あれは別に見せつけてるわけではないんです！　あの調子なんです、常つね日ひ頃ごろあの調子なんです！　どうか怒りをお収めください！」

　と、わざとらしく馬車内に訴えるローディスとロイ。言葉でこそ聖女を宥なだめているが、その言葉も様子も煽あおっているのは言うまでもない。

　なにせ双子は瓜うり二ふたつの顔つきでニヤニヤと楽しそうに笑っているのだ。そのうえキャスリーンと目が合うと「俺達にはお構いなく」と言って寄よ越こす始末。

　これにはキャスリーンもアルベルトも慌あわてて手綱を引き、それぞれの愛馬を引き離した。







「順調に行ってるな。少し休憩を入れよう」

　そう告げてアルベルトが背後に続く騎士や馬車を走らせる馭ぎよ者しやに指示を出す。

　道なりに開けた場所もあり、短い休息を取るには十分な場所だ。現に休憩と聞くや双子が馬から下り、まるで体を解ほぐすように背を伸ばしだした。キャッチした綿を数える声は楽しそうで、まるで子供のピクニックではないか。

　対して第一騎き士し隊は地図を取り出し現在地と周囲の景色を照らし合わせ、代表するように一人がアルベルトに話しかけている。

（同じ騎士とは思えない……。あぁ、ロイもローディスもそんなにはしゃがないで。そのボールはどこから取り出し……馬車から!?　お母様！）

　馬車の窓から勢いよくボールが飛び出し、それを双子がキャッチする。自然溢あふれる景色と合わさってなんとも健康的で長閑のどかである。……けして騎士の休息とは思えないが。

　そんな光景をキャスリーンが呆あきれつつ眺ながめていると、クスクスと笑う声が聞こえてきた。

　振り返れば、キースが双子達を眺めながらこちらに近付いてくる。その表情は楽しそうで、まるで遊ぶ子供を愛めでるかのようではないか。もっとも、子供ではなく立派な騎士なのだが。

「第四騎士隊に瓜二つの双子が居ると聞いていたが、本当にそっくりなんだな」

「はい。厄やつ介かいなくらいにそっくりです」

「噂うわさ通り、あれを見分けるのは無理難題だな……」

「どっちも碌ろくなことをしないので、見分けがつかなくても構いませんよ」

　きっぱりとキャスリーンが言い切れば、それもまた面おも白しろいのかキースが笑う。

　風に揺ゆれる金色の髪かみ、子供を見守るように細められる翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみ。精せい悍かんな顔つきは麗うるわしく、佇たたずむだけで気品を纏まとう。まるで彫ちよう刻こくや絵画のような美しさだ。

　だがここは社交界のパーティーでもなければ、絢けん爛らん豪ごう華かな屋や敷しきでも王宮でもない。家屋も何もない景色は自然が溢れ長閑と言えるが、彼のような麗しく上質の衣服を纏った者が佇むと妙みように浮ういて見える。

　そんなことを考えつつキャスリーンが見つめていると、視線に気付いたのかキースがこちらを向いた。翡翠色の瞳と視線がかち合い、キャスリーンが慌てて顔を背そむける。

「どうした？」

「いえ、申し訳ありません。随ずい分ぶんと……その、珍めずらしそうに双子を見つめているなと思って」

　咄とつ嗟さに当たり障さわりのないことを口にすれば、キースが「そうかな」と笑った。

　次いで再び双子へと視線を向ける。キャスリーンもつられて彼等を見れば、ローディスがロイへボールを投げ、それを受け取ったロイが馬車へと向けて投げた。馬車の隣となりに立つブレントがそれを取り、窓から手だけ出しているナタリアに渡わたし……といつの間にかブレントが加わって投げ合っている。

　なんとも楽しそうな光景だが、賑にぎやかを通り越こしてはしゃぎすぎである。聖女の儀式への旅とは思えない──まぁ、その聖女も輪に加わって馬車からボールを投げ抜ばつ群ぐんのコントロールを見せているのだが──

「エルウィズ家が普ふ段だん関かかわるのは第一と第二騎士隊だからな。どうにもみんな堅かた苦くるしくて」

「それが普ふ通つうの騎士ですよ。あぁ、アルベルト隊長まで引き込まれかけてる」

「みんな厳格で頼たよりがいのある騎士達だ。だけど囲まれると息苦しい。それに、知ってると思うがエルウィズ家は五人兄弟、家いえ柄がらもあってどうにも兄弟同士仲良く出来なくて」

　恥はずかしい話だとキースが苦く笑しようを漏もらす。だがその表情は笑ってはいるもののどこか切なげで、会話の合間に漏らされた溜ため息いきは消えそうなほど小さいが重い。

　跡あと継つぎを争い合う自分達を思い出し、眼前で遊ぶ双子を羨うらやんでいるのだろうか。息苦しいと自分の環かん境きようを語る彼に、キャスリーンはふと謁えつ見けんの間を思い出した。

　王宮の最さい奥おうにある一室。確かにあの場所も息苦しかった。

　だが聖女という立場からは逃にげることは出来ず、そして自らも逃げようとは思わない。かといって打破も出来ず、息苦しさの中でもがくだけだ。

（もしかしたら、キース様も私も同じなのかもしれない……）

　そう考え、キャスリーンがキースを見上げる。

　次いで眼前で遊ぶ双子達に視線をやり、ローディスの手にボールが渡った瞬しゆん間かんにパッと手を上げて彼を呼んだ。

「ローディス、次こっちにちょうだい！」

　そう声を掛かければ、この参戦に双子が喜ばないわけがない。ロイへ投げ渡そうとしていたローディスが狙ねらいを変え、慣れた手つきでぶんとボールを投げた。

　青空のもとボールが弧こを描えがく。ほんの少し狙いが高いが、軽く飛んで両りよう腕うでを伸のばせば取るのは容易だ。見事にキャッチすれば、双子やブレントが褒ほめてくる。──引きずりこまれたアルベルトも上手うまいものだと褒め、馬車から出ているナタリアの手がグッと親指を立てた──

　そんな視線の中、キャスリーンは取ったボールをキースに差し出した。彼の翡翠色の瞳が丸くなる。

「キース様、投げてみませんか？」

「……俺が？」

「はい。双子に向けて投げれば、狙いが外れてもどっちかは取りますよ」

　馬車や馬に当たれば問題だが、双子がいるのは開けた場所だ。仮に取れなくても何かに当たることなく地面に落ちるだろう。

　そう話して促うながすようにボールを軽く揺らせば、キースが僅わずかに迷った後、そっと手に取った。恐おそる恐るといった動き、どう投げれば良いのか分からないと呟つぶやく声に、彼があまり外で遊べていなかったのが分かる。

　きっと乗馬や狩しゆ猟りようといった貴族の嗜たしなみこそ学んでいたが、兄弟間で遊ぶようなことは無かったのだろう。それでも元々運動のセンスはあるのか、見み様よう見み真似まねで投げたボールはヒュンと軽い音をたてて風を切り、双子のもとへと飛んで行った。







　その後も数度合間に小休止を挟はさみ、昼を過ぎた頃ころ合あいで昼食を兼かねての長めの休息を取ることになった。食事は各自手配したものだ。キャスリーンも宿の店員にサンドイッチとドライフルーツを用意しておいてもらった。

　それを片手にどこで食べようか……と周囲を見回していると、「キャス」と呼ぶ声が聞こえてきた。それも左右から。アルベルトとキースが近付いてくる。

「キャス、こっちに開けた場所がある。双子も居るから食事にしよう」

　そう誘さそってくるのはアルベルトだ。

　対してキースもまた自分の馬車を一いち瞥べつし、

「俺の馬車で食事をしないか？　さっきの礼も兼ねて話をしたい」

　と誘ってくる。まるで合わせたかのように同じタイミングではないか。これにはキャスリーンも目を丸くさせるしかなく、どうしたものかと双そう方ほうに視線をやった。

　普段であればアルベルトとの食事を選ぶ。その場に双ふた子ごも居るとなれば、きっと騒さわがしいが楽しい時間になるだろう。仮に誘ってきたのが第一騎士隊や他ほかの者ならば迷うことは無かった。

　だが相手はキース、公こう爵しやく家の次男だ。それもわざわざ『話をしたい』とまで言ってくるのだ。今のキャスリーンが聖女ではなく一いつ介かいの騎士でしかないから尚なおの事、立場も合わさってこれを断れるわけがない。

　どうしたものかとキャスリーンが迷った後、「すみませんが……」と断りの言葉を口にした。

　アルベルトに対して。

「そ、そうか。それじゃキース様の警備を任せた」

　そう告げてくるアルベルトに、キャスリーンが申し訳なく詫わびる。

　彼の誘いを断ったことが初めてなわけではない。聖女であることを隠かくしていた時には幾いく度ども理由を付けて断っていた。キャスとしては非番であっても聖女の務めがあり、丸一日の遠出を断ったり、せめて午後からと我が儘ままを言った事もあった。

　そのたびに彼を騙だましている申し訳なさを感じていたが、今回はその比ではない。なにせ彼の目の前でキースを優先してしまったのだ。言いようのない罪悪感が胸に湧わく。

「双子には俺から言っておく。それじゃ、また後でな」

「はい……。あの、アルベルト隊長」

　去っていくアルベルトを慌あわてて追いかけ、キャスリーンが彼の上着の袖そでを摑つかんだ。

　どうしたと振ふり返ってくる彼をじっと見上げるが、キャスリーンも自分自身いったい何をこんなに焦あせっているのかよく分からない。

　言葉が出ない。何故なぜかここで彼と話をしなければと思ったのだ。『キャスリーンがキースを選んだ』と、そう思ってほしくないと焦しよう燥そう感かんが湧く。

「あ、あの、別にアルベルト隊長と食事をするのが嫌いやなわけじゃないんです。でも相手は公爵様で、話がしたいと仰おつしやっていて……」

「分かってるから、そんなに焦るな」

　落ち着け、とアルベルトがポンとキャスリーンの頭に手を乗せる。

　普段通りの態度だ。優やさしく撫なでられ、キャスリーンの胸に安あん堵どが湧く。

「だが、あの双子を一人で相手するのか……」

「大変ですね、頑がん張ばってください」

「これはかなりの重労働だ。誰だれか労ねぎらってくれないものか……。帰路の宿で二人を起こす役を誰かが代わってくれると助かるんだけど……」

　悩なやむ素そ振ぶりを見せつつ、アルベルトがチラと視線を向けてくる。なんてわざとらしい口調と仕草だろうか、彼の言う『誰か』などキャスリーン以外には居ない。

　それが分かっているからこそ、キャスリーンは小さく笑えみを零こぼし、そして周囲に聞こえないように声を潜ひそめ「アルベルト」と彼を呼んだ。ほんの少し胸を張りつつ。

「癒いやしの聖女を目覚まし代わりにするなんて、無礼ですよアルベルト」

「これは失礼しました。……ですがキャスリーン様のお力なら双子の寝ね起おきも」

「あれは無理です」

　あっさりとキャスリーンが首を横に振れば、アルベルトが楽しそうに笑う。そうして去っていく彼の背を見送り、キャスリーンは公爵家の馬車へと乗り込んだ。







「アルベルト隊長、キャスは？」

　ローディスに尋たずねられ、アルベルトが一部始終を話す。

　といっても長々と説明するようなものではない。キースと同時にキャスリーンを誘い、そして彼女がキースを選んだだけのこと。もちろんそこには立場の違ちがいがあるからだ。

　騎き士し隊長とはいえ第四騎士隊のアルベルトと、公爵家の第二子であるキース。どちらが上かなど誰だって分かる。むしろこの差を無視してキースの誘いを無下にすれば、世間知らずだの非常識だのと言われかねないほどだ。

　……だけど、とアルベルトが内心で呟き、胸の内に湧く靄もやを発散するように豪ごう快かいにパンにかじり付いた。宿屋で用意してもらったものだ。どこかで適当に買っても良いかと考えたが、キャスリーンが宿に頼たのむと言っていたので自分もと彼女に倣ならった。

（なんだかこう、妙みような気分だ……）

　そう心の中で呟く。だが何が妙なのか、何故なのか、さっぱり分からない。

　だからこそ鬱うつ憤ぷんを晴らすように二口目にかじり付く。咀そ嚼しやくし飲み物で流し込み、また一口……と、胸の内の靄が祟たたって雑談する気も起こらず、自然と食べる手が速くなる。

「キャスに振られると氷騎士に戻もどるのは旅の最中も健在か」

「昔はこの無表情を冷静だの無感情だのと言って怖こわがってたけど、今になると馬ば鹿か馬鹿しく思えてくるよな」

　とは、そんなアルベルトを眺ながめつつ食事をとるローディスとロイ。

　淡たん々たんと食事を進める上官からは冷気に似たものが漂ただよっているが、今いま更さらそれに気け圧おされるわけがない。それにいくら淡々と食事をしているからといって、八つ当たりをしてくるわけでもなく、話を振れば普ふ段だん通りのアルベルトに戻るのだ。

　となればどうすべきか……答えは簡単、放ほうっておけばいい。

　そこまで考え、ふとローディスが「そういえば」と話しだした。

「あの噂うわさって本当なんですかね？」

「噂？」

「えぇ、キース様がキャスリーン様の結けつ婚こん相手なんじゃないかって噂です」

「……結婚!?」

　ローディスの口から出た予想もしなかった単語に、アルベルトが驚おどろきを露あらわにガタと立ち上がった。手にしていたサンドイッチを勢いのあまりグシャと潰つぶしてしまったが、今それを気にかけてやるものはいない。

　仮にここにキャスリーンが居れば、慌てて鞄かばんからハンカチを取り出して「シミになる！」と彼の上着を拭ぬぐいそうなものだが、あいにくと彼女は不在だ。

「そ、そんな噂聞いたことがないぞ」

「そうですか？　キース様って公爵家の次男であの見目の良さじゃないですか。あちこちから婚約の申し出が来てるはずなのに、いまだ結婚もしないし恋こい人びとすら作らない。それでいて女嫌ぎらいってわけでもない……って、怪あやしまれてるんですよ。なぁ、ロイ」

「俺も聞いたことがある。エルウィズ家ならキャスリーン様の結婚相手にも申し分ないしな」

　有力候補として噂されている……と交こう互ごに話す双子に、アルベルトがそんなまさかと小さく呟いた。

　だがここで真しん偽ぎを探さぐれるわけがなく、なによりあくまで話は聖女の事なのだ。現に疑問を抱いだいたローディスに「どうしてそこまで慌てるんですか？」と尋ねられ、アルベルトが冷静を取り繕つくろって座り直した。

（そうだ、落ち着け。噂はあくまで噂、それもキャスではなく聖女の話だ。……だが二人は同じ人物……それに、聖女は次代に力を繫つなげなければならない……）

　聖女キャスリーンと騎士キャスは同一人物。となれば、聖女の結婚相手とはつまり……。

　そこまで考えればアルベルトの胸の内に靄が湧き、自然と食べる手が速くなる。あれこれ考えれば考えるほど思考が内に籠こもり、それに反して何故か行動が速くなるのだ。

　傍はた目めには無表情で手早く食事を進めているように見えるだろう。内情を知らなければその姿は精せい悍かんな見目と合わさって冷ややかさを感じさせる。これが氷騎士かと恐おそれを抱く者も出かねないほどだ。

　これにはさすがに双子も疑問を抱き、揃そろえたように顔を見合わせた。

「なぁロイ、なんでキャスリーン様の結婚話で隊長の食べる速度があがるんだ？」

「さぁな。他人の結婚話に焦りを感じてるんじゃないか？」

「そんなまさか、社交界のご令れい嬢じようじゃあるまいし。それに隊長にはキャスがいるじゃないか」

「でもそのキャスはキース様と馬車で二人っきり……。これは楽しくなってきた」

　ニンマリとロイが笑う。なんともあくどい笑みではないか。

　それを見てローディスが肩かたを竦すくめる。双子であっても多少の趣しゆ味みの差は出てくるというもの、さすがにこれを楽しむ趣味はローディスには無い。

　アルベルトが正気であったなら、これもまた双子を見分けるヒントだと考えただろう。だがあいにくと彼は考えに籠もり、三つ目のサンドイッチを物もの凄すごい速さで平らげていた。







「いっそ兄弟の企たくらみだったら良いのに」

　そうキースがポツリと呟つぶやいたのは、公こう爵しやく家の馬車の中。二人きりの空間で発せられたこの言葉に、向かいに座って食事を進めていたキャスリーンがぎょっとして目を見張った。

　馬車の中はさすが公爵家と言えるほど造りが良く柔やわらかなクッションまであり、窓を開ければ心地ここち好よい風が入り込んでくる。安い食堂よりも落ち着いて食事がとれるだろう。

　宿屋で用意してもらった食事は美味おいしく、旅の疲つかれを癒いやすひととき……のはずだったのだが、この物ぶつ騒そうな発言にもはや休息どころではない。食事の味も見失ってしまう。驚いてサンドイッチを握にぎりしめなかっただけ誉ほめてほしい。

「突とつ然ぜんどうなさいました。冗じよう談だんだとしても物騒なことを仰おつしやらないでください」

「冗談じゃない、本音だよ。キャスリーン様や君達には申し訳ないが、いっそ全すべてが兄弟の企みだったならどれだけ良いか……」

「そんな、そうだったらエルウィズ家だってただじゃすみませんよ」

「きっと相応の罰ばつを受けるだろうな。よくて辺境の地に追いやられるか、もしくは離り散さんか」

　淡々と話すキースの声はまるで他人ひと事ごとと言いたげだ。自分の家の話をしているとは思えない。

　どうして……とキャスリーンが呟いた。あまりの事態に震ふるえる声しか出ず、その声も絞しぼり出したかのように掠かすれている。

　そんなキャスリーンに対し、キースが切なげに笑った。

「キャス、きみは家業を継つぐ勉強のために王都に来てるんだよな。その傍かたわら、夢だった騎士としても務めている」

「は、はい。そうです……」

　突然自分のことを言われ、キャスリーンが戸と惑まどいつつも肯こう定ていした。

　といってもそれはあくまでキャスとしての時間を過ごすための偽いつわりなのだが、それをここで言えるわけがない。だからこそ素す直なおに肯定すれば、キースが切なげに笑えんだまま「羨うらやましいよ」と呟いた。

「やるべきことを見み据すえて、それでも自由に生きてるんだな」

「……いえ、そんな。家業も騎士業も中ちゆう途と半はん端ぱです」

「それでも立派だよ。何も出来ず、どうして良いのかも分からず、このまま家のために生きるだけの俺よりは何倍もね」

「……キース様」

　自じ虐ぎやく的な笑みを浮うかべるキースに、キャスリーンはどう声をかけていいのか分からずただ彼の名前だけを呼んだ。

　エルウィズ家は大きく、公爵家として名を馳はせている。その次男となれば背負っているものは相当なのだろう。そのうえ跡あと継つぎ争いまで起こっており、彼の心労は計り知れない。漏もらされる溜ため息いきは深く、スカーフの上から首筋を搔かく手の動きもどこか緩かん慢まんで雑に見える。

「キース様は、その……エルウィズ家の跡継ぎには……」

「興味ないな。だからこのまま周囲の良いように扱あつかわれて、お家繁はん栄えいのためどこかのご令嬢と結婚させられるだけだ。……キャスリーン様と同じだな。きっと彼女も、そう遠くない内にどこかの誰だれかと結婚するだろう」

「……キャスリーン様が結婚!?」

　突然己の名を出され、キャスリーンがガタと立ち上がった。

　もちろん今キースが口にしたのは『聖女キャスリーン』の事だ。目の前で共に食事を進めている騎き士しの事ではない。

　それは分かっている。だが実際は同一人物なのだ、この話題は聞き逃のがせない。

「キャスリーン様が、結婚!?　ど、どういうことですか！」

「なんだ、彼女と親しいのに知らないのか？　聖女の力は次代へと繫げられるべきもの。きっともう目ぼしい相手は決まってるだろ」

「そ、そうですけど……でもキャスリーン様はまだお若いし、そんな……」

「社交界じゃよくある話だ。結婚も結婚相手も、全て親が決めるんだ」

　きっぱりとキースが言い切る。確かに、キャスリーンの年ねん齢れいは社交界においては結婚適てき齢れい期きと言えるだろう。同年代で既すでに結婚している者も少なくない。

　それが分かっていても慌あわててしまうのは、今まで自分のこととして考えていなかったからだ。聖女としてまだ半人前、次代などもっと先のこと……そう考えていた。

　だが考えてみれば、聖女の力が壮そう大だいであればあるほど国は力の継けい続ぞくを尊重するはずだ。早く次代を、それも聖女の家系に見合った相手と……。

「キャスや第四騎士隊のように、身分に拘かかわらず仕事を選ぶことが出来るようになった。でもまだまだ上はお堅かたいんだ」

「……キース様」

「いっそ何か大きな問題が起こって、すべて壊こわれてしまえば良いのかもしれないな。俺も、キャスリーン様も」

　苦く笑しよう交じりにキースが告げてくる。諦あきらめの色しかない声だ。癖くせなのか首筋を搔き、溜息を吐つき、また首筋に手をやり……と、その動きには気だるさすら感じられる。

　そんな彼に、キャスリーンは何と声を掛かけて良いのか悩なやみ……そして「頑がん張ばりましょう」と告げた。キースの翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみが丸くなる。

「頑張る……何を？」

「自分の人生を切り開くんです。どんなに難しくても困難でも、諦めなければ何か変わるかもしれませんよ」

　そう諭さとすように、そして自分に言い聞かせるようにキャスリーンがキースに告げる。

　もちろん確証は無い。そもそもキャスリーンが『変わるかもしれない』の真っ最中なのだ。それを考えれば『自分だってどうなるか分からない』という不安が過よぎるが、それでも彼に諦めて欲しくない。だからこそ自分がナタリアやアルベルトに鼓こ舞ぶされたように彼を励はげませば、キースが柔らかく微笑ほほえんだ。金の髪かみがふわりと揺ゆれる。

「……そうだな、何か変わると良いな。その時にはキャスも協力してくれるか？」

　キースの声はまだ切なげな色が残っている。それでも首元のスカーフを擦さすりながら苦笑を浮かべて尋たずねてくる彼に、キャスリーンは「任せてください！」と頷うなずいて返した。
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　休息の時間が終わり、再び配置について出発する。

　このままいけば日が落ちる前に村に着くだろう。後は小まめに休息を取るより馬が故障しない程度に速度を緩ゆるめて走り続けたほうが良いと判断し、アルベルトが指示を出す。

　第一騎士隊はもちろん双ふた子ごもキャスリーンも騎士だ、休み無く駆かけることは出来る。当然馬車の中にいるナタリアやキースもそれに異論を唱えることはない。

　何事も順調である。壊れる気配もない。

「キャス、その……ちゃんと食事はとれたか？」

　走り出してしばらく、前方を向いたままのアルベルトに問われ、キャスリーンが不思議そうに彼に視線をやった。

　いったいどうして今いま更さら食事の話などするのだろうか。それもどことなく言い難にくそうに。

「はい。アルベルト隊長も同じサンドイッチですよね。ハムの入ったやつが特に美味しくて、もう一つ包んでもらえばよかったと後こう悔かいしたぐらいです」

「そ、そうだな。それに公爵家の馬車は立派だからな」

「馬車？　そうですね、確かに立派な馬車でした」

「……それで、キース様となにか話したのか？」

　呟くような声こわ色いろで問われ、キャスリーンが首を傾かしげる。

　アルベルトはいまだ前方を向いたままだ。だがチラと横目でこちらを見て……そしてキャスリーンの視線が自分に向かっていると分かるや再び前方へと視線を向けてしまった。

　まるで避さけられているかのようなその視線の動きに、キャスリーンの中で疑問が増す。それと同時に思い出されるのは、馬車内でキースから聞いた話。

　生まれた身分ゆえに現状をどうすることも出来ず、どうしたいのかも定さだかではない行き場のない閉へい塞そく感かん。全て壊れてしまえば良いという覇は気きのない投げやりな言葉。

　言われるままに結けつ婚こんするのだろうという、まるで他人事のような己おのれの未来。

　……そして彼はキャスリーンも同じだと。聖女もまた、力を次代に繫つなげるために用意された誰かと結婚させられるのだろうと、そう言っていた。

　まるでその話を催さい促そくされているような気がして、キャスリーンが動どう揺ようを悟さとられまいと手た綱づなを握にぎり直した。何度も握り、操あやつり、手に馴な染じんでいたはずの手綱が今に限ってはヌルリと滑すべる。

　手に汗あせを搔いているのか。だが汗を搔いているのは手だけか？

（……それが聖女の決まりだとしても、アルベルト隊長にだけはそんな話を聞かれたくない）

　そう心の中で呟つぶやき、誤ご魔ま化かすように乾かわいた笑いを取り繕つくろった。

「そ、その……食事中ですから、そんなに話し込んでもいないですよ。さっきの休きゆう憩けいのこととか……あとは、騎士隊の事とか……」

「……そうか」

「アルベルト隊長は？　そちらはどんな話をしたんですか？」

「俺達か？　俺達も……まぁ、そんなに大したことは話してないさ」

　いつも通り他愛たわいも無い雑談だとアルベルトが答える。

　だがほんの一いつ瞬しゆん言い淀よどんだ気がして、キャスリーンがじっと彼を見つめた。こちらを向くことなく話すその横顔は普ふ段だん通りだ。だが一瞬だけ藍あい色いろの瞳が揺らいだ気がする。

　まるで何かを隠かくすかのように……。

　まるで先さき程ほどの自分のように……。

（アルベルト隊長も、何か隠してるの……？）

　疑問が湧わくがそれを問えば自分もまた言げん及きゆうされそうな気がして、キャスリーンが手綱を握り直すと共に軽く引いた。愛馬が主人の意図を察してゆっくりと歩みを緩める。

「あの、私……お母様が……いえ、キャスリーン様がお疲つかれでないか聞いてきます」

「あ、あぁ……頼たのむ」

　言い淀みながらキャスリーンが告げれば、アルベルトが前方を向いたまま返す。横目で見てくることもなく、キャスリーンもまた彼を見るのが辛つらいと瞳を伏ふせた。

　普段であれば、手を伸のばしポンと頭を叩たたいて「頼む」と告げてくれただろう。それを受ければキャスリーンの胸に頼たよられた喜びが湧き、「任せてください！」と答えたに違ちがいない。

　だが今だけは言いようのない息苦しさが湧き、今すぐに走り去りたい衝しよう動どうに駆られる。

　そうして愛馬の速度を緩めれば、自然とアルベルトと距きよ離りが出来る。徐じよ々じよに距離が離はなれ、後続する馬車に追いつかれる。

　窓と並走すれば、ヒョイと手が伸びて綿を一つ放ほうり投げた。窓の外の人物に気付き顔を出したのは……ベールを被かぶった聖女。顔は見えないがナタリアである。

「あら、キャスリーン……じゃなくてキャス、どうしたの？」

「……別に。それより調子はどうですか？」

「その言葉、そっくりそのままお返ししたいわね」

　ベール越ごしでは表情は分からないが、それでもナタリアの声がどこか意地悪気なのは分かる。きっとベールの下では楽しそうに笑えみを浮うかべていることだろう。

　それに対してキャスリーンは溜ため息いき交じりに「本当に何でもないの」と返した。今はキャスとして取り繕う余よ裕ゆうも無く、掠かすれた己の声のなんと沈しずんだことか。これでは何かあったと言っているようなものではないか。

　当然ナタリアもそれを察し、先程までの楽しそうな声から一転して不安気にキャスリーンを呼んだ。

「キャス、どうしたの？」

「……何でもないの。大だい丈じよう夫ぶ」

　呟くように答えつつ振ふり返れば、雑談を交かわす双子の姿。その後ろには公こう爵しやく家の馬車とそれを守る第一騎き士し隊が見える。陰かげになって見えないが、最さい後こう尾びにはブレントがいるはずだ。

　馬上で手綱を握る父の姿を思い描えがき、キャスリーンが母を呼んだ。「お母様」と。双子は雑談で盛り上がっておりこちらの話は聞こえないだろう。もちろんその後ろにもだ。

「……ねぇお母様」

「なに？」

「私も……。いえ、何でもない。ねぇお母様、お父様のことは好き？」

　そうキャスリーンが尋ねれば、返ってきたのははっきりとした「えぇ」という言葉。

　それを聞いてキャスリーンが小さく頷いた。そもそも問うまでも無いことだ。普段から二人は仲なか睦むつまじく、出会いはナタリアの一ひと目め惚ぼれだったと聞いた。

（お母様はちゃんと好きな人と結婚したのよね……。でも、私はどうなるのかしら……）

　自分は誰だれか知らない人と、聖女の力を繫ぐためだけに結婚させられてしまうのか。

　そう考えると胸が痛む。だが問えばナタリアの口から決定打を聞かされそうな気がして、キャスリーンが手綱を握り直した。軽く引けば愛馬が更さらに歩みを緩める。

　馬車との速度の差が出始め、「キャス？」とナタリアが名前を呼んでくる。

　だがキャスリーンはその呼びかけにどう答えて良いのか分からず、

「キース様の様子を見てきます」

　そう告げて馬車を見送った。




　最後尾まで行き、愛馬の歩みを速めて先頭まで戻もどる。

　だがすぐさまアルベルトとの会話に詰つまり、また逃にげるように後続へ……。

　何度も往復するキャスリーンに誰もが疑問を抱いだき、双子は心配そうな表情で声を掛かけてくる。第一騎士隊には何か異変でもあったのかと問われ、中には巡じゆん回かいが必要なら替かわると言ってくれる者もいる。

　だがそれらに対してもキャスリーンは心ここにあらずといった返事しか出来ず、誰のところにも長居することなく手綱を操り続けていた。




　そうして聖堂のある村に辿たどり着く。

　無事に着いたと皆みなが安あん堵どするが、キャスリーンからしてみれば『もう着いてしまった』という焦しよう燥そう感かんしかない。むしろ、どうして今こんな気持ちの時に辿り着いてしまったのかと切なささえ抱く。

　アルベルトとはいまだ碌ろくに話が出来ず、何故なぜこんな気まずい空気になってしまったのかも分からない。今となっては軽い報告でさえ重苦しい緊きん張ちようを感じてしまうのだ。

（まさかこんな気持ちで儀ぎ式しきを迎むかえるなんて……）

　キャスリーンの胸の内に言いようのない感情が募つのっていく。

　今すぐに逃げ出したいくらいだ。まだ嫌いやだと泣き言を言って、もう少し待ってくれと喚わめいて、周囲の呆あきれを募らせてでも儀式を延期してほしいとさえ思える。

　だがもちろんそんなこと出来るわけが無い。そして出来ないと分かっていても願ってしまう自分が情けなく、キャスリーンが溜息を吐つくと共に愛馬から下りた。

（儀式を迎える時には、もっと晴れやかな気分のはずだったのに……）

　一人前の聖女になれるという期待、今まで騎士として務めさせてくれた周囲への感謝、そしてこれからは聖女として仲間を支えていこうという決意……そういったものが胸に宿っているのだと思っていた。少なくとも、初めてキャスを名乗って騎士服を纏まとった時はそう思っていた。

　だからこそ期限付きの騎士業だったのだ。儀式までを自由に過ごし、心残りなく聖女になるために……と。

　だというのにいまだキャスとしての生活に未練が残り、仲間を騙だましていたことへの罪悪感が上乗せされる。そのうえアルベルトとは碌に話も出来なくなり、これがキャスとしての最後なのかと思えば泣きそうだ。

　何もかも中ちゆう途と半はん端ぱ、理想とは程遠い現状に胸が苦しく涙なみだが出そうになる。

　だが次の瞬間潤うるみかけた瞳ひとみを丸くさせたのは、グイと強ごう引いんに腕うでを取られたからだ。驚おどろいて顔を上げれば、そこに居たのはアルベルト。

　彼の藍色の瞳がじっと見つめてくる。それが今だけは鋭するどく胸に突つき刺ささるような気がして、キャスリーンが小さな声で彼を呼んだ。

「……アルベルト隊長」

「キャス、話がある」

　アルベルトに告げられ、キャスリーンが返事をしようとし……言葉を飲み込んだ。

　彼の背後にキースの姿が見える。それと同時に、馬車内で聞いた彼の言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　聖女は次代に力を繫つなげるため、誰か知らない人と結けつ婚こんをする。

　誰か、アルベルトではない誰かと……。

　それを考えるとキャスリーンの胸が痛み、逃げるようにそっとアルベルトから身を引いた。腕を摑つかんでいた彼の手が離れる。

「……キャス」

「もう着き替がえなきゃ……儀式もあるし……」

「儀式が終わったらどうなる？　キャス、聞いてくれ俺は……！」

　急せくようなアルベルトの声にキャスリーンの肩かたが震ふるえる。これ以上彼の声を聞くのが辛く、遮さえぎるように「もう行かなくちゃ」と呟つぶやいて踵きびすを返すと共に歩き出した。

　アルベルトが呼んでいる気がする。だが彼の声を背に聞いても立ち止まることは出来ず、逃げてしまいたい気持ちを抑おさえて歩くだけで精せい一いつ杯ぱいだ。







　用意されていた部屋に飛び込むように入れば、待っていたのは聖女の正装を纏うナタリア。

「あら、酷ひどい顔」

　という容よう赦しやのない彼女の言葉に、キャスリーンが小さく溜息を吐いた。言い返す気も起きない。そもそも酷い顔をしているのは自覚している。

　考えすぎて混こん濁だくする意識と足取りで、キャスリーンが部屋の一角に置いてあるソファーにポスンと倒たおれ込んだ。

「キャスリーン、大丈夫？」

「……大丈夫」

「全く大丈夫じゃなさそうね」

　案じるようにナタリアがソファーへと近付き、空いているスペースに腰こしを下ろした。

　ソファーが揺ゆれ、キャスリーンの頭が擽くすぐるように撫なでられる。顔を上げれば、眉まゆ尻じりを下げて様子を窺うかがってくるナタリアの顔があった。

　頭を撫でていた手がするりと滑すべり、キャスリーンの額に触ふれる。熱をはかっているのだろうか。ヒンヤリとした彼女の手の冷たさが心地ここち好よく、キャスリーンが瞳を細めた。

「知ち恵え熱じゃなさそうね」

「知恵熱って……お母様、酷い」

「冗じよう談だんよ。でもそうね、きっと聖女にとって必要なものが枯こ渇かつしちゃったのね」

「必要なもの……？　それは無くなるものなの？」

　いったい何なのかとキャスリーンが視線で問えば、ナタリアが穏おだやかに笑った。優やさしく、温かく、頼たよりがいを感じさせる微笑ほほえみ。

　次いで彼女はキャスリーンの額を撫で、金糸の三つ編みを優しく揺らしながら「ねぇキャスリーン」と説くように話し出した。

　落ち着きを感じさせる深い声こわ色いろ。まるで小さい頃ころに絵本を読み聞かせてくれたようなその声に、キャスリーンの胸が救いを求めて苦しさを訴うつたえだした。

　渦うず巻まいていた感情が出口を求めて彷徨さまよう。泣きそうだと、いっそ泣いてしまいたいと、そう自覚すればツンと鼻の奥が痛み出した。

「聖女にとって必要なものが何か分かる？」

「分からないわ、私なにも持ってないもの。私なんかじゃ気付けないのよ……」

　グスンと洟はなを啜すすって己おのれの未熟さを訴えれば、頭を撫でていたナタリアの手が今度は鼻先を突っついてきた。泣かないでと言っているのだろう。それでも己の不ふ甲が斐いなさに、キャスリーンが痛む洟を啜る。

　聖女にとって必要なものが何か分からない。

　分からないから未熟なのか、未熟だから分からないのか。

　ナタリアは既すでにキャスリーンが持っていると言っていたが、そんな大事なものは持っていない。もしかしたら、未熟な自分はその重要さに気付かず手放してしまった可能性だってある。

　そう震える声で訴える。未熟と口にすればするほど、言葉が己の中に沈しずんで重しへと変わっていくような気さえする。

　だが事実だ。聖女としても騎き士しとしても半人前で、理想の足元にも及およばない。

　これを未熟と言わずになんと言うのか。

「だから私には無理……。お母様のような立派な聖女になんてなれないわ……。謁えつ見けんの間で言われるままに聖女ごっこをしてればよかったのよ……」

　キャスにならなければ良かった。騎士としての生活も、外の世界も、自由も、何も知らなければ良かった。未熟な聖女はただ飾かざられて、おべっかの中でごっこ遊びの癒いやしを与あたえていればよかったのだ。

　そうキャスリーンが呟き、手た繰ぐり寄せたクッションに顔を埋うずめた。

「キャスリーン、私だって最初から立派な聖女じゃなかったわ。必要なものが何か分からなくて、見つからなくて、見つからないことに焦あせりを抱いだいて、それで……」

「……それで？」

「儀式を迎えるのが怖こわくて、謁見の間から逃にげ出したのよ」

　懐なつかしいわぁ、と間延びするナタリアの声に、キャスリーンが驚いて顔を上げた。

　逃げ出した、とは穏やかではない。だがそれを話すナタリアは懐かしんでいるだけだ。

「謁見の間から逃げ出すって……どうやって？」

「飛んで」

「飛んで!?　どこから？」

「だから謁見の間よ」

「三階よ!?」

　謁見の間は王宮の最上階最さい奥おうにある。高さは三階、下には草が植わっているとはいえ、容易に飛べる高さではない。

　そこから……とキャスリーンが信じられないとナタリアを見れば、視線の意味を察して居い心地ごこちの悪さを覚えたのか、「それほど追いつめられてたのよ」と拗すねるような反論が返ってきた。

　曰いわく、『聖女にとって必要なもの』が何か分からず、そんな状じよう況きようで儀ぎ式しきを迎むかえることが怖くて逃げだしたのだという。そのうえ儀式を終えたら結婚をさせられるとも考えていたのだ、その焦しよう燥そう感かんが高所から飛ぶ恐きよう怖ふより勝まさった……と。

　ナタリアの当時の心境を聞き、キャスリーンがポツリと「私と同じだわ」と呟いた。──さすがに三階から飛びはしないだろうが。……いや、追いつめられたらもしかして……──

「それで、飛んだ後はどうなったの？」

「落ちたわ。さすがの聖女も重力には逆らえないのよ」

「それは分かってるわ。私が聞きたいのは落ちた後」

「その後はね……」

　語ろうとするナタリアの表情が和やわらいでいくのに気付き、キャスリーンがおやと首を傾かしげた。

　先さき程ほどまでの、不安に押し潰つぶされ謁見の間から逃げ出した時を語る表情とは一転している。幸せそうで、嬉うれしそうで、心なしか頰ほおが赤く染まっている。

　まるで夢を見ているかのようなその表情に、キャスリーンがはっと息を吞のんだ。

「その時にお父様に出会ったのね！」

「そうよぉ。落ちた私をブレントが受け止めてくれたの」

　当時王宮の警備をしていたブレントは窓辺で人ひと影かげが動いていることに気付き、その人影が落下したのを見て慌あわてて駆かけつけ受け止めたという。

　まさかそれが聖女とは、それもよりにもよって自ら飛び降りたなどとは露つゆ程ほども思わなかっただろう。ナタリアを庇かばうように背に隠かくし、奇き襲しゆうか内乱かと警けい戒かいして剣けんを抜ぬいたのだという。

「あの時のブレント、凄すごく恰かつ好こ良よかったのよ。一目で恋こいに落ちて、この人って決めたの。それで儀式への同行に彼を捻ねじ込んだのよ」

「……お母様、まさかの前科一犯だったのね」

　自分の時にもやっていたなんて……とキャスリーンが当時から変わらぬナタリアの自由奔ほん放ぽうさに呆あきれる。己の時にやっていたとなれば、娘むすめの時に騎士を数人捻じ込むなど造作ないだろう。

　だがその呆れが顔に出ていたのか、ナタリアに無理やり頭を押さえられてクッションに顔を埋めさせられてしまった。「大人しく話を聞いていなさい」という事なのだろう。

「知れば知るほどブレントのことを好きになって、旅の最中に仕し掛かけて彼を落としたのよ」

「おふぁおあふ母ぁふぁ様、やふぅやるう」

「そうして旅を終えて、聖女として十分な力を得たの。必要なものに気付いたというより、元々あったものをブレントが気付かせてくれたのよ」

「そうだったのね……」

　両親のなれそめに、キャスリーンはクッションから顔を上げるとほぅと吐と息いきを漏もらした。

　多少衝しよう撃げき的なこともあったが、それでも素す敵てきな話ではないか。聖女と騎士が出会い恋に落ち、そして聖女は探していた力を得た……。まるで恋れん愛あい物語のようだ。

　それを考え、キャスリーンが納なつ得とくしたと頷うなずいた。

「分かったわ……。つまり聖女に必要なのは、旅の同行者を無理に捻じ込むくらいの強ごう引いんさ」

「違ちがうわ」

「窓から飛ぶ跳ちよう躍やく力？」

「違う」

「……色いろ仕じ掛かけは私には無理よ」

　キャスリーンがしょんぼりと己の──体の──未熟さを嘆なげく。

　だがそれもまた違っていたのだろう、再び後頭部を押されてクッションに顔を埋めさせられてしまった。「それも違うわよぉ」というナタリアの声は相変わらず穏やかで優し気だが、どうしてか冷ややかな空気が漂ただよっているように思える。

　キャスリーンがクッションに顔を埋めつつ謝罪の言葉を口にし、母の手が頭から離はなれると共にそっと顔を上げた。

「でも、それなら聖女に必要なものって何なの？」

　回答を急せかせば、ナタリアが穏やかに笑う。

　その表情に焦じらすような色は無く、そして意地悪気なものでもない。答えを教えてくれるのだと察し、キャスリーンが慌てて起き上がると向き直るように座り直した。

　ナタリアの手が再びキャスリーンへと向かう。その指先が触ふれるのはキャスリーンの胸むな元もと。

「聖女に必要なもの……それはね、愛よ」

「愛？」

　ナタリアの言葉に、キャスリーンがキョトンと目を丸くさせた。

　もっと具体的なことを言われると思っていた。だというのに彼女の口から出たのは『愛』。

　それに対しキャスリーンが何と答えていいのか分からずにいると、ナタリアがクスと笑って抱だき締しめてきた。優やさしく包み込まれ、キャスリーンが温かな腕うでの中で母を呼ぶ。

「キャスリーン、私達は人を癒いやす力を持ってるわ」

「……えぇ、私は未熟だけど」

「でも考えてみて、聖女が人を癒やすなら、誰だれが私達聖女を癒やしてくれるの？」

「誰って……」

　言いかけ、キャスリーンが口を噤つぐんだ。

　明確な答えが返せない。それでも何か言おうとしていると、ナタリアの手が優しく背中を撫なでてきた。

「聖女を癒やして力を与えるのが愛よ。周囲に愛され、周囲を愛して、そうしてようやく私達は聖女としての力を使えるの」

「……だから愛が必要なの？」

「考えてもみなさい、私達を愛してくれない世界をなんで癒やさなきゃいけないの。見返りを求めて当然じゃない」

　まるで子供の言い分のようにきっぱりと言い切るナタリアに、キャスリーンがしばらく目を丸くさせ……次いでふっと笑い出した。
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『見返りを求めて当然』などと聖女らしからぬ理り屈くつではないか。だがなんともナタリアらしくて、キャスリーンが耐たえ切れないと笑い出した。

「そうね、見返りね……。お母様らしい」

「あら笑うなんて失礼ね。私だけじゃなくて聖女はみんなそうよ。愛を求めるものなの」

「でも言い方があるでしょ」

「そうねぇ。私の母は『愛してくれない国なんて廃すたれてしまいなさい』って常々言ってたわね。確かに言い方は人それぞれだわ」

「お婆ばあ様さまも相当だったのね……。この祖母にしてこの母あり、ね」

「この母にして、この娘あり、よ」

　キャスリーンの言葉に同じようにナタリアが返し、よりいっそう強く抱き締めてきた。

　強く優しいこの抱ほう擁ように、キャスリーンもまた抱き着いて返す。全身で感じる温かさに胸の内に溜たまっていた靄もやが溶とけ、強こわ張ばっていた思考も溶けていく。

「キャスリーン、聖女に必要なのは愛よ。周囲に愛され周囲を愛して……そして自分自身を愛してあげるの」

「……自分を？」

「えぇ、自分を愛して自分を誇ほこって、そうして立派な聖女になるのよ。ねぇキャスリーン、キャスのことは嫌きらい？」

　ナタリアの問いかけに、キャスリーンが抱き締められたまま小さく息を吐はいた。

　キャスリーンとキャスは同一人物だ。そんなこと当然だが彼女は知っている。

　それでもあえて『キャスリーン』に『キャス』のことを聞いている。その意味を察し、キャスリーンが小さく「そうね……」と呟つぶやいた。

「キャスの事が好きかどうか分からないわ。だって彼女、騎き士しとして半人前なんだもの。碌ろくに戦えなくて足を引っ張ってばかり。皆みんなきっと強い騎士が仲間だったらって思ってるはず……」

　細い声でキャスリーンが答える。

　それを聞いたナタリアの手がそっと優しく背中を撫で、擽くすぐるように三つ編みを揺ゆらした。その手の動きにキャスリーンの胸の内に溜まっていたものが熱になって込み上げてくる。

　呼吸が震ふるえ、目め尻じりに涙なみだが溜まっていくのが分かる。

「それならキャス。貴女あなたはキャスリーンの事は好き？」

「……分かりません。だって彼女は聖女として半人前だから。惰だ性せいでまわりに言われるまま癒いやしの力を使って、きっと皆もっと立派な聖女が良かったって思ってるはず……」

　掠かすれる声で今度はキャスとして答え、キャスリーンが瞳ひとみを閉じた。

　目尻に溜まっていた涙が頰ほおを伝って落ちていく。ナタリアの手がそれを促うながすように背を撫でてくる。温かな手。触れた箇か所しよから焦しよう燥そう感かんが溶け落ち、涙となって溢あふれていく。

　渦うず巻まいていた思考が緩ゆるやかに紐ひも解とかれ、キャスリーンは深く息を吐くと共にゆっくりと意識を解ほどけさせていった。







　ふと、目が覚めてキャスリーンがゆっくりと体を起こした。

　いつの間に眠ねむっていたのか、ぼんやりとした意識で「お母様？」と微睡まどろんだ声をあげる。だが部屋を見回しても母の姿は無く、返事も無い。

　次いでキャスリーンが視線を己おのれの体に向けたのは、一枚のマントが掛かけられていることに気付いたからだ。濃のう紺こんのマント。騎士服と合わせて作られたそれは、他ほかでもない……。

「……アルベルト隊長」

　マントの主あるじの名を口にする。

　小こ柄がらなキャスリーンなら包まれてしまいそうなマントは、他でもないアルベルトのものだ。

　だが持ち主が分かってもそれがなぜここで自分に掛けられているかが分からず、キャスリーンがマントを抱き寄せて再び周囲を窺うかがった。

　その瞬しゆん間かん、カタンと音がして壁かべに設けられている扉とびらが開いた。隣りん室しつと繫つながっているのだろうか、そこから姿を現したのは……アルベルトだ。

「すまない、起こしたか？」

「い、いえ……大だい丈じよう夫ぶです」

　座り直しながらしどろもどろでキャスリーンが告げれば、アルベルトが頷いて返すと同時に隣となりに腰こしかけてきた。手にしていたティーカップを差し出してくる。受け取れば温かな湯気と共に紅茶の香かおりが鼻を擽った。

　だが一口飲んでも味も何も感じないのは、隣に座るアルベルトが気になってしまうからだ。

　いつから居たのか、どうしてここに居るのか、そもそも今は何時なのか、ナタリアはどこにいったのか……そんな疑問が次から次へと頭に浮うかんで、何から話して良いのか分からなくなる。

　そもそも、どのタイミングで話しかけて良いのか……それすらも分からず、出来ることと言えば紅茶とアルベルトに交こう互ごに視線をやるだけだ。

　そんなキャスリーンの動どう揺ようと混乱を知ってか知らずか、アルベルトがコホンと咳せき払ばらいをした。

　まるで今から話をすると言いたげなその咳払いに、キャスリーンがじっと彼を見つめる。だが藍あい色いろの瞳はこちらを向くことなく、ただ正面を向いている。

「……話はナタリア様から聞いた」

「お母様から？」

「元々キャスに話があってきたんだ。そうしたらナタリア様に話があると言われて……」

　そこで聖女について聞かされたのだという。その話に、キャスリーンの心臓が跳はね上がった。

　聖女に必要なものは『愛』。

　それを知りアルベルトはどう思ったのか……。

　だがそれを問うより先に、アルベルトが己の頭を搔かいた。藍色の髪かみが揺れる。彼が困った時によくする仕草だ。その癖くせを知っているからこそ、彼がこの話題で困っているのだと分かり、キャスリーンの胸が締め付けられる。

　そんなキャスリーンの視線に気付くことなく、アルベルトは数度頭を搔き、溜ため息いき交じりに「難しいな」と呟いた。

「難しい……？」

「あぁ、それが聖女の力になると言われても、俺には今一つピンとこない」

「……そう、ですよね。私も」

　分からない、と言いかけてキャスリーンが彼のマントをぎゅっと握にぎりしめた。強く握ったら皺しわになってしまうだろうか？　だが力を込めていないと手が震えてしまう。

（私もよく分からない。でも……もしも本当に聖女に愛が必要なら、叶かなうならアルベルト隊長と……。なんて、そんなこと考えちゃ駄だ目め、困らせるだけ……）

　そう自分に言い聞かせ、ほんの少し浮かびかけていた期待を心の底に押し隠かくす。

　今はアルベルトを見ることも辛つらい……そうキャスリーンが瞳を伏ふせ、ゆっくりと俯うつむいた。だが次の瞬間ぱちんと瞳を瞬またたかせて顔を上げたのは、アルベルトの手がポンと頭に乗ったからだ。

　見れば、彼は普ふ段だん通りの優やさしい表情を浮かべている。

「たとえキャスが自分に自信を持てなくても、俺はキャスを立派だと思ってる。もちろん、キャスリーンとしてもだ」

「……立派？」

「あぁ、聖女に大事なものは自信なんだろ。人を励はげましたり自信をつけさせる術すべはよく分からないが、それでも良いなら俺の話を聞いてくれるか？」

「自信……」

　キャスリーンが告げられた言葉を口にする。

　その間もアルベルトは時に言葉を探すように悩なやみ、時にキャスリーンの頭を撫なで……と、迷いながらも励ましてくる。

　果てには数度キャスリーンの頭を撫で、はっと息を吞のむと「これは子供扱あつかいじゃないからな」と手を離はなした。頭を撫でられたキャスリーンが子供扱いされていると思い、自信を失うかもと危き惧ぐしたのだろう。慌あわてて説明するアルベルトをキャスリーンが小さく笑えんで見上げた。

　真ま面じ目めで、そして少し不器用な彼らしい。

（お母様は愛とは言わなかったのね……）

　はたしてそれはいつものナタリアの揶揄からかいなのか、それともアルベルトには話す必要は無いと判断したからか。もしくは、アルベルトには……アルベルトにだけは、キャスリーン自ら告げろということなのか。

　ナタリア本人がいない今、それを確かめることは出来ない。

「キャスリーン、俺はお前を立派だと思ってる。そりゃ頭を撫でたり戦場では心配しすぎたりするが、別に子供扱いしてるわけでも半人前だと思ってるわけでもない」

「……アルベルト隊長。でも、私なんて」

「そんなに自分を卑ひ下げするな。それに、俺はお前に救われたんだ」

「隊長が私に？」

　アルベルトの話にキャスリーンが首を傾かしげる。

　キャスとして彼の部隊に入って数年経たつが、どれだけ思い返しても彼を救った記き憶おくはない。仕事を手伝ったり雑用をこなしたり、せいぜいがその程度だ。逆に彼に助けられたことならば数え切れないくらいある。

　だがそれを訴うつたえてもアルベルトは穏おだやかに笑うだけで、「子供扱いじゃないからな」と念を押すと共にポンとキャスリーンの頭に手を置き、ゆっくりと話し出した。




　それはキャスリーンがまだキャスになる前、アルベルトが第四騎き士し隊に配属された直後。

　アルベルトは元々王都から遠く離れた地で騎士として務めていたが、その地での活かつ躍やくが評価され、なにより『氷騎士』の異名が知れ渡わたり王都に呼び寄せられたのだという。

　配属先は、爵しやく位いも身分も関係なく雑多に集められた第四騎士隊。王都にくるなり彼等を率いるように言われ、馴な染じむ間もなく隊長の任を与あたえられたのだという。

　遠方から単身訪おとずれた騎士が隊長に、それも氷騎士となれば、周囲が気後れするのも仕方ない。アルベルトも周囲とどう接して良いのか分からず、隊長の任こそこなすが部下とは大きな溝みぞを感じ、それを埋うめる術なく過ごしていたという。

　あの双ふた子ごでさえ、当時はアルベルトを敬遠していたのだというからよっぽどだ。

「どうして良いか分からず、どうにも出来なかった。そんな態度がまた『氷騎士』と言われて、周囲から恐おそれられる。悪あく循じゆん環かんだ」

「そんな、でも今は……」

「あぁ、今はもう違ちがう。キャス、お前が来てくれたからだ」

　当時を思い出しているのか、アルベルトが瞳を細めて見つめてくる。

　かつてを懐なつかしむその表情は穏やかで、頭を撫でてくる手は温かい。到とう底てい氷騎士とは思えない。常々彼には似合わぬ異名だと思っていたが、まさかそこに自分が関かん与よしているとは思わず、キャスリーンが話の続きを促うながすように彼を見つめた。

　その視線の意味を察してか、アルベルトが再び口を開く。




　アルベルトが第四騎士隊の隊長に着任して数年後、周囲と打ち解けることも出来ず諦あきらめていた頃ころ、彼に託たくされたのがキャスだ。

　家業を継つぐための勉強として王都に来たが、昔からの夢であった騎士への道も諦められずにいる。だからこそ二つをこなそうとする小こ柄がらな少女。

　任されたアルベルトが困こん惑わくしたのも仕方あるまい。自分より適任がいるのではないかと、それこそ双子のような親しみやすい者の方が良いのではと訴えたという。──それを聞き、キャスリーンが「双子に！」と悲鳴じみた声を上げた。双子に預けられていたら、今いま頃ごろキャスリーンは騎士の制服ではなくネズミの着ぐるみを着て、三食シーフードサラダを食べる生活を送っていただろう。そんな訴えにアルベルトが慌てて「双子の性格を知らなかったんだ」とフォローを入れてきた──

　そんな状じよう況きようだが、それでもと押されてアルベルトはキャスを預かることにし……、

　そしてアルベルトの生活が一変した。

　なにせ預かったのは、今まで碌ろくに剣けんを扱ったことのなかった小柄な少女。

　本人は騎士としてやる気に満ちており、支給された剣を手に──それも時折は剣の重みに負けてふらつきながら──あっちこっちと走り回る。

　騎士隊長として、上官として、預かった身として、いやむしろ最も早はやそんなもの関係なく、彼女が怪け我がをしないか無理をしないかと気が気ではない。

　おかげで戦場でも訓練中でも私生活でも、アルベルトは「キャス、危ないぞ無理はするな」「キャス、どこに行くんだ遠くに行くなよ」と少女の名を呼んで後を付いて回るようになった。

　その姿は氷騎士の異名とは程ほど遠とおい。戦場でいかに冷静沈ちん着ちやくに戦っても、敵味方問わず周囲に寒気を覚えさせる強さを見せても、ひとたびキャスの声を聞くと「どうしたキャス、何があった！」と駆かけつけてしまうのだ。──「ちゃんと倒たおすべき相手は倒しているからな」というのはアルベルトのせめてもの言い分──

　そんな姿を見続け、周囲は次し第だいにアルベルトへの印象を変えていった。

　キャスが直すぐに周囲と打ち解けたのも影えい響きようしていただろう。なにせキャスの側そばには必ずアルベルトが居て、キャスを囲めば自然と彼も輪に入るのだ。

　雑談の最中にキャスから「ねぇアルベルト隊長」と話しかけられればアルベルトも会話に加わり、そしていつしか周囲は恐れることなくアルベルトに接し、そしてキャスを介かいすることなく話しかけてくるようになっていた。

「最初に俺に……キャスを介さず俺だけに声をかけてきてくれたのは双子だ。あれは、俺がキャスの武器について悩んでいた時だ」

「私の？」

　アルベルトの話を聞き、キャスリーンがソファーに立てかけていた己おのれの武器に視線をやった。

　細身のレイピア。柄つかには彫ほり込みがされており、武器としても造りが良く飾かざりとしても遜そん色しよくない美しい一品だ。頑がん丈じようだが軽く、キャスリーンにとっては剣より扱いやすい。

「もっと刀身を短くするべきか、それとも剣じゃなく軽いものの方が良いかと探してたんだ。その時に双子がレイピアはどうかと声を掛かけてくれた」

『アルベルト隊長、キャスに持たせるならレイピアが良いんじゃないですか？　小さいキャスがレイピア持ってたら面おも白しろいし』

『そうそう、小さいキャスがちょこまか動いてレイピアでツンツン敵を突つっつくなんて最高じゃないですか』

「……そう言ってたな」

「双子めぇ……！」

「あいつらもキャスのことを案じて色々と考えてたんだ。まぁ、照れ隠しなのか本人には言わないでくれって口止めされたけどな」

　素す直なおじゃない、とアルベルトが笑う。当時レイピアを提案されたアルベルトは、これは良いとさっそくキャスに話をしようとし……そして『自分達の提案とは言わないでください』と双子に口止めされたのだという。

　いったい何故なぜかと問えば、返ってきたのは『アメとムチ』という言葉。

　これにはアルベルトも目を丸くさせてしまった。もっとも、今では「あいつららしい」と笑うだけだが。

『子供を育てるには甘やかすだけじゃなく、時には厳しく接しなきゃダメなんですよ。騎士を育てるにも、優やさしい上官と厳しい先せん輩ぱい、このバランスが大事です！』

『いや、お前達は厳しいというか単にキャスを揶揄ってるだけじゃ……』

『とにかく！　キャスは俺達の仲間、第四騎士隊の一人！　俺達みんなでキャスを育てるんです。なぁロイ！』

『そうですよ。キャスは第四騎士隊の一人！　……もちろん、アルベルト隊長、あなたもね』

　そう告げて双子が顔を見合わせて笑う。予想しない事を言われて啞あ然ぜんとするアルベルトの反応を、してやったりと楽しむような笑えみだ。

　あの時のこと、彼等の表情、告げられた言葉……。まだ鮮せん明めいに覚えている。そうアルベルトが話し終え、最後にポンとキャスリーンの頭を軽く叩たたいた。

「それからは俺もキャスを通さずに周囲と打ち解けるように励はげんだ。さすがに最初はキャスを介したり口実にも使ったが……それでも、俺なりに皆みんなと接するようにしたんだ」

「そうだったんですね……」

「本当は俺も、仲間と馬ば鹿かやって騒さわぐのに憧あこがれていたんだ。だけど氷騎士と恐れられ、どうしようもないと諦めていた。そんな俺に切り開くチャンスをくれたのは、他ほかでもない、キャスだ」

　藍あい色いろの瞳ひとみがじっと見つめてくる。彼の話に、告げられる言葉に、真っすぐなその眼まな差ざしに、キャスリーンも見つめ返しながら彼の名を呼んだ。

　大事にしてもらっているとは思っていた、可愛かわいがられているとは分かっていた。だけどここまで思われていたなんて……。

　そうキャスリーンが心の中で呟つぶやき、徐じよ々じよに熱を宿していく胸むな元もとをぎゅっと押さえた。手の震ふるえは既すでに収まった。だけど今度は鼓こ動どうが落ち着きを失ってしまった。

「キャス、俺はキャスを立派な騎士だと思っている。小柄でも臆おくすることなく戦い、仲間が怪我をすれば必ず駆けつける。大事な仲間だ。未熟なんて思わない。皆みんなだってそうだ、怪我をすればキャスを呼ぶ。頼たよっているからだ」

「でも……」

「ローディスが傷が治っているのにキャスに『いつものおまじないを』と頼たのんだだろ。キャスが手当てをしてくれる、自分のために無事を祈いのってくれる、それが嬉うれしいんだ」

「だけど、それだって気休め程度です。立派な聖女だったら、もっと有効的に力を使えていたかもしれない……」

「それでも、俺はキャスリーンも立派だと思う。自分の役割を考え、そのうえで道を切り開こうとした。聖女としての責任や期待は相当だろうが、それでも背負って儀ぎ式しきを迎むかえようとしている。強くないと出来ないことだ」

「私、強くなんか……。聖女としてだって、いつも些さ細さいな申し出ばかりだし……」

「ナタリア様から聞いたんだが、皆小さな理由を付けて謁えつ見けんを申し込んできたんだろう。俺はそれがキャスリーンに会いたいからだと思う。大事だから会いたいんだ、大事だからキャスリーンの願いを叶かなえようとしてくれた。キャス、お前がいることこそキャスリーンが周囲に大事に想おもわれている証あかしだ」

　頭を撫なでていたアルベルトの手がゆっくりと金の髪かみを滑すべり、キャスリーンの頰ほおに触ふれる。

　指先で目め尻じりを撫でられ、そこで初めてキャスリーンは自分の頰に涙なみだが伝っていることに気付いた。ゆっくりと息を吐はけば、それに合わせて大おお粒つぶの涙が頰を伝う。

　未熟だと半人前だと、そうキャスリーンとしてもキャスとしても己を蔑さげすんでいた。

　だけど第四騎き士し隊の皆はキャスを一人の仲間として共に戦い頼ってくれた。怪我をすると一番に呼んで、手当てをしてくれと頼ってくれた。

　聖女としてだってそうだ。どれもこれも軽い申し出だと考えていたが、その申し出だって手間が掛かる。それでもみな足あし繁しげく通ってくれていた。力を使うと感謝してくれていた。

　アルベルトの言う通りだ。本当に聖女として囲われていたのなら、騎士として生活するなど許されるわけがない。たとえ偽いつわりの身分だとしても、それは周囲が『キャスリーンのために』と用意してくれたものなのだ。

　キャスリーンもキャスも、大事に想われていた。

　未熟だ半人前だと決めつけて、自分だけが見ていなかった。

　自分だけが自分を嫌きらいでいた。

「私……自分のことばっかりで周りが見えてなかった……」

「余よ裕ゆうが出来たら周りを見ればいい。もう大だい丈じよう夫ぶだろう？」

「……はい。私、もう大丈夫です。ちゃんと周りを見て、ちゃんと気付いて……キャスリーンとしてキャスのことを、キャスとしてキャスリーンのことを好きになれます」

　潤うるんだ瞳でキャスリーンが微笑ほほえんで告げれば、アルベルトもまた柔やわらかく笑って頷うなずいた。

　次いで再び彼の手が優しく目尻を撫でてくる。今いま更さらながらに泣いてしまったことが恥はずかしく、キャスリーンが照れ隠かくしに笑う。「泣いたことを双ふた子ごには言わないでくださいね」と告げれば、彼の笑みがどことなく意地悪なものになり「さぁどうかな」と返されてしまった。

　そうしてアルベルトがゆっくりと瞳を細め「キャス」と深い声で呼んできた。彼の瞳が一いつ瞬しゆんだが揺ゆらいだ気がして、キャスリーンが先を促うながすように見つめ返す。

「皆お前を大事に想ってる。……それでも、もしどうしても逃にげたいことがあるのなら、例えば聖女としての義務で……でも、逃げたいと思うことがあったなら……」

「……アルベルト隊長？」

　アルベルトの口調が次第に落ち着きをなくし、らしくなく言い淀よどむ。心なしか頰に触れている彼の手が熱を持ち、名前を呼ぶとピクリと指先が揺れた気がした。

（聖女としての義務……。それって結けつ婚こんのこと……？）

　もしかして、と浮うかんだ考えにキャスリーンが小さく息を吞のむ。

　だが自ら確かく認にんすることは躊躇ためらわれ、じっとアルベルトを見つめて続く言葉を待った。頰が熱い。これは彼の手から伝わる熱か、それとも己おのれの頰も熱をもっているのか……。

　その熱が心臓にまで到とう達たつしたのか、キャスリーンの鼓動が速まり出した。アルベルトが何かを発しようとする、彼の唇くちびるの動きが今は妙みように遅おそく見える。

「……それでも逃げだしたい時は俺に言ってくれ。キャスもキャスリーンも、必ず俺が救ってみせる」

「アルベルト隊長……」

　告げられた言葉にキャスリーンの胸が高鳴る。

　浮かされるように彼の名前を口にすれば、頰を撫でていた手が再び頭に戻もどってきた。

「危ないから窓から飛ぶなんて無む茶ちやはするなよ。迎えに行くから、大人しく待っててくれ」

　ポンポンと軽く頭を叩き冗じよう談だん交じりに告げてくるのは、照れ隠しだろうか。彼の頰が赤くなっているのを見て、キャスリーンの胸が更さらに鼓動を速めた。

　己の不ふ甲が斐いなさを痛感し苦しさを訴うつたえ、アルベルトと話すことで落ち着きと和やわらぎを得て、今は体の中で響ひびきそうなほど強く鼓動を打っている。

（こんなにドキドキしてたら心臓が持たないわ……。顔が真っ赤になっていたらどうしよう。ベールがあれば顔を隠せるのに……）

　これ以上アルベルトを見つめていられず、せめてとキャスリーンが目を瞑つぶった。

　胸が高鳴り顔は熱く、恥ずかしくて彼の視線に耐たえられない。それでいて彼から目を離はなすことも誤ご魔ま化かすことも出来ないのだ。これはもう目を瞑るしかない。そうキャスリーンが耐えるように目を瞑れば、頭を撫でていたアルベルトの手がピタと動きを止めた。

　いったいどうしたのか、頭上に置かれた手が動かない。だがしばらくするとゆっくりと動き、再びキャスリーンの頰へと触れてきた。

　大きく温かな手が頰を包んでくる。目を瞑ったせいで視界は真っ暗だが、彼の手の動きは肌はだを伝って分かる。

「……キャス」

　と、アルベルトの声が聞こえてくる。

　深く優しい声。だがその声がどこか熱を持った吐と息いきのように聞こえるのは、目を瞑っていて彼の表情が見えないからだろうか。今どんな表情をしているのか、困っているのか、微笑んでくれているのか……。

　もしも微笑んでくれているなら、それはきっととても穏おだやかな表情だろう。

　そう考えるだけで心音が体の中で木霊こだまする。いつも頭を撫でてくれる手なのに、今だけは妙に意識してしまう。触れている頰が焦こげてしまいそうなほど熱い。

「キャス、俺は……」

　アルベルトの声は呟くように小さい。真っ暗な視界では彼の表情はもちろん彼との距きよ離りも分からず、まるで耳元で囁ささやかれているように聞こえキャスリーンの中で熱が増す。

　頰に触れている彼の手がほんの少し動いた気がする。親指がゆっくりと肌を擦さすり、キャスリーンの唇に触れる。

　そうしてアルベルトの指が擽くすぐるように唇を一度撫でた。まるで何かを確認するかのように。

　その動きにキャスリーンの肩かたがピクリと震え、心臓が今日一番大きく跳はね上がった。

　だが次の瞬間……、

「アルベルト隊長！　大変です！」

「キャスリーン様が！　何者かに攫さらわれました！」

　そう喚わめく双子の声と共に壊こわさんばかりに扉とびらを叩たたかれ、キャスリーンはもちろんアルベルトも大きく肩を震わせた。
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　キャスリーンとアルベルトが揃そろえたように立ち上がる。急いで扉を開ければそこには息を切らした双子が居おり、二人を見ると我先にと話し出した。随ずい分ぶんと慌あわてており話は要領を得ず、「キャスリーン様が」だの「どこかに」だのと繰くり返すだけだ。

「おい落ち着け、順を追って話せ！」

　そうアルベルトが双子を宥なだめれば、ようやく我に返ったのかどちらともなく大きく息を吐はいた。次いでローディスが話し出す。

「キャスリーン様はさっきまでキース様と話をしてたらしいんです。その途と中ちゆうで……」

「申し訳ない。やはり全すべてエルウィズ家が原因だった」

　説明するローディスの言葉を遮さえぎるように、一人の声が割って入ってきた。

　誰だれもが視線を向ければ、そこにはキースの姿。彼の隣となりにはブレントが居り、その姿にキャスリーンが小さく息を吞んだ。頭部には包帯が巻かれ、キースに支えられながら歩いている。

　明らかに怪け我がを負ったと分かるその痛々しい姿に、「お父様！」と名を呼んで駆かけ寄りたい衝しよう動どうを既すんでのところで抑おさえる。アルベルトがそっと背中に手を添そえてくれたからだ。

　まるで取り乱しかけていた意識を彼の手が引き留めてくれたようで、キャスリーンが己を落ち着かせようと小さく息を吐いた。呼吸すらも震ふるえている。

「ブレント様、どうしました。何があったんですか？」

「情けない話だ。駆けつけたんだが、囲まれて太刀たち打うちできなかった」

　すまなかったとブレントが謝罪する。曰いわく、助けを求めるナタリアの声を聞き駆けつけたは良いが、片手以上の人数に囲まれて彼女を守ることが出来なかったのだという。

　多対一では現げん役えきの騎士と言えども勝てるものではない。とりわけ相手の動きは攻こう撃げきよりナタリアを攫うことに徹てつしていたというのだ。どんな騎士でもこれでは苦戦を強しいられる。

　キースにまで手を伸のばそうとする者を制止し、その隙すきにナタリアを奪うばわれ、奪い返すより先に引き揚あげられてしまったのだという。追おうとしたが馬は無く、殴おう打だされた頭部と痛めた足では碌ろくに動けない。出来ることと言えば声を上げて人を呼ぶだけ。

　それを聞きつけた双ふた子ごが現れ、事態をアルベルトに知らせに来た……。

　一部始終を語るブレントは冷静だ、話も順を追っていて分かりやすい。だが説明し終えると声こわ色いろを途と端たんに忌いま々いまし気なものに変え、唸うなるように「俺の目の前で……」と呟つぶやいた。

　相手を憎にくみ、己を悔くやむ声。優やさしい父から発せられたとは思えぬ声に、キャスリーンの胸が締しめ付けられる。だが目の前で妻を攫われたのだ、その胸中は計り知れるものではない。

　周囲もそれを察し──もっとも、事情を知らぬ者からしたらブレントは目の前で娘むすめを攫われた事になるが──労いたわるように彼を見ている。もちろん多勢に無勢であったのだから咎とがめるような者も居ない。キースだけでも守れたのだからと口々に彼を労ねぎらっている。

　キャスリーンもまたそんな父を労い、次いでキースへと視線をやった。それに気付いたキースが、今度は自分が話し出す番だと察して深く息を吐いた。

「……あれはエルウィズ家の誰かが手配した者で間ま違ちがいないだろう」

「何故なぜ分かったんです？」

「ブレントが来る前、襲おそってきた者達が俺を見てざわついていた。中には俺の名を口にし『話が違う』と騒さわぐ者や、顔を隠かくす者すらいたんだ。元々俺は領地の視察に行くと言って家を出たから、奴やつらにとっては予想外だったんだろう」

　そこまで説明し、キースが再び溜ため息いきを吐ついた。身内の問題に巻き込んでしまった申し訳なさ、まさかと案じていたことが現実になってしまった心労、彼の負担はかなりのものだ。焦あせりを抱いだいているのか、首筋を搔かく癖くせが出てしまっている。

　だがここで彼を労って「辛つらいならもう話さなくても良い」とはいかない。エルウィズ家の跡あと継つぎ争いが根底にあるとなればナタリアの命までは脅おびやかされないだろうが、それでも悠ゆう長ちように構えていられる事態ではないのだ。

　それでもとキャスリーンが彼の隣に並び、そっと腕うでを擦った。先程までアルベルトが自分を支えてくれていたように。彼のような安あん堵ど感かんは与あたえられないかもしれないが、せめてこちらに敵意も恨うらむ気もないと心の中で訴うつたえる。

（ここで聖女として振ふる舞まえたらいいのに。ただ一言でも『兄弟の罪は貴方あなたの罪ではない』と言ってあげられたらいいのに……）

　そう思っても今はキャスとして話を聞いており、聖女であるナタリアは攫われているのだ。

　出来ることはただ腕を擦ってやるだけ。それでもしないよりはましだろうと続ければ、キースがこちらを見つめてきた。

　翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみに以前の精せい悍かんさは無く、酷ひどくやつれたように見える。

「……キャス」

「大だい丈じよう夫ぶです、キース様。キャスリーン様は必ず私達が助けますから」

「あ、あぁ……そうだな。頼たよりにしてる」

　キースの声はいまだ疲ひ労ろうを感じさせ掠かすれているが、痛々しいながらにも笑えんで返すあたり多少は気が晴れたのだろうか。ゆっくりと一度瞳を伏ふせるその表情は、まるで己おのれの動どう揺ようと迷いを断たち切ろうとしているかのようだ。

　次いで彼は瞳を開けると共に顔を上げ、アルベルトに視線をやった。

「……俺は、もしかしたら仕組んだのは末まつ弟ていではないかと思ってる」

「末弟というと、サイラス様ですか」

「あぁ。サイラスは俺達より少し年が離はなれている。兄妹きようだい皆みんなで可愛かわいがって、両親も末の子だと甘やかしてしまった。強請ねだれば何でも与えて、言えばどんな要望も応こたえていた。そのせいで我が儘ままを言えば何でも通ると思っている」

「それで跡継ぎを？」

「いつからか跡継ぎになりたいと言い出した。今までは何でもサイラスの思うようにしてやったが、さすがに跡継ぎまでは譲ゆずれない。あいつにとっては初めて手に入らないものだ。だから強きよう硬こう手段に出たのかもしれない」

　曰く、エルウィズ家の末弟であるサイラスは家族や周囲に甘やかされて育ち、そして甘やかされたがゆえに跡継ぎの座も欲ほつしているのだという。自分は跡を継ぐ気はないとキースが何度説明しても聞かず、自分より優位な兄達を妬ねたんで虎こ視し眈たん々たんと跡継ぎの座を狙ねらう……。

　そこに家名を背負う覚かく悟ごがあるのかは定さだかではなく、兄であるキースでさえ「皆みんなが欲してるから自分のものにしたいのかもしれない」とまで言っている。随分と手が焼ける性格らしい。

　そこまで話し、キースが頭を抱かかえた。エルウィズ家のせいだ……と己を含ふくめて一族を責める。

　確かに問題を起こしたのは末弟かもしれないが、周囲は彼を甘やかし道を正そうとしなかった。責任が無いとは言い切れない。誰よりキース本人が自覚しているのだろう。

「きっと聖女と婚こん約やく出来れば自分がエルウィズ家の跡継ぎになれると考えたんだろう。ブレントを前に言うべきことではないが、末弟のサイラスが逆転するには確かな方法ではある」

　聖女の力は一子相伝。そしてトルステア家にしか聖女の力は宿らない。そんな聖女を家系図に加えれば、その家の地位は一気に飛ひ躍やくする。

　仮にサイラスが聖女と結婚しその間に次代を授さずかれば、エルウィズ家は更さらなる繁はん栄えいを辿たどり、その成果を称たたえて当主は彼を跡継ぎにするだろう。

　聖女の影えい響きようはそれほどなのだ。人の怪我を治すだけではなく、社交界の勢力図を引っ繰り返しかねない。悪用しようとする者が出てもおかしくない。

　むしろ今まで出なかったのが不思議なくらいだ。……いや、もしかしたら。

（……だから国が結婚相手を決めるのかしら。次代に繫つなぐためじゃなくて、聖女を守る為ために）

　そうキャスリーンが心の中で呟いた。

　今までは結婚相手すらも国が勝手に決めてしまうのかと考え、聖女の気持ちなど欠片かけらも汲くんでもらえないのかと嘆なげいていた。だが今では別の角度から考えることが出来る。

　アルベルトに諭さとされ、周囲に愛されていたのだと知った。周りは自分を『お飾かざり聖女』などとは考えていないと知った。守られているのだと気付けた。

　きっとこんなことが起こらないように、大事な聖女が傷つかないように。

　そして仮に聖女自ら相手を見つけたのなら、それを認めて祝ってくれるのだろう。ブレントとナタリアが出会い結婚したように、なによりも聖女の幸せを優先して……。

　もっとも今はそれを確かく認にんしている場合ではない。そう考えてキャスリーンがキースへと視線をやった。青ざめ悲痛そうな表情を浮うかべ、それでも絞しぼり出すような声で話し続けている。

「もしも全てが済んでしまえば、たとえそこに合意が無かったとしても、エルウィズ家は罰ばつせられるのを恐おそれて事実を隠すだろう。子供さえ作ればそれを盾たてに出来る」

「そんな……！」

「事が進めばエルウィズ家の問題ではなく国全体の問題になる。諸外国に知られたら国の恥はじだ。誰だれもが隠し通すはず。そうすればサイラスの一人勝ちだ」

　忌々し気にキースが言い切る。愚ぐ行こうだと分かっていても、それでも事実であることは認めざるを得ないのだろう。彼の手はきつく握にぎりしめられ、力を込めるあまりに白んで震えている。

　キャスリーンがそれに気付き、彼の腕を再度擦さすった。今の彼は実の弟を憎み、愚行が通ってしまう自らの家をも憎んでいる。そしてその中には自分も含まれているのだ。

「兄として、公こう爵しやく家の一人としてこの事実を見過ごすわけにはいかない。この村から少し離れた先にサイラスの別べつ荘そうがある。キャスリーン様はそこに囚とらわれているはずだ」

「案内してくれますか」

「もちろんだ。俺もあいつを甘やかしていた。兄として、道を間違えているなら正してやらなきゃいけない」

　キースの言葉には決意の色が見える。

　たとえそれがエルウィズ家の没ぼつ落らくに繫がるとしても、それでもと考えているのだろう。いくら彼が解決に導いたとしても、ナタリアが傷一つ負うことなく無事に帰って来られたとしても、仕組んだのがサイラスならばエルウィズ家への咎は免まぬかれない。

　それでもと訴うつたえるキースに、アルベルトがその決意を汲んだと頷うなずいて返した。

「参りましょう。サイラス様の別荘まで案内を願います」

「あぁ、誰か馬を貸してくれ。馬車で行けば気付かれる可能性がある」

「ローディス、俺達の馬を連れてきてくれ。ロイ、お前は第一騎き士し隊の召しよう集しゆうを頼たのむ」

　話が終わるや指示を出すアルベルトに、双ふた子ごが返答をしてそれぞれの方向へと走り出す。

　キャスリーンも出発の準備をすべく行動しようとし……最後に一度キースの腕を擦った。双子を見届ける彼の瞳が揺ゆらいでいるように見えたのだ。片手ではいまだ首筋を搔いており、巻いているスカーフが縒よれてしまっている。

「……キャス、これで全すべてが壊こわれると思うか？」

「いいえ壊れません、私達が壊させません。キャスリーン様は必ず救い出しますし、きっと説明すれば許してくださいます」

「……そうだと良いが」

　溜息のように返すキースの言葉にキャスリーンがもう一度彼の腕を擦り、自分の愛馬を迎むかえに廏きゆう舎しやへと向かった。




　第一騎士隊は村に残し、キャスリーン達だけでサイラスの別荘へと向かうと決めた。

　全員が居なくなれば村の者達も何かしらの事態が起きたと気付くだろうし、余計な混乱を招きかねない。まだサイラスの犯行だと確定していないうちに王都に情報が行けばあちらも動き出しかねず、下手へたするとエルウィズ家に話がいってしまう。

　仮にサイラスが犯人だったとして、事が大きくなれば捕とらえるより前にナタリアを連れて遠方に逃にげられてしまう可能性だってある。

　事態の報告は全てが片付いた後、今は早急に対応することを優先する。それがアルベルトが下した判断だった。

　最初こそ同行を申し出ていた第一騎士隊もそれに従い、聖女が攫さらわれたことを悟さとられないよう努めるとアルベルトに誓ちかった。彼等にはいざとなったら村を守る重要な役割がある。

　なにせ攫われたのは聖女と言えども、キャスリーンではなくナタリアなのだ。サイラスにそれが知られた場合、再びこの村に襲しゆう撃げきがくる可能性がある。もちろんそこまでの説明は出来ないが。

「日付が変わるまでに戻もどらなければ、その時は王都に使いを出してくれ」

「畏かしこまりました。儀ぎ式しきの方は」

「キャスリーン様が戻ってきた際に儀式の継けい続ぞくを望む可能性がある。時間を稼かせいでくれ」

「はい。どうかご武運を」

　馬上からアルベルトが指示を出せば、それを聞いた騎士が畏まった態度で返す。両者の間には張り詰つめた空気が漂ただよい、事情を知らぬ者さえも緊きん張ちようを抱いだきかねない。

　現に居合わせた村人達までもが表情を強こわ張ばらせている。何かあったのだろうか……と、囁ささやき合う彼等は随ずい分ぶんと不安そうだ。

　聖女が来るというだけでこの村にとっては一大事。そのうえ儀式の直前に騎士達が険しい空気を纏まといどこかへ行こうとしているのだ、不安に思うのも仕方ないだろう。

　それを察し、キャスリーンが表情をしかめた。真ま面じ目めなアルベルトと厳格な第一騎士隊にとってこの重苦しいやりとりは当然であり、自分達が醸かもしている空気に気付くわけがない。

　これは不味まずいとキャスリーンが心の中で呟つぶやき、次いで周囲を見回した。目的の人物を見つけ、彼にだけ分かるようぱちんとウインクして合図を送る。

「……夜の警けい邏らなんて初めてだから緊張する！　ねぇローディス！」

　と、上うわ擦ずった声をあげると共に振ふり返った。

　ローディスがすぐさまキャスリーンの意図を察して「そうだな！」と笑う。キャスリーンの声こそ上擦ってはいるものの、返す彼の声は普ふ段だん通り陽気なものだ。

　彼の隣となりにいるロイも理解したと言いたげな表情をしている。啞あ然ぜんとしているのはアルベルトと第一騎士隊だけだ。──「真面目過ぎる人達だけ」とキャスリーンが心の中で呟き、次いでそれだと自分と双子が同じ分類なのかと考えて眉み間けんに皺しわを寄せた──

「こんな時間に出歩くなんて滅めつ多たにないもんな。それに、ここら辺って……なぁロイ、お前も聞いたことあるよな」

「あぁ、出るんだってな。……森の中で彷徨さまよって死んだ者の幽ゆう霊れいが」

「え、うそ、幽霊でるの？　やだ怖こわい！」

「まぁ幽霊はデマだとしても、野生の動物は出るらしい。キャス、家族に会えるといいな」

「私の家族は野生のネズミじゃないから！」

　双子に茶ちや化かされキャスリーンが文句を訴うつたえる。だがそれもまた双子を楽しませるだけで、どれだけ怒おこっても咎とがめても返ってくるのは暢のん気きな笑い声だけだ。自ら話を振ったとはいえなんという屈くつ辱じよく、思わずキャスリーンが呻りながら双子を睨にらみ付ける。

　そのやりとりは相変わらずで、重苦しい空気は皆かい無むである。そのうえ会話の意図を察したキースが笑いながら──心労を隠かくしきれぬ痛々しい笑えみだが遠目には気付かれまい──話に加わり、森に出る動物の話をしだした。

　なんとも緊きん張ちよう感かんの無い会話ではないか。けして聖女が攫われそれを奪だつ還かんしに行く直前とは思うまい。……あまりに緊張感が無く警邏とも思われなさそうだが。

　だがそのかいがあり、やりとりを見ていた村人達の表情からは不安げな色が失うせている。「警邏に行くのか」だの「騎士って大変ね」だのと話し合っており、おまけに「楽しそう」という声まで聞こえてくる。

　それを聞いてアルベルトと騎士が顔を見合わせたのは、今の今まで自分達がどれだけ重苦しい空気を出していたかをようやく理解したからだろう。互たがいに瞳ひとみを丸くさせ、次いで乾かわいた笑いを浮かべ合っている。

「そ、それじゃ警邏に行ってくる。適当に食事でもしててくれ」

「はい、畏まりました。お気をつけて……その、野生の動物が出るかもしれませんので」

「あ、あぁ、分かった」

　こういった空気は苦手なのか馴な染じみが無いのか、騎士が取り繕つくろったように「野生のネズミも出るらしいので」と告げる。冗じよう談だんにしては随分と苦しい声こわ色いろではないか。

　これにはさすがにキャスリーンも喚わめく気にはならず、今のは聞き流しておこうと他所よそを向いた。代わりに、馬上から手を伸のばして三つ編みを引っ張ろうとしてくる双子の手を容よう赦しやなく叩たたき落としておく。




　そうして村を発たつ。見送りの姿があるうちはゆったりと馬を進め、それが見えなくなると共に誰からともなく走る速度を上げた。

　曰いわく、サイラスの別荘はここから走った先の森の中にあるのだという。通常の馬の速度ならば数時間。だがそれでは遅おそい。到とう着ちやくする頃ころには夜になる。とりわけ森の中ならば暗くなるのはより早く、道を間ま違ちがえる恐れだってある。

　誰もがそれを案じ、何を言うでもなく手た綱づなを握りしめて馬を駆かけさせた。キャスリーンもまた同様、村の中では双子と共に軽口を叩いていたが、今はその余よ裕ゆうなど無い。

　手綱を握にぎり、愛馬が足を踏ふみ外さないよう落馬しないよう意識を集中させ、先頭を走るキースとアルベルトの後を追う。

（お母様、どうか無事でいて……）

　そう心の中で願う。もしもナタリアに何かあればと考えれば不安が過よぎり、この旅に巻き込んでしまったという罪悪感さえ湧わく。

　彼女に聖女の代理を頼まなければ、あの時すぐに入れ替かわっていれば、眠ねむらなければ……襲おそわれたのは自分だったはずだ。半人前とはいえ騎士として戦えるのだから、襲われても攫われずに済んだ可能性だってある。

　そんな後こう悔かいが矢や継つぎ早に浮うかぶ。

　だがそれを一度搔かき消すようにふると頭を振り、キャスリーンは手綱を握り直した。

（余計なことを考えちゃ駄だ目めよ、キャスリーン。後悔してる暇ひまはないの！）

　今は不安で心を揺るがせている場合ではない、雑念は手綱の操作を誤らせる。

　とにかく今は馬を駆けさせ、サイラスの別べつ荘そうを目指すべきだ。騎士のキャスとして出来る事、それを見失ってはいけない。

　己おのれを叱しつ咤たしつつ走れば、徐じよ々じよに周囲が暗くなり始めた。前方に意識を向けたまま視線だけで空を見れば、既すでに日が落ち始めている。その先に森を見つけ、キャスリーンがゴクリと生なま唾つばを吞のんだ。

　木々が生おい茂しげる中から、突つき抜ぬけるように建物の屋根が見える。なにか、誰だれの家屋か、そんなこと考えるまでも無い。キースが話していたサイラスの別荘だ。




　森の中に入れば周囲は一気に暗くなり、道こそあるものの鋪ほ装そうはされておらず足場も悪くなる。馬の揺ゆれは激しく、小こ柄がらなキャスリーンは馬具の上で跳はねているかのようだ。

　今まで騎き士しとして討とう伐ばつに出ることもあったが、それでもこれほどまでに急を要して森の中を走ることはなかった。体が跳ねるたび馬の首にしがみついて悲鳴をあげたくなる。

「キャス、大だい丈じよう夫ぶか？」

　とは、巧たくみに手綱を操あやつり馬の速度を緩ゆるめてキャスリーンの隣に並んだアルベルト。

　真しん剣けんな表情の彼に案じられ、キャスリーンが頷うなずいて返した。本来であれば「大丈夫です」と返したいところなのだが、あいにくと今は喋しやべれそうにない。揺れが激しく喋れば舌を嚙かみそうだ。

　そんなキャスリーンの返答に、アルベルトもまた一度頷いて返してきた。小柄なキャスリーンにこの速度が辛つらいことは分かっているだろう。それでも『速度を緩めて後から来い』という妥だ協きよう案は口にしない。辛くても付いてこい、そう彼の瞳が告げているような気がする。

（いいことキャスリーン、いえ、キャス。ここは騎士としての意地の見せ所よ！）

　そうキャスリーンが己を鼓こ舞ぶし、横目でアルベルトを一いち瞥べつした。喋ることさえ出来ないのだ、彼の方へと向き直ることなど出来るわけが無い。

　藍あい色いろの瞳がじっとこちらを見つめてくる。その瞳を見つめて返せば、アルベルトが「あと少しだ」とだけ告げて馬の速度を速めた。

　彼の愛馬が嘶いななくと共に脚あしを速め、先頭を走るキースの馬に並ぶ。なんと頼たのもしい背中だろうか。その背中越ごしに建物の影かげが見え始め、キャスリーンが汗あせで滑すべる手綱を強く握った。




　公こう爵しやく家の別荘だけあり屋や敷しきは大きいが、外がい壁へきはツルが絡からみつきヒビが入りと酷ひどく老ろう朽きゆう化かしている。本来であれば来客を持て成していたであろう玄げん関かん口の彫ちよう刻こくも劣れつ化かが目立ち、あちこち欠けてしまっている。

　長く手入れがされておらず、それどころか人の出入りすら無かったのかもしれない。不ふ審しん者が住み着いていないだけ良かったとさえ言える有り様だ。

　キース曰く、末まつ弟ていのサイラスは何でも欲しがるわりに手にしたものは直すぐに飽あきてしまう性格らしい。それでいて誰かに譲ゆずることも嫌いやがる。この建物も元々はキースの別荘だったが、サイラスに強請ねだられ彼に譲り渡わたしたのだという。そして長く放置され、今は廃はい屋おくに近い。

「美しい屋敷だったんだけどな……」

　変わり果てた屋敷を見上げるキースの瞳は随分と切なげだ。首筋を擦さすっていた手をそっと彫刻に伸ばし、欠けた箇か所しよを労いたわるように撫なでる。その動きは憐あわれみすら誘さそう。

　諸外国に渡った際に一ひと目め惚ぼれし、頼み込んで買い取りここに飾かざった彫刻だという。自分が買わなければ今もなお美しく磨みがかれて飾られていただろう、そう話す彼の声には後悔しかない。

　だがいかに彼の胸が痛もうと、かつての記き憶おくに浸ひたって感傷に耽ふけっている場合ではない。キャスリーンが彼の腕うでを撫で、彫刻を見つめる視線を自分へと誘ゆう導どうした。

「……キース様、参りましょう」

「あぁそうだな。中は広いが造りはシンプルだ、覚えてる」

　キースが屋敷内の構造を手早く説明する。元より別荘として建てられたこの屋敷はさほど難解な造りはしていないが、それでも来客を泊とめるため客室は多いという。

　給きゆう仕じ達の出入り口も含ふくめて外に通じる箇所は幾いくつもあり、全員で一カ所ずつ回っていては時間が掛かる。その最中にサイラスに逃にげられる可能性だってある。

「二手に分かれて両りよう端たんから追いつめて行った方が良いだろう」

「分かりました。ローディス、ロイ、お前達は二人で回れ」

　アルベルトの話に誰もが頷いて返し、彼とロイが有事の際の連れん絡らくや対応法を確かく認にんし合う。さすがに今はふざける気は起こらないようで、あれこれと話すロイはなんとも騎士らしい。

　それを見つめていると、キャスリーンの三つ編みがクイと引っ張られた。

　驚おどろいて振ふり返ればローディスの姿。アルベルトと話しているロイの真剣な表情とは違い、こちらは相変わらず悪戯いたずら気な笑みを浮かべている。そのうえ三つ編みをぶんと振ってくるのだから、これにはキャスリーンも制止するように身じろいだ。

「キャス、怪け我がをしないよう気を付けろよ」

「ローディスに言われたくない。いつも怪我するのローディスでしょ」

「そうだな。でもほら、キャスはちょこまかして危なっかしいから心配なんだ。……だから気を付けろ。頼むから無む茶ちやするな」

「……ローディス」

「ネズミ捕とりとか引っかかるなよ」

「ちょっと感動しかけたのに！」

　真剣な声色で茶ちや化かしてくるローディスの足をキャスリーンが踏みつければ、それを聞いたロイが自分もと加わってくる。先さき程ほどの真剣な表情はどこへやら。普ふ段だん通りのやりとりにアルベルトが溜ため息いきを吐つき、「そろそろ行くぞ」とキャスリーンを呼び寄せた。




　そうして屋敷内を見て回る。

　外観と同様に中は劣化が酷く、本来ならば赤く美しく通路を彩いろどっていたであろう絨じゆう毯たんも端はし々ばしに破れが見える。埃ほこりが積もっている箇所もあり、その中に複数の足あし跡あとを見つけてキャスリーンが慌あわててアルベルトの袖そでを引っ張った。

　誰かが行き来した痕こん跡せきだ。それも足跡は真新しく、キャスリーンの緊きん張ちようが増す。

　アルベルトも気付いていたのだろう、一度頷いて返してきた。足跡を見つけて動どう揺ようするキャスリーンと違い彼の瞳ひとみは冷静で、今は冷ややかにさえ見える。ゆっくりと剣けんを引き抜き、まるで庇かばうように数歩先を歩きはじめた。

　キャスリーンもまた彼に倣ならい、レイピアを抜き取ると共にキースを背に庇う。

　そんな静まり返った通路に、カタン……と小さな音が響ひびいた。キャスリーンの心臓が跳ね上がる。むしろ心臓どころか体まで跳ね上がってしまいそうなほどだ。一いつ瞬しゆんにして汗が噴ふき出て、落としかけたレイピアを握り直す。

　今の音は……並ぶ客室の一室からだ。

「アルベルト隊長、今の……！」

「行くぞ。気を付けろ」

　アルベルトの声は強い警けい戒かいの色を感じさせる。音の先に何かいると、そしてそれが好ましくない者の可能性を危き惧ぐしているのだろう。

　剣を手にいつ何なん時どきなにが来ても対応できるようにと構える彼の姿に、対してキャスリーンの心臓は跳ね上がったまま落ち着きを取り戻もどせずにいた。レイピアの柄つかを握る手が震ふるえている。

　これで仮にサイラスや彼の息のかかった者が襲い掛かってきたとして、まともに応戦出来るだろうか。それどころか突とつ如じよ扉とびらが開いただけで腰こしを抜かしてしまいそうだ。

（怖こわい……。でも、せめてキース様だけは守らなきゃ）

　いざとなればアルベルトが剣を振るうだろう。そうなった場合、下手へたな手助けは足あし手で纏まといになりかねない。自分がすべきことはキースを守ることだ。

　半人前な騎士でもそれぐらいは出来る。……いや、半人前だなどという卑ひ下げも言い訳も捨てよう。自分は一人の騎士として出来ることをするだけだ。

　そう自分を奮い立たせるように言い聞かせ、キャスリーンが横目でキースの様子を窺うかがった。屋敷内を歩き出してしばらく経たつが、彼は殆ほとんど喋ることなく時折思い出したように道の案内をするだけだ。

　刻一刻とサイラスに近付いているのを感じているのか。もしくは心のどこかでまだ弟を信じ、事実を突きつけられることを恐おそれているのか。スカーフ越しに首元を押さえる彼の表情は青ざめ強こわ張ばっている。

「大丈夫ですよ、キース様」

「キャス？」

「何があっても私が守ります。これでも騎士ですから」

　小声で告げてキャスリーンが笑ってみせる。頰ほおが引きつるのを感じるが、それでも多少なりは余よ裕ゆうを見せられただろうか。キースが小さく笑えみを零こぼし「頼たよりになるな」と告げてきた。

　だがその表情が一瞬にして強張ったのは、前を行くアルベルトが「ここだ」と呟つぶやいたからだ。見れば、一室の扉にアルベルトが身を寄せ中の様子を窺っている。

「……話し声はしないな」

「さっきの音はお母様……いえ、キャスリーン様でしょうか？」

「中に人がいる気配は無いが……。これだけ廃すたれた屋敷だ、もしかしたら人じゃなくて動物が入り込んでいる可能性もあるからな。なんにせよ。入ってみないと分からないことだ」

　緊張を含んだ声で告げ、アルベルトが扉のノブに手を掛かけた。

　キィ……と金具が錆さびた音が静かな廊ろう下かに響く。まるで緊張をより高めさせるようなその甲かん高だかい音に、キャスリーンが体の震えを抑おさえるように一度深く息を吐いた。

　だが次の瞬間に息を吞のむと共に振り返ったのは、手にしていたレイピアを何かに奪うばわれたからだ。……いや、何かではない、キャスリーンの背後に立ちレイピアを奪えるのなどただ一人。

　キースだ。

　先程まで顔色を青ざめさせていた彼が、今はキャスリーンの手からレイピアを奪い……そして目にも留まらぬ速さで迫せまってきた。まるで星が流れるかのように銀色の刃やいばが光る。

「キャス！」

　その瞬間に聞こえてきたのはアルベルトの声だ。

　それと同時にキャスリーンの体がグイと後方に引かれる。寸前まで迫っていたレイピアの先せん端たんが騎き士し服に掛かり、質のよい頑がん丈じような布を易やす々やすと切り裂さいた。

　呼吸する間も、瞬まばたきする間もないほどの一瞬の事だ。

　後方に引き寄せられたキャスリーンがバランスを崩くずして尻しりもちをつき、その痛みで我に返ると慌てて顔を上げた。それと同時に口にするのは、自分を助けたアルベルトの名前。

　だがその名前を言い終わらぬうちに小さな悲鳴に変えたのは、キースとの間に割って入った彼の胸をレイピアが貫つらぬいたのを見たからだ。細身の刃が体格の良い彼を貫く光景は異質としか言いようがなく、騙だまし絵を見ているような錯さつ覚かくさえ覚える。

　それほどまでに信じられないのだ。だがいかに信じられずとも目の前の光景は事実でしかない。白を基調とした彼の騎士服に赤い染しみが浮うかび、それが浸しん食しよくするように広がっていく。

　レイピアが抜ぬかれれば尚なお更さら浸食は早まり、ついには服を伝って床ゆかに落ちた。真っ赤な絨毯に一いつ滴てきまた一滴と落ちて吸い込まれていく。

　何が？　血だ。

　何故なぜか？　レイピアで貫かれたからだ。

　誰だれが？　……アルベルトが。

　目の前の光景にキャスリーンの中で一瞬にして血の気が引き、慌てて駆かけ寄ろうとし……アルベルトに制止された。

「そこにいろ」

　そう告げてくる彼の声は、庇われているキャスリーンでさえも背筋が震えるほどに低く鋭するどい。

　右手で剣を構え、左手で己おのれの右胸を押さえる。出血を抑えるためか、もしくは痛みを堪こらえる為ためか、押さえる手には力が入っており指先が食い込んでいる。

「アルベルト隊長……」

「大だい丈じよう夫ぶだキャス、落ち着け。キース様なぜこのような事を？」

　呻うめきつつもアルベルトが問えば、キースの表情が僅わずかに歪ゆがんだ。

　痙けい攣れんしているのか目元が震えている。初めて顔を合わせた時には精せい悍かんだと思ったその顔つきも、今は絶望と困こん惑わくしか宿していない。刺さされたのはアルベルト、庇われているのはキャスリーン。だというのにキースもまた悲痛で苦しそうな表情ではないか。

「すまない、だけどもう自由にさせてもらう。これは……キャスリーン様のためでもあるんだ」

「キャスリーン様の……？」

「あぁ、そうだ。俺も彼女も窮きゆう屈くつな生活を強しいられていた。生まれた時から自由なんて一つも無くて、決められた人生を決められた伴はん侶りよと歩かされる。お前達はみんな自由にしてるのに、理り不ふ尽じんじゃないか。だから、だから……」

　だから、と繰くり返し訴うつたえるキースの口調が徐じよ々じよに速くなっていく。

　レイピアを持つ彼の手は震え、左手でガリと首筋を搔かきだした。首元に巻かれたスカーフがずれ、露あらわになった肌はだに爪つめが食い込んでは引っ搔いていく。何度も繰り返されるそれは見ているこちらが痛くなりそうだ。

　無心で首を搔きむしる彼の姿に、スカーフが剝はぎ取られた首筋に幾いくつもの傷きず跡あとがあるのを見て、キャスリーンが小さく息を吞んだ。あれは一度や二度ではない、何度も、長く、何かあるたびに搔きむしった跡だ。

「……キース様」

「本当は二人で攫さらわれるはずだったが、計画が狂くるってしまった。……でも俺とキャスリーン様は自由になるんだ。邪じや魔ましないでくれ。自由にならなきゃいけないんだ。ようやく、やっと……キャス、きみだって言っていただろ、人生を切り開くって。だから僕は……」

「貴方あなたと一いつ緒しよにしないで！」

　キースの言葉に、キャスリーンが声を荒あららげた。

　彼の瞳がこちらに向かう。淀よどんだ瞳だ。自由を得ようとしている者の瞳とは到とう底てい思えない。

　周囲に追いつめられ、そして自らもまた崖がけへと足を進めた者の瞳だ。己の足元のもろさに気付き、それでも認められずに盲もう目もく的てきに己を肯こう定ていする、何も見えていない瞳。

　彼は全すべてを壊こわすと決めた。そしてその先に自由があると言う。

「私は貴方とは違ちがう。こんな方法で得たものを自由だなんて言わない」

「……キャス？」

「こんなの人生を切り開いたなんて言わせない！」

「キャス、まさか……」

　キャスリーンの訴えに、キースの表情が徐々に変わっていく。

　絶望から驚きよう愕がくへ、そして次し第だいに憎ぞう悪おを宿す。翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみが淀み、ギラギラとした歪いびつな輝かがやきを持ってキャスリーンへと向けられる。引っ搔き続けた首筋が赤く染まり、彼の指先に血が付いているのが見える。爪の先がまるでマニキュアを塗ぬったかのように赤い。

　その光景は異様としか言いようがない。だがそれに対してもキャスリーンは臆おくすることなく睨にらみ返し、震ふるえる足でゆっくりと立ち上がった。

「こんな方法、切り開くなんて言わない。周りを見ずに、周りを傷つけて、それで得られる自由なんて本当の自由じゃない」

「キャス、なんできみが……。きみは自由で……だけど、それなら……」

「私は貴方とは違う、ちゃんと気付けた。アルベルト隊長が気付かせてくれた。自分を大事にしないで、自分を愛さないで得られる自由なんてない」

「……自由。だから、俺は、全て壊して……そうすれば……」

「貴方の言う自由なんて私はいらない！　勝手に押し付けないで！」

「キャス、君はなんで騎士の恰かつ好こうを……！　どうして！」

　吠ほえるように声を荒らげ、キースがレイピアを手に駆け出した。

　それを制したのはアルベルトだ。彼は構えていた剣けんを振ふると迷うことなくキースの脇わき腹ばらを切り裂いた。赤い絨じゆう毯たんに血ち飛沫しぶきが飛ぶ。

　だが衝しよう突とつする瞬間に負傷した胸むな元もとを押され力が削そがれたため、その一いち撃げきはキースの動きを止めるまでには至らなかった。いや、本来であれば足を止められたのかもしれないが、獣けもののように呻る今のキースに最も早はや痛覚など関係ないのだろう。狂きよう気きさえ感じる気き魄はくである。

　己の負傷を気に掛ける様子は無く、それどころかアルベルトを振り払はらうと共に止とどめと言わんばかりに彼の右胸を再び貫いた。アルベルトが呻き声をあげ、今度こそ立っていられないとその場に頽くずおれる。

　キャスリーンがアルベルトの名を呼ぶが返事は無く、キースだけがグルリとこちらを向いた。

　濁にごり切ったその瞳にキャスリーンの背に悪お寒かんが走る。足を引こうにも力が入らず、せめてと伸のばされる手から逃にげようと身を捩よじり……。

　そして腹部に走った熱に悲鳴を上げた。

　まるで熱した鉄を押し付けられたような激痛。視界の隅すみで銀色のレイピアが輝くのが見える。

　深々と腹を貫く刃にキャスリーンが視線をやり、次いでその刃は先さきを辿たどるように己を貫く相手を見た。キースの瞳が揺ゆらいでいる、搔きむしられた首筋には幾筋も血が流れている。

　己の仕出かしたことへの恐きよう怖ふか、もしくはアルベルトに脇腹を切り裂かれた激痛が今になって訪おとずれたか、顔色は青ざめ、血の気を失った手が震えている。

「なんで、どうして。俺だって。どうして、何が違う……。俺も自由にっ……！」

　彼の瞳が揺らぎ、次いで大きく見開かれた。驚愕の表情を浮かべ、そして数度短く呼吸をするとゆっくりと頽れていく。

　彼の動きと共にレイピアが腹から抜かれ、抉えぐるようなその動きがより強い熱と痛みを呼びキャスリーンが悲鳴を上げた。声を上げることすらも今は痛みを呼ぶ。

　頽れたキースの背後に立っていたのは、青ざめた表情のアルベルトだ。苦痛を露わにし「キャス」と掠かすれた声で名前を呼んでくる。胸元を染めていた血は先さき程ほどより浸食を広げ、出血の酷ひどさが分かる。

　剣を握にぎる力ももはや無いのか、彼の手から剣が落ちる。刃先は血に染まり、その傍かたわらには倒たおれ込むキース。彼の脇腹と腰こし元もとの二カ所に血だまりを見て、ようやくキャスリーンはアルベルトが彼を切り倒したのだと理解した。

「ア、アルベルト、隊長……」

　彼の名を呼ぶと同時にキャスリーンの足から力が抜け、トサと音を立てて床に落ちた。貫かれた腹部を押さえればヌルリと滑すべる。白い騎き士し服が真っ赤に染まっており、それを見ればより痛みが増してくる。

　呼吸が浅くなり、意識が揺らぐ。足元の感覚が無くなり、ぼんやりとした視界でそれでもアルベルトを見上げた。彼がゆっくりと、そして緩ゆるやかに崩くずれるように自分の前に跪ひざまずく。青白い彼の顔、普ふ段だんは穏おだやかに笑ってくれているのに今は苦痛で歪んでいる。

「キャス！」

「アルベルト隊長！」

　聞きなれた声が聞こえてくる。ローディスとロイの声だ。だがキャスリーンもアルベルトもその声に応こたえることも振り返る事も出来ない。

　そんな二人の姿に、いったいどうしたのかと双ふた子ごが混乱を露わにする。

「ローディス……お母様、は……？」

「キャス、お母様って……。キャスリーン様のことか？　キャスリーン様なら大丈夫だ。眠ねむらされているが無事だ」

「そう……よかった……」

「もう喋しやべるな。今医者のとこに連れてってやる。ロイ、アルベルト隊長を！」

「……待って」

　抱かかえ込もうとするローディスの腕うでを取って制止する。ゆっくりと息を吐はいたつもりが、苦痛と朦もう朧ろうとする意識では呼吸が上手うまく出来ない。浅い呼吸を繰り返すだけだ。

　それでもと己おのれを落ち着かせ、震える手を伸ばした。指先が血で赤く染まっている。その手をそっとアルベルトへと伸ばそうとし……その前に彼の手に摑つかまれた。彼の手はひやりと冷たく、加減が出来ないのか痛いくらいに強く摑んでくる。

「キャス、自分を治せ」

「でも、隊長の方が。だって、胸に。私じゃ、二人は……」

「……駄だ目めだ。二人は治せないんだろ。それなら自分を治せ」

　彼の呼吸も浅く、声は酷く掠れている。二度も胸を貫つらぬかれたのだ、呼吸をするだけで苦痛を呼ぶのだろう。

　そんな彼の訴えに、キャスリーンが震える声で「大だい丈じよう夫ぶです」と返した。腕を摑んでくる彼の手をそっと解き、両手で包み込む。指先が冷たくなっている。

　その冷たさを温めるように強く握りしめ、キャスリーンがゆっくりと息を吐いた。

「大丈夫です……私、出来るから……信じて」

「……キャス」

「アルベルト隊長、私のこと信じてくれますか……？」

「……あぁ、信じてる。信じてるよ……」

　青ざめつつもアルベルトが柔やわらかく笑い、胸元を押さえていた手をそっとキャスリーンへと伸ばしてきた。力無く、それでもポンと頭に手を置いてくる。

　撫なでているつもりなのだろうが、実際はズルズルと滑るようなぎこちない動きだ。だが彼が普段通り撫でようとしているのが分かり、キャスリーンの胸に安あん堵どが湧わく。彼の手が頭を撫でるたび痛みが和やわらいでいく気がする。

　その感かん触しよくを胸に、キャスリーンはゆっくりと意識を集中させ、そっと瞳を閉じた。

（大丈夫、私信じてる。出来るって、私のことを信じてる……）

　そう自分に言い聞かせ、意識を集中させる。

　胸に湧く不安を宥なだめ、自分自身を信じて……。

「信じてるよ、俺のキャス……」

　穏やかなアルベルトの声と共に唇くちびるに柔らかなものが触ふれるのを感じた瞬しゆん間かん、キャスリーンの意識がゆっくりと薄うすらいでいった。
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「壁かべの一部だけ色が違ちがうの。目印はそれよ」

「なるほど。そんな秘密があるんですね」

「周りが暗いなら明かりが必要だ」

　そんな会話が聞こえてくる。

　聞きなれた声だ。だがこの組み合わせで聞くのは初めてではないか……。そんなことを考えつつキャスリーンがうっすらと意識を取り戻もどした。

　眩まぶしい。と、明るい視界にもぞと身じろぐ。それと同時に聞こえてきたのは「起きた！」という双子の声。眩しい視界に二人の顔が映り込む。相変わらず瓜うり二ふたつだ。

「キャス、大丈夫か！　聞こえるか!?」
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「ん……大丈夫……」

「そうか、大丈夫なんだな。見えるか？　聞こえるか？　俺達の区別はつくか？　俺はどっちか分かるか？」

「見えるし聞こえる……。区別はつかないけどローディスかな」

「当たりだ！　良かった、キャスの意識が戻った。ロイ、皆みんなを呼んできてくれ！」

　ローディスの声に歓かん喜きの色が浮うかび、やりとりを見守っていたロイもまた嬉うれしそうに部屋を飛び出していく。

　キャスリーンはそれをぼんやりと見つめ、次いで部屋の中を緩かん慢まんな動きで見回した。村にある宿の一室、ナタリアと話した部屋だ。穏やかに笑ってこちらに歩み寄ってくる母の姿を見つめながら理解する。

　……そう、ナタリアの姿。

「お母様！　無事だったのね！」

「急に起きちゃ駄目よ。キャスリーン、助けに来てくれてありがとう、よく頑がん張ばったわね」

　ナタリアに抱だき締しめられ、キャスリーンの胸に安堵が湧く。それと同時に体が震ふるえ、視界が涙なみだで潤うるみ始めた。

　頑張ったという言葉が胸に染しみ込み、それと同時にあの瞬間の不安や恐怖が蘇よみがえってきたのだ。今いま更さらながらに手が震え、それに気付いたナタリアが宥めるように撫でてくれる。

　見たところ彼女に負傷をした様子はない。自分も、あれだけ呻うめいた激痛も今はない。

　聖女としての治ち療りようが出来たのだ。ならば彼も……とキャスリーンが立ち上がりかけ、

「キャス！」

　と、勢いよく部屋に入り込んできたアルベルトの姿に瞳ひとみを細めた。

　一瞬にして安堵が湧く。瞳が潤み、こちらに駆かけ寄ってくる彼の姿が次し第だいにぼやける。

「アルベルト隊長……。無事で良かった……」

「ああ、キャスのおかげだ。ありがとう」

　アルベルトの姿に負傷の跡あとはない。包帯を巻いている様子も治療の名残なごりも無く、騎士服に血の跡すら無い。今の彼だけを見れば、レイピアで二度も胸むな元もとを貫かれたとは誰だれも思うまい。

　そんなアルベルトはキャスリーンの目の前まで来ると、ゆっくりと手を伸のばしてきた。藍あい色いろの瞳が今までにないほど柔らかく見つめてくる。

　頭を撫でてくれるのだと察してキャスリーンが表情を和らげ……グイと抱き寄せられて瞳をぱちんと瞬まばたかせた。苦しいほどの圧あつ迫ぱく感かんを覚える。彼の腕が自分を捕とらえている。厚い胸むな板いたに触れ、キャスリーンが抱き締められていると理解して慌あわてて顔を上げた。

「ア、アルベルト隊長……？」

「良かった……。無事で本当に良かった」

「あの……その……」

　頭上からアルベルトの声が降り注ぐことが何とも言えず恥はずかしく、もぞもぞと彼の腕の中で身じろぐ。

　そうして数度名前を呼べば我に返ったのか、アルベルトが慌てて手を離はなした。

「す、すまない！　つい感かん極きわまって！　傷は大丈夫か、痛くなかったか？」

「いえ、大丈夫です。傷はもう治ってますから」

　慌てて謝罪するアルベルトに、キャスリーンもまた動どう揺ようして「大丈夫」を繰くり返す。

　そうしてしばらく慌てふためき応おう酬しゆうを繰り返していると、「そろそろいいかしらぁ」と間延びした声が割って入ってきた。見ればナタリアが楽しそうな表情で笑っている。

　その両サイドには双子の姿。これもまた何とも言えぬ楽しそうな笑えみではないか。──キャスリーンが心の中で「一番恐おそれていたトリオが完成してしまったわ……」と呟つぶやいた。もちろん声には出さないが──

「聞いてキャスリーン、貴女あなたが意識を失ってから丸一日が立っているの」

「丸一日……そんなに!?　キース様は!?　儀ぎ式しきはどうなったの!?」

「公こう爵しやくはブレントと第一騎き士し隊が王都に連れて行ったわ。処分は……まだ分からないけど」

　ナタリアが言葉を濁にごして溜ため息いき交じりに告げる。

　だが『連れて行った』という事はキースも無事だったということだ。あの瞬間キャスリーンは力を使うや意識を失ってしまったが、どうやら癒いやしの力は彼のことも救ってくれたらしい。

　もちろんだからといって罪が許されることはないのだが、それでも奪うばわれた屋や敷しきで自由を夢見て息絶えるという悲劇は免まぬかれたのだ。

　良かった、とキャスリーンが安堵の息を漏もらす。あれだけの危機に晒さらされ命を奪われかけたが、だからといって彼の死を望むほどは恨うらめない。彼の取った行動は許し難がたいが、根底にある自由を切望する気持ちは分かるから。

「公爵から伝言よ。『命を救ってくれてありがとう』って」

「……そう」

「首の傷跡も消えたって言ってたわね。そっちの方が感謝してたみたい」

　なんのことかしら、とナタリアが首を傾かしげる。

　彼女の言葉を聞き、キャスリーンの脳のう裏りに血が出ることも厭いとわず首を搔かきむしるキースの姿が思い出された。苛いら立だちをぶつけるように、自分の現状を嘆なげくように、内にこもる憤いきどおりの出口を求めるように……。そうやって今日までやってきたのだろう。

　聖女の力はその傷跡すらも消し去ったのだ。

　もっとも、傷跡が消えたとしても彼の心まで癒いやされるわけではない。これからの彼の人生は過か酷こくなものになり、もしかしたら再び首を搔きむしるような生活を強しいられるかもしれない。

　それでも仕切り直す切っ掛かけにはなっただろう。傷跡も背負うものも無くなり、そして罪を償つぐなった後、そこから広がる人生をどうするかは彼次第だ。

「それでお母様、儀式はどうなったの？」

「儀式をどうするかは貴女が決めるのよ、キャスリーン。これだけの大おお事ごとになったんだもの、王都に戻って日を置いても良いわ」

　一度王都に戻り、全すべて片付いて万ばん全ぜんな状態で戻ってきてもいい。そう話すナタリアに、キャスリーンが首を横に振ふった。

　確かにこれほどまでの大事になれば誰も無む理り強じいはするまい。キャスリーンが「もう少し待って」と言えば誰だって了りよう承しようしてくれるはずだ。

　儀式を待ち望んでいた王宮の重役達も同様。彼等がキャスリーンのことを大事に想おもってくれていると知ったからこそ、事情を話せば理解し十分な時間を与あたえてくれると分かる。

　……だけど、いや、だからこそ。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと儀式を行うわ」

「……キャスリーン、良いのね？」

「決めたの。私ちゃんと聖女であることと向き合うって。それに、もう騎士としては生活出来ないかもしれないけど、ローディスとロイにもバレちゃったし」

　キャスリーンがナタリア越ごしに双ふた子ごを見れば、彼等がニヤリと笑った。

「あのね二人共、私……本当は聖女なの」

「まさかキャスがキャスリーン様だなんて驚おどろいた。なぁロイ」

「あぁ、まさかキャスが……エビじゃなくて聖女だったなんて」

「……まだエビって言うの？」

「俺はまだネズミの可能性は捨ててないぞ。キャスはキャスリーン様で聖女でネズミだ」

「そうか。となるとキャスがキャスリーン様で聖女でエビの可能性も残ってるな」

「そんな可能性は元から無いよ！」

　双子の軽口にキャスリーンが喚わめいて返す。だが相変わらず二人は笑うだけで、ふんと怒いかりを露あらわにすればローディスが三つ編みを摑つかんで揺ゆすりだした。三つ編みをロイに向けてぽんと放ほうり、それを受け取ったロイが再び弾はじいて返す。まるでキャッチボールのようではないか。

　その楽しそうな表情と言ったらない。傍はた目めには宥なだめているように見えるのかもしれないが、キャスリーンにとっては茶ちや化かされているだけだ。──いや、傍目にだって茶化しているように見えるだろう──

　それがまたキャスリーンの怒りを買い、彼等を睨にらみつけ……次いでふっと笑みを浮かべた。

　なんて失礼なのだろうか、これは聖女に対して許される態度ではない。

　……そう、聖女に対する態度ではないのだ。事実を知っても、彼等はいまだキャスとして接してくれる。

「黙だまっててごめんね」

「全くだ。キャスリーン様がキャスだって知ってたら、俺達あんなに畏かしこまって旅に出なくて良かったのに」

「ローディスの言う通りだ。俺達あんなに仰ぎよう々ぎようしく旅に出て、借りてきた猫ねこだったよな」

「そうね、畏まって仰々しかったと思うよ。……最初の数分は。いや、数秒かな」

　冗じよう談だんめいて告げる双子にキャスリーンも乗じて返せば、彼等の笑みがより強まる。

　相変わらずで、その相変わらずが嬉うれしく、だからこそキャスリーンも変わらずに返すのだ。

「キャス、儀式に行くんだな」

「うん、行ってくる。ちゃんと儀式を終えて、一人前の聖女になって、キャスとしても居られるようにする」

「そうか。それなら俺達も準備があるからもう行くな。……ロイ、急ぐぞ」

「あぁ。それじゃキャス、儀式頑がん張ばれよ。……また後でな」

　ニヤリと笑みを浮うかべて部屋を去っていく双子を見届け、キャスリーンが首を傾げた。

　これから行うことは聖女の儀式、キャスリーンが聖堂に行って一晩過ごすだけだ。その間彼等は村の宿で待つだけ。だというのに、いったい何の準備があるというのか。

　帰路のことを話しているのだろうか。だとすると双子らしからぬ準備の速さではないか。

　いったい何の準備なのかとキャスリーンが彼等の去っていった扉とびらを見つめていれば、ポンと頭に手が置かれた。アルベルトだ。

「キャス、儀式の最中に何かあれば呼んでくれ。聖堂だろうがどこだろうが、必ず行くから」

「……アルベルト隊長」

「聖堂に行くのは司祭とだが、翌朝の迎むかえは自由らしい。朝一に迎えに行くよ」

「私、その時はちゃんとした聖女になれてると思いますか？」

「あぁ、キャスは立派な聖女になってる。信じてる」

　穏おだやかに告げてくるアルベルトの言葉と優やさしく撫なでてくる手の動きに、キャスリーンが瞳ひとみを細めて頷うなずいた。

　聖女として儀式を迎えようという決意に、彼が信じてくれていることへの安あん堵ど感かんが加わる。たとえ儀式が無理難題なものであっても、今ならば何でもこなせそうではないか。

　そんな安堵と期待を胸に、キャスリーンがアルベルトを見上げた。藍あい色いろの瞳がじっと見つめてくる。その瞳には迷いも案じるような色も無い。

　そんな彼の視線に応こたえるよう、キャスリーンは胸を張って、

「必ず儀式を終わらせます。任せてください！」

　と答えた。
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　等とう間かん隔かくに設けられたランタンが灯ともる聖堂の中、司祭の声が淡たん々たんと響ひびく。年老いた司祭の声は細く、それでも静まった聖堂の中ならばよく通る。

　聖女としての歴史、力について、これからについて……。

　それを聞くのは、両手を胸むな元もとで組み跪ひざまずき祈いのりの姿勢を取るキャスリーン。天てん井じようの一角に張られたガラスからは月の明かりが降り注ぎ、それを一身に受け静かに祈り続け……そして出で掛かけた欠伸あくびを嚙かみ殺した。

　格式ばった司祭の話は聞いていると眠ねむ気けを誘さそう。再び出掛けた欠伸を堪こらえ……ベールを被かぶっているのだから見えないかと考え、我が慢まんすることなく欠伸をした。次いでチラと上うわ目め遣づかいで司祭が背を向けていることを確かく認にんし、身を屈かがめる祈りの姿勢からぐっと一気に背をそらした。腕うでを伸のばせば関節が小気味よく鳴る。

　だがそのタイミングで司祭が振り返り、キャスリーンが慌あわてて再び祈りの姿勢を取った。見られたかしら……とベールの下で小さく舌を出す。

「以上です。後はこの聖堂で己おのれを見つめ一晩を過ごして下さい」

「己を見つめ、ですか」

「はい。抜ぬけ出さずここで過ごしてください。けして抜け出さず」

「……誰だれか抜け出したんですか？」

「ナタリア様です」

「お母様が申し訳ありません。私は大人しくしてますので安心してください」

「話を聞いて下さっただけ有り難がたい限りです。記録の限りでは、話を最後まで聞いた聖女は初代と四代目と……」

「先祖代々申し訳ありません」

　私は大人しく過ごしますので……とキャスリーンが誓ちかうように告げれば、司祭が深く頷いた。

　髪かみは殆ほとんど白く染まり、キャスリーンから見れば祖父ぐらいの年ねん齢れいだろう。母の儀ぎ式しきを受け持ったと聞いたが、もしかしたら祖母も世話になっているのかもしれない。

　それを想えば尚なおの事申し訳なく思え、「絶対に逃にげません」と念を押した。

　そうして司祭が役目を終えたと部屋から出ていく。去り際ぎわに聖堂が頑がん丈じように施せ錠じようされている事を説明するのは、きっとキャスリーンの不安を拭ぬぐうためだろう。何かあれば呼んでくれと告げる声は穏やかで優しい。

　彼はこれから聖堂横にある小屋で一晩を過ごすという。警備と考えれば随ずい分ぶんと頼たよりないが、そもそも今までは警備など考える事すら無かったのだ。──そのせいで歴代の聖女が抜け出していたので、別の意味で警備を考える必要はあったかもしれないが──

　だがいくら施錠を説明されても一人にされれば不安は湧わく。シンと静まり返った空気、見慣れぬ聖堂の調度品、それらが一人きりなのだということを妙みように意識させる。

　それをなんとか押し隠かくし、キャスリーンが椅い子すに腰こしかけた。周囲を見回せば調度品が並んでいる。彫ちよう刻こくと、神話なのだろうか物語じみた絵画。ランタンと月明かりのもとで見ればより美しさを感じさせ、聖堂の神秘的な空気を色いろ濃こくしている。

　厳おごそかな聖堂の中、月明かりのもと祈り続ける聖女。それが本来あるべき儀式の姿なのだろう。

　なるほど確かに、想像しただけで神秘さを感じさせる。たった一晩過ごすだけだと思っていたが、この一晩ならば聖女の力が高められると言われても信じてしまいそうだ。

　……もっとも、実際は歴代脱だつ走そう劇なのだが。

「私は抜け出したりしないでちゃんと一晩過ごすわ。……でもちょっとお腹なかすいちゃった」

　何か持ってくれば良かったとキャスリーンがぼやき……コンコンと聞こえてきた音に周囲を見回した。いったい何の音か。そう考えている最中に再びコンコンと音が鳴る。

　司祭が戻もどってきたのかと思ったが、音がしているのは扉ではない、ただの壁かべだ。だがその音はいまだ続いており、キャスリーンがふるりと体を震ふるわせた。

　ロイの言葉がふと思い出される。森の中には、彷徨さまよって死んだ者の幽ゆう霊れいが……そう彼が言っていた。その後は噓うそだと訂てい正せいされたが、幽霊は居ないと誰が実証できる？

「もしかして本当に幽霊……？　で、でもここは聖堂だし……」

　いまだ続く音に恐きよう怖ふを覚え、キャスリーンが身を縮こませる。

　コンコン……と、何かを求めるようなノックの音。だが音がしているのは扉ではなく壁だ。なんの変へん哲てつもない壁、そこから音が続いている。

　誰かが来ようとしているのか、呼んでいるのか、だが何故なぜ扉から来ないのか、そもそも誰なのか……。考えれば考えるほど不安と恐怖が募つのる。心なしか寒くなった気がするが、擦さすった腕が震えているのは寒さからではないだろう。

　音のする壁から少しでも遠ざかろうと、震える足を引きずる。

　それでも音は続き、コンコン、コンコン、とまるで急せかすように続いている。

「やだ……なに……なんなの……」

　小声で呟つぶやくも返事はない。あるのはただひたすらに続く音。単調だった音は次し第だいに速まり、今ではもう間を置くことなく続いている。まるで複数の手で叩たたかれているかのように……。

　大きくなる音にキャスリーンの恐怖が募り、耐たえ切れないと身を隠すように蹲うずくまった。

「アルベルト隊長……！」

　脳のう裏りを過よぎる騎き士しの名を呼ぶ。

　その瞬しゆん間かん、

「キャス！　何があった！」

　と、彼の声と共に壁の一角が吹ふっ飛んだ。

　絵画が飾かざられた壁、音がしていた場所だ。その一角がまるで切り取られたかのように勢いよく外れ、パラパラと細かな破は片へんが散る。高さを言うならばキャスリーンの胸元程度だろうか。

　そこから顔を覗のぞかせたのはアルベルト。狭せまい隙すき間まからは体が通れず、それでも無理に中に入ろうとしている。その背後から「体格を考えてください、無理ですよ！」「詰つまりますって！」と聞こえてくる声は双ふた子ごのものだ。

　キャスリーンがキョトンと瞳を丸くさせ、それでもふらふらと彼のもとへと近寄った。恐怖で足の力が抜けかけたが、今は今で驚きよう愕がくして力が抜けかけている。

「アルベルト……隊長……？　どうしてそこに？」

　ベールを捲まくり座り込んで覗けば、通り抜けようとしていたアルベルトが体勢を戻す。

　その横からひょいと顔を覗かせたのは双子だ。暢のん気きに手を振ふっているが、キャスリーンには疑問が更さらに一つ増えたに過ぎない。

「どうして皆みんなが？　この隙間は？」

「ナタリア様が双子に教えたらしい。驚おどろいたよ、宿にいたら突とつ然ぜん『キャスに会いに行こう』って連れ出されたんだ」

「お母様が……。なるほど、代々ここから抜け出してたのね」

　思わぬところで脱だつ出しゆつ口を知り、キャスリーンが窺うかがうように抜け穴あなを眺ながめる。壁の一角が外れるようになっているのだ。歴代の聖女達はここから抜け出し好き勝手に過ごし、明け方に戻ってきていたのだろう。

　聞けば、ナタリアはここから抜け出してブレントと二人で過ごしていたのだという。惚のろ気けられたと笑うアルベルトに、思わずキャスリーンが謝罪を口にした。

「キャス、お前も出るか？」

「いえ、私はここに居ます。ここでちゃんと聖女として一晩過ごします」

　キャスリーンが首を振って返せば、アルベルトが苦く笑しようと共に頷いて返した。

　そんな彼の横から聖堂内に放ほうり込まれるのは紙の包み。キャスリーンがいったいなんだと拾って中を開けば、パンとドライフルーツが入っていた。別の包みには菓か子し。飲み物もある。

　双子からの差し入れだ。さり気なくチーズが入っているあたりが彼等らしいが、お腹が空すいたとぼやいていたキャスリーンには有り難いことこのうえない。

「抜け出しても食べには行けないだろうと思って買ってきたんだ。それじゃロイ、俺達は宿に戻ろうぜ」

「隊長のことは上手うまく誤ご魔ま化かしておきますから、キャスのことを頼たのみましたよ。あ、次の聖女様のために壁はちゃんと直しておいてくださいね」

　それじゃ、と二人が手を振って去っていく。

　あいにくと聖堂内にいるキャスリーンには彼等を最後まで見届けることは出来ず、すぐさま見えなくなる双子にせめてと感謝と就しゆう寝しんの挨あい拶さつを告げる。アルベルトが彼等の去っていった先を見つめ、しばらくするとその背が見えなくなったのかキャスリーンへと向き直った。

「そっちはどうなってるんですか？」

「足場があるぐらいで他ほかには何もない。座るとちょうどいいかもしれないな」

　そう告げて壁の向こうでアルベルトが動く。しばらく待てば再び彼が覗き込んできた。

　キャスリーンもまた向かい合うように腰を下ろす。だが小こ柄がらなキャスリーンには壁の穴は高く、膝ひざ立だちで背を伸ばしてようやくだ。ふちに手を掛かけて覗けば、アルベルトが無理をするなと手を伸ばしてきた。

　ポンと頭を軽く叩かれる。きっと座るよう促うながしたいのだろう。数度撫なでられた後にキャスリーンが大人しくその場に腰を下ろす。見上げれば、壁の穴から彼の髪が揺ゆれるのが見えた。だが見えるのは髪だけだ。

　そこに居るのが分かっているのに姿が見えない。そのもどかしさに、キャスリーンが焦じれるように腰を上げる。

「私、立ってます」

「一晩だぞ、座ってろ。ちゃんとここに居るから」

「でも……」

「一晩中いる。ずっと離はなれない。約束する」

　だから、と念を押すようにアルベルトに告げられ、キャスリーンが大人しく座り直した。

　彼の言葉は穏おだやかで深く、落ち着きを感じさせる。壁を隔へだてているというのにまるで耳元で優やさしく囁ささやかれているかのようだ。

　キャスリーンの胸が高鳴り、頰ほおが熱を持ち始めた。見られていないと分かっていても、明かりがランタンと月明かりのみだと分かっていても、己おのれの赤くなった顔を見られてしまう気がしてそっとベールを下ろした。

　だが壁の向こうにいるアルベルトはそんなキャスリーンの動きに気付いていないのか、もぞもぞと動いている。彼の髪が再び揺れ、壁かべ越ごしにトンと何かがぶつかるのが分かった。見えないならと壁に背を預けて座ったのだろう。椅い子すもクッションも無いのだ、一晩を過ごすなら楽な体勢を取らなければ体を痛めてしまう。

　ならばとキャスリーンも彼に倣ならい壁に背を預けるように座り直した。彼の姿も外の景色も見えなくなるが、壁越しに背を合わせているのだと考えれば安あん堵どが湧わく。それに、たとえ見えなくても目を瞑つぶればアルベルトの姿は容易に思い描えがける。

　壁に背を預け、吹き抜ぬける風に心地ここち好よさそうに藍あい色いろの髪かみを揺らす彼の姿。キャスリーンが名前を呼べばこちらを向き、穏やかに笑ってくれる。

「……あの、アルベルト隊長」

「ん？」

「ずっとそこに居てくれますか？」

「あぁ、一晩中いる」

「……ずっとそばに居てくれますか。ずっと、私の……」

　私のそばに、居てくれますか？

　そう震える声でキャスリーンが尋たずねる。

　壁越しにアルベルトが小さく息を吞のんだのが分かる。だが今彼がどんな表情をしているのかが分からず、キャスリーンが胸むな元もとを握にぎりしめた。聖女としての正装、布をふんだんに使った厳おごそかな服。重苦しく動きにくいと、堅かた苦くるしくて息が詰まると感じていた。

　だが今はこの正装を纏まとうことが誇ほこらしい。だからこそ、この正装を纏いキャスリーンとして彼に問いたい。

「キャスとしてだけじゃなくて、キャスリーンとしても、アルベルト隊長のそばに居たいんです。私、アルベルト隊長のことが……！」

　言いかけ、キャスリーンがポンと頭を叩かれて目を丸くさせた。言おうとしていた言葉が引っ込んでしまう。

　なにせアルベルトの手が壁かべの穴から伸のび、キャスリーンの頭をポンポンと叩いているのだ。まるで制止されているようで、キャスリーンが背を伸ばして穴を覗き込んだ。

　アルベルトと目が合う。氷騎士と言われる所以ゆえんの一つである涼すずやかな瞳ひとみ、だが今は溶とかされそうなほどの熱を感じる。

「アルベルト隊長、私……」

「頼む、待ってくれ。俺に言わせてくれ」

「隊長が？」

　キャスリーンが問えば、アルベルトが再び手を伸ばして今度は頰を撫でてきた。

　包まれるように優しく触ふれられ、キャスリーンの胸が高鳴る。大きく温かな手。これ以上喋しやべらないようにと制しているのか、親指がキャスリーンの唇くちびるに触れる。

　彼の指がゆっくりと唇をなぞる。擽くすぐるように、その形を確かく認にんするかのように。その動きにキャスリーンの胸がより鼓こ動どうを速めていく。

「キャスでもキャスリーンでも俺には変わらない。ずっとお前のそばに居る。離れないと誓ちかう。だから……」

　言いかけ、アルベルトが瞳を細めて顔を寄せてきた。

　頰に触れる彼の手が身を寄せるようにと促してくる。その動きに、徐じよ々じよに細められる彼の瞳に、唇をなぞる彼の指に、キャスリーンが小さく肩かたを震ふるわせた。

　自分の心音が聞こえてくる。静かな聖堂に響ひびいてしまわないか、そんな心配が胸に湧く。

「キャス、お前が好きだ。俺のそばにいてくれ」

　告げられる言葉に、キャスリーンが「はい」と小さく答えると共に瞳を閉じた。

　閉じた視界の中で、唇が柔やわらかなものに触れる。温かく、そして胸を高鳴らせる感かん触しよく。

　痺しびれるようなその甘さがそっと離れていき、キャスリーンがゆっくりと瞳を開けた。

　アルベルトがこちらを見つめている。彼は穏やかに笑い、今度は「キャスリーン」と呼んできた。

「キャスリーン、貴女あなたが好きだ。どうか俺のそばにいてくれ」

　名前を言い換かえたその言葉に、キャスリーンが再び「はい」と答える。今度は少し笑いながら。もちろん瞳を閉じて。

　そうして再び贈おくられる温かな口付けに、キャスリーンは酔よいしれるように頰に触れる彼の手に己の手を添そえた。
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　儀ぎ式しきの日から数日後、王宮の最さい奥おうにある謁えつ見けんの間には見慣れた顔ぶれが並んでいた。

　誰だれもが畏かしこまった正装を纏い、その視線が集つどうのは上座にある椅子。そこに座るのはキャスリーンだ。天てん井じようから降り注ぐ日の光を受け、長い睫まつ毛げが頰に影かげを落とす。凜りんとした佇まいで座る姿は気品を感じさせ、誰もが視線を向けている。

　美しい、そう誰かがポツリと呟つぶやいた。

　それを聞きキャスリーンが柔らかく微笑ほほえめば、今度は見み惚とれるような感かん嘆たんの吐と息いきが聞こえてきた。キャスリーンの胸に何とも言えぬ気き恥はずかしさが湧く。どこを見て良いのか分からず、あちらを見てもこちらを見ても誰かしらと目が合ってしまうのだ。

　以前まではベールを被かぶっており、表情も視線も彼等には分からなかった。だが今は違ちがう、どこを見ているのか、誰を見ているのか、どんな表情をしているのか……全すべて見られてしまう。

　なにせ今のキャスリーンは素す顔がおを晒さらしているのだ。着慣れた聖女の正装、だがベールだけは被っていない。

「いやはや、キャスリーン様のなんと美しいことか。ナタリア様のお若い頃ころにそっくりだ」

　嬉うれしそうに褒ほめてくるのはヘインだ。彼の言葉に、キャスリーンが凜とした態度を取ったまま「ありがとう、ヘイン伯はく」と返し……ムニッと口角を上げた。ナタリアに似ていると褒められ、つい嬉しくて表情が緩ゆるんでしまったのだ。

　慌あわててキャスリーンが頰を押さえるも、ヘインに「その表情はブレント様に似ている」と笑われてしまった。周囲の者達も笑えみを浮うかべている。

　以前であれば聖女のご機き嫌げん取とりだと、おべっかだと、そう考えていただろう誉ほめ言葉。だが今は彼等の瞳に娘むすめや孫を愛めでるような温かさを感じる。感じ取れるようになったのだ。だからこそ誉め言葉が照れくさく、真っすぐに胸に届いて表情を緩めさせる。

「今まで我が儘ままを言って、素っ気なくしてごめんなさい。ようやく気付いたの。今なら皆みんなを癒いやしてあげたいって思える。……でも、ヘイン伯の無理をする性格はどうにかしてもらわなきゃいけないけど」

「これは手厳しい。今日は痛めた腰こしを癒やして頂こうと思ったんですが」

「孫を二人同時に抱だっこするからよ」

　ぴしゃりとキャスリーンが言い切り、それでも片手をヘインへと伸ばした。

　孫が大好きでつい無理をしてしまう彼のことを想おもえば、意識せずともかざした手に力が集まり温まっていく。そうして一度スッと手を動かせば、腰の痛みが無くなったのかヘインの表情が晴れやかなものに変わり、その成果を見せるようにぐっと腰を伸ばした。──その際に「次は交こう互ごに抱き上げます」と言っているあたり、ヘインの再さい治ち療りようは近い──

　周囲でそれを見ていた者達がキャスリーンの手しゆ腕わんを口々に褒めだす。

　聞き飽あきたはずの賛辞が今は嬉しく、キャスリーンが気恥ずかしさで頰ほおを搔かいた。

　だがその表情に僅わずかだが影がさしたのは、室内に鐘かねの音が響いたからだ。以前であれば鐘の音を合図に謁見が終わり、キャスの時間が始まっていた。

（だけどこれからはずっと聖女として過ごすの。でも、いつか必ず一人前の聖女として認めてもらう、そうしたらきっとキャスに会えるわ）

　そうキャスリーンが心の中で呟き、次の申し出を読もうとし……「キャスリーン」とナタリアに名を呼ばれた。

　見れば彼女は穏おだやかにそれでいてどこか楽しそうに笑っている。ナタリアだけではない、いつの間にか謁見の間の誰もが笑っている。ヘイン達も、重役達も、それどころか警備さえも畏まった態度を取りつつも嚙かみ殺せずに口角を上げている。

　これにはキャスリーンも疑問を抱いだき、いったい何かと首を傾かしげた。

「キャスリーン、用意が出来たわ」

「用意？　お母様、何の話をしてるの？」

「見てからのお楽しみよ」

　クスクスとナタリアが笑う。明確な言葉を避さけて話すのは、きっとこちらを焦じらして楽しんでいるのだろう。

　それが分かってもキャスリーンには疑問しか湧わかず、答えを求めるように周囲を見回した。

　皆が楽しそうに、待ち遠しそうにしている。「きっと驚おどろくだろう」だの「早くその姿を見たい」だのと聞こえてくる囁ささやきに、しばらく考えを巡めぐらせていたキャスリーンがはっと息を吞のんだ。

（まさか……結けつ婚こん相手？）

　儀式を終えた聖女は、力を次代に繫つなぐことを考えなければならない。つまり結婚だ。

　それは分かる。その相手がきっと信用のおける誠実な人なのだと、何よりキャスリーンの事を考えて選ばれた人なのだということも分かる。

　だけど、それでも……。

「待ってお母様、私……」

「さぁキャスリーン、お披ひ露ろ目めよ」

「お母様、みんな、ねぇ聞いて。私本当は……！」

　周囲の期待が高まっていくのが分かる。だがそれでもキャスリーンはナタリアや謁見の間に居る者達を制止しようと声をあげた。

　扉とびらの向こうには結婚相手の候補者が居て、今まさに部屋に入ろうとしているのかもしれない。その人との間に次代を授さずかるのが国のため家のため正しいのかもしれない。

　だけどキャスリーンの脳のう裏りに浮かぶのはただ一人。優やさしく逞たくましく、穏やかに笑って頭を撫なでてくれる騎き士しだけなのだ。彼も自分も儀式を終えて忙せわしなく今の今まで一度も会えていないが、その姿も、声も、触ふれる温かさも鮮せん明めいに思い出せる。そして思い出すと同時にキャスリーンの胸が締しめ付けられる。

　そうしてカタンと扉が開く音が聞こえた瞬しゆん間かん、キャスリーンの胸の内に湧いていた感情が爆はぜるように溢あふれた。

「私アルベルト隊長が好きなの。聖女としても騎士としても、彼のことを愛してるの！」

「ほら見て、キャスリーン。聖女と騎士を合わせた、貴女あなたの新しい正装よ！」

「キャス、迎むかえに来たぞ！」

　……。

　……三者三様の声があがり、次いで謁見の間がシンと静まり返る。

　アルベルトへの想いを訴うつたえたのはキャスリーンだ。溢れる感情が抑おさえきれず、想いのままに椅い子すから立ち上がる。

　対してキャスリーンの新しい正装の披ひ露ろうを告げたのはナタリア。キャスリーンの隣となりに立ち、周囲の期待を煽あおるような口ぶりで扉とそこから運ばれてくる正装を指さした。──ちなみに運んでいるのはブレントである──

　そしてそれらに割って入るようにキャスリーンをキャスと呼んだのは、窓から入ってきたアルベルト。勢いよく窓を開け半身を乗り出すように室内に入り、そして目を丸くさせている。

　これにはキャスリーンも紫むらさき色いろの瞳ひとみを瞬またたかせ、運ばれてくる正装と、ナタリアと、そしてアルベルトに視線をやった。順じゆん繰ぐりに向くたびに金の髪かみがふわふわと舞まう。これが三つ編みであったなら、きっと尻尾しつぽのようにぶんぶんと揺ゆれたことだろう。

「……アルベルト隊長」

「キャス……あれ、結婚相手はどこだ……？」

　窓の縁ふちにのったアルベルトが周囲を見回す。

　そんな彼に近付くのはナタリアだ。ほほ……と優ゆう雅がに笑ってはいるが、冷ややかな空気が漂ただよっているのは気のせいではないだろう。事態が分からずともアルベルトが顔色を青ざめさせる。

「アルベルト、貴方あなたノックをしないどころかついには扉という概がい念ねんを捨てたのね」

「も、申し訳ありません……！　キャスの結婚相手が来ると聞いて居ても立っても居られず」

「それにしたって急ぎ過ぎよ。着き替がえたタイミングで飛び込ませる計画だったのに」

　まったくと不満そうにぼやき、ナタリアが窓の下を覗のぞき込む。

　そこに誰かいるのか……。いや、誰かなど考えるだけ時間の無む駄だだろう。

「ちょっとぉー、早過ぎよ！」

「すみません、煽り過ぎましたぁー」

「まさか壁かべを登るとは思いませんでしたぁー」

　ナタリアの訴えに、二人分の謝罪が返ってくる。だがその声はまるで一人が二度喋しやべっているかのようにそっくりだ。声こわ色いろも声量もなにもかも同じ……。ローディスとロイである。

「貴方達はちゃんと扉から入ってきなさい」

　そう双ふた子ごに告げ、ナタリアが改めて室内へと向き直った。

　ちなみにキャスリーンはいまだ啞あ然ぜんとしたままだ。アルベルトも、ナタリアに譲ゆずるため窓辺から退いてはいるもののいまだ硬こう直ちよくしている。

　周囲の者達も同様。ナタリアの話は知っていたのだろうが、アルベルトの登場には理解が追い付かないと言いたげである。

　そんな硬直状態から一番に抜ぬけたのはキャスリーン。

「アルベルト隊長、どうしてここに!?　それにお母様、その服は何!?」

「キャス、結婚相手は……いないようだな。謀はかられたか……」

　アルベルトが忌いま々いまし気に呻うめいて窓の外を睨にらむ。

　双子のことを言っているのだろう。次いで彼は雑に頭を搔き、キャスリーンの隣に並んだ。

（謁えつ見けんの間でアルベルト隊長と並ぶ……。なんだか不思議な気分）

　正面を見れば謁見の間、豪ごう華かで厳おごそかな王宮最さい奥おうの一室。上座に置かれているのは玉座のような椅子。キャスリーンにとっては見慣れた光景だ。

　だが隣を見ればアルベルトの姿。彼を見つめていれば、視線に気付いて穏やかに笑ってくれる。これはキャスにとって見慣れた光景だ。

　それらが合わさるのはなんとも不思議な感覚である。正面を見ればキャスリーンの視界、隣を見ればキャスの視界。まるで二人の視界が混ざり合ったようだ。

「……アルベルト隊長、なんで窓から？」

「キャスの結婚相手が来ると聞いて駆かけつけたんだ。駆ける……というよりは登ったんだが。ほら、謁見の間は王宮の最奥にあるだろ、正面口から行くと時間が掛かかる」

「そうですね。私いつもここから訓練所に行くから、凄すごく時間が掛かってたんです」

「だからいつもギリギリに走ってきてたんだな」

「それに着替えるのにも時間が掛かるんです。ほら、聖女の正装は布が多くて」

　そうキャスリーンが訴えつつ正装の布をひらりと捲まくる。布が幾いく重えにも使われており、気品があって美しいとは思うがいかんせん重くて着替えにくいのだ。

　そんなキャスリーンの訴えにナタリアの笑い声が被かぶさる。彼女は楽しそうな表情を浮うかべ、キャスリーンの肩かたを撫でてきた。

「キャスリーン、もう走らなくて大だい丈じよう夫ぶよ」

「お母様、どういうこと？」

「すぐに分かるわ。さぁあっちの部屋で着替えましょう。早くしないとまた誰だれかさんが飛び込んできちゃうわ。……そう、誰かさんが！」

「分かったわ、着替えるから！　だからアルベルト隊長をいじめないで！」

　やめてあげて！　とキャスリーンがアルベルトを庇かばいつつ、ナタリアに連れられて別室へと向かった。




　そうしてあれよあれよという間に着替えが終わり、鏡を前にキャスリーンが紫色の瞳を瞬かせた。

「お母様、これ……」

　鏡越ごしにナタリアに問いかければ、彼女は穏やかに笑ったまま、キャスリーンの金糸の髪を梳とかし慣れた手つきで編みはじめた。

「ほら、出来たわよキャスリーン」

　髪を編み終えたナタリアがポンと肩を叩たたいてくる。

　だがキャスリーンはそれに対し返事も出来ず、ただ鏡に映る自分の姿を見つめていた。

　白を基調とした品の良い服。聖女の正装のように厳かで、上質の布と飾かざりがあしらわれている。試ためしに片手を動かせば緩ゆるやかに裾すそが揺れ、その様は威厳さえ感じさせる。

　それでいて騎士服のように軽く動きやすい。腰こしにはレイピアと救護用具の入った鞄かばんがあり、いつだって戦場を駆け回り仲間を助けることが出来る。試しにクルリと回れば、三つ編みが揺れた。

　その三つ編みも、騎士らしく動きやすさを重視した髪型だが、リボンの中央にはトルステア家の家か紋もんが彫ほられた飾りがつけられている。

　聖女であり騎士でもある、美しくて軽かろやか、両方の良いところを合わせた正装だ。これならば着替えなくとも、偽いつわらなくても、そのままで聖女としても騎士としても居られる。なんて嬉うれしいのだろうか。

　見ているだけでキャスリーンの胸が高鳴る。これを用意してくれた者達のことを想おもい、これを見た仲間達の反応を想像し、そしてこれからはこの正装を着るのだと考えれば胸どころか全身が高こう揚よう感かんで包まれそうなほどだ。

「ほらキャスリーン、みんなに見せてあげなさい」

「はい！」

　ナタリアに促うながされ、キャスリーンが頷うなずいて返した。

　謁見の間へと続く扉とびらに手を掛ければ期待が湧わき上がる。その衝しよう動どうに駆られるままキャスリーンがゆっくりと扉を開いた。

　次の瞬しゆん間かん、謁見の間が感かん嘆たんの声で溢あふれる。

「やはり似合ってる」「気品に溢れている」と褒ほめてくれるのはヘイン達だ。彼等は元々この正装を知っていたのだろう、キャスリーンの姿に満足そうな笑えみを浮うかべている。その表情の、視線の、なんと温かなことか。とりわけブレントは嬉しそうで、隣に立つナタリアと寄り添そって娘むすめの晴れ姿を見守っている。
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「おぉ、凄いなキャス。ネズミにも衣い装しようだ」

「これなら小さくても見失わないな。エビにも衣装だ」

　褒めると見せかけて茶ちや化かしてくるのは言わずもがなローディスとロイである。ロイが窓辺へと駆け寄り外へ手を振ふっているあたり、きっと第四騎き士し隊の仲間達が集まっているのだろう。

　向けられる視線も送られる言葉も嬉しく、キャスリーンがはにかんで返す。

　次いで視線を向けたのはアルベルトだ。彼は新しい正装を纏まとったキャスリーンを見つめ、視線が合うと柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　藍あい色いろの瞳がまるでおいでと誘さそっているようで、キャスリーンが彼へと駆け寄る。ふわりと翻ひるがえる裾は軽く、それでいて金の細工が入った縁取りが気品を感じさせる。

「アルベルト隊長、どうですか？」

「凄く綺き麗れいだ。キャスにもキャスリーンにも似合ってる」

　真っすぐに見つめて褒めてくれるアルベルトに、キャスリーンが照れくさいと笑う。だが彼の言葉は何より胸に溶け込み、この正装をより特別なものに仕立て上げてくれているようではないか。

　それを実感するようにはにかめば、アルベルトの手がポンとキャスリーンの頭に乗った。大きな手が優やさしく頭を撫なで、次いでするりと金の髪かみを滑すべって今度は頰ほおを撫でてくる。優しく温かな感かん触しよくに包まれ、キャスリーンの胸までも温まっていく。全身が蕩とろけそうだ。

「キャス、キャスリーン。どちらも愛してる。国のためでも聖女の力の為ためでもなく、二人で人生を歩むため、俺と結けつ婚こんしてくれないか」

　じっと見つめながら告げてくるアルベルトの言葉に、キャスリーンの胸に歓かん喜きが湧き上がる。

　その想いのまま「はい！」と答え、彼に抱き着いた。腕うでが背に回り、放すまいと抱だき締しめてくる。なんて心地ここち好よいのだろうか。

「これからはずっと一いつ緒しよだ。氷騎士の異名は返上しないとな」

「返上ですか？」

「あぁ、キャスが氷騎士を解かしてくれた。これからもずっと一緒に、俺の隣となりで、俺を癒いやして解かしてくれるんだろ？」

　愛が必要なら望むままに捧ささげるから。

　そう耳元で囁ささやかれ、キャスリーンの頰がポッと赤く染まった。

　胸が高鳴り熱を灯ともす。この熱はなにより心地好く全身をまわり、キャスリーンが浮かされるように彼を見上げた。

「はい、任せてください！」

　そう胸を張って……は彼の腕の中にいるため出来ないが、その代わりと彼の胸むな元もとに頰を擦すり寄せて答えた。







[image: キャスリーンとキャス]




　王宮の最さい奥おうにある謁見の間に鐘かねの音が響ひびく。

　午前の執しつ務むを終える鐘だ。それを聞き、謁見の間にいた者達が誰からともなく顔を上げ、次いで上座に置かれた椅い子すへと視線を向けた。豪華な室内にある、とりわけ絢けん爛らん豪ごう華かな椅子。

　そこに座るのはキャスリーン。厳おごそかでありつつ動き易さも重視された正装を纏まとう彼女は、鐘の音を聞くとゆっくりと立ち上がった。そうしてわざわざ会いに来てくれた者達に礼と、また明日と別れの挨あい拶さつを告げる。にこやかに、嬉しそうに、心の底から感謝と友情を込めて。

　白を基調とした正装と合わさり、その姿は凜り々りしさと気品を感じさせる。隣に立つナタリアが娘の成長に満足気に頷き、椅子の傍かたわらに飾っておいたレイピアを手に取った。

「それじゃキャスリーン……いえ、キャス、午後のお務め頑がん張ばって」

「はい、ナタリア様！」

　ナタリアからレイピアを受け取り、キャスリーンが胸を張って答えた。

　先さき程ほどまでの厳かさは一転して活発さに変わり、小走り目に扉へと向かう。その最中にもレイピアと鞄を腰から下げ、金の髪を三つ編みに結ゆわき……と、随ずい分ぶんと落ち着きがない。

　そうして扉に手を掛かけ、一度クルリと振り返った。白い布が揺ゆれる、美しくて軽い布だ。

「それじゃ、行ってまいります！」

　そうキャスリーンが謁えつ見けんの間に並ぶ者達へと告げる。以前は鐘が鳴るや退室していた彼等だが、最近は鐘が鳴ってもしばらく残り、こうやってキャスリーンを見送るようになっていた。

　とりわけ寄り添って見送ってくる両親の視線は穏おだやかで、愛いとしむような温かさを感じさせる。

　そんな視線を一身に受け、キャスリーンは金糸の三つ編みをふわりと揺らして謁見の間から飛び出した。




　そうして駆かけつけたのは第四騎士隊の訓練所。隊列に飛び込めば誰だれもが労ねぎらいの言葉で受け入れ、そして「さぁキャスこっちに」「ほらもっと前へ」と背中を押して促してくる。

　騎士と言えどもキャスリーンは小こ柄がらな少女。大人の男に背を押されれば抗あらがうことは出来ない。といっても、彼等の目的が分かっているので抗う理由も無いのだが。

　ゆえに無む抵てい抗こうに近い状態で仲間達に背を押され、隊列の先頭へと出る。

　そこに居るのは……アルベルトだ。今日の訓練について話していたのか、双ふた子ごと共に真しん剣けんな表情で手元の書類を確かく認にんしていた彼は、キャスリーンが現れたことに気付くと一いつ瞬しゆんにしてその表情を緩めた。パッと温かな明かりが灯るように、それほどまでに一瞬で変わったのだ。

　藍色の瞳ひとみを細め、柔らかく微笑み、嬉しそうに「キャス」と呼んでくる。それが嬉しく、キャスリーンもまた彼の名を呼んだ。そんな二人に対し、

「なぁロイ、この速さは氷が解けるどころじゃないよな」

「まったくだよ。見せつけられる俺達の身にもなって欲しいもんだ」

　そうニヤニヤと笑いながら文句を言ってくるのはもちろんローディスとロイである。冷やかされて堪たまるものかとキャスリーンがツンと澄すまし、アルベルトの隣に並ぶ。

　そうして彼等の笑みを制するようにコホンと咳せき払ばらいをした。ほんの少し胸を張り、彼等を見下ろし……は身長の差で出来ないが、それでも冷ややかに彼等を睨にらみ付ける。

「ローディス、ロイ、聖女キャスリーンの命令です。いたいけな少女を虐いじめるのは止やめなさい」

「はーい。あ、そうだキャスリーン様、さっき怪け我がしたから後で治ち療りようよろしく」

「了りよう解かいしましたー。そんじゃキャスリーン様、馬連れてきてやるから」

「演技でもちょっとは敬ってよ！」

　あまりに変わらなすぎる双子の態度にキャスリーンが喚わめく。だがそれもまた彼等にとっては楽しいのだろう、笑いながら廏きゆう舎しやへと歩いて行ってしまう。他ほかの仲間達も同様、「しばらく二人きりにさせよう」と口々に言って各おの々おの立ち去っていく。

　その光景にキャスリーンが何と言っていいやら分からず唸うなっていると、ポンと頭に手を置かれた。宥なだめるように、愛しむように、大きな手が頭を撫でてくる。

　誰だれの手か？　もちろんアルベルトの手だ。優しくて、大きくて、温かい手。見上げれば藍色の瞳が見つめてくる。穏やかなその笑えみに、キャスリーンもまた微笑んで返した。

「午前中は聖女の仕事、午後は騎き士し……今までと変わらないとはいえ、大変じゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。今はどっちも楽しいし、聖女の時は聖女の仕事が、騎士の時は騎士の仕事が、誇ほこらしくて堪らないんです！」

「そうか。キャスらしいな」

　アルベルトが柔らかく微笑み、頭を撫でていた手で今度は三つ編みを撫でる。直接触ふれる時とはまた違ちがった感触が心地好く、キャスリーンが紫むらさき色いろの瞳を細めた。

　そうして彼と話しつつ撫でられる感触をしばらく堪たん能のうし、頃ころ合あいを見たアルベルトの「そろそろ行くか」という言葉に瞳を開く。

「今日は王都の外れまで足を運ぶ。最近良からぬ輩やからが蔓延はびこってるらしいからな」

「良からぬ輩、ですか？」

「あぁ、もしかしたら剣けんを抜ぬくことになるかもな。頼たよりにしてるぞ、キャス」

　念を押すようにポンと一度頭を軽く叩たたき、アルベルトが笑う。

　それに対してキャスリーンは胸を張り、

「騎士として戦って、聖女として皆みんなを癒やします！　任せてください！」

　そう威い勢せいよく答えた。








あとがき









　はじめましての方も、お久しぶりな方も、こんにちは。さきです。

『お飾かざり聖女は前線で戦いたい』をお手に取って頂き、ありがとうございます。




　この作品は「頑がん張ばる女の子の話を書きたい！」という思いから書き始めました。

　聖女キャスリーンと騎き士しキャス、二つの自分と理想の間で悩なやみ頑張るヒロインに、少しでも共感し応おう援えんして頂けたなら幸いです。




　担当様、悩み過ぎるキャスリーンを上手うまく導いて頂き、ありがとうございました。

　ぽぽるちゃ様、可愛かわいく綺き麗れいなイラストありがとうございます。聖女の正装、騎士服、どれも細かく美しくて素す敵てきです。ネズミとエビも可愛いです！




　そしてなにより、この本を手にして下さった全すべての方々、本当にありがとうございます！
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『お飾り聖女は前線で戦いたい』

電子版特別ショートストーリー







　それは、キャスリーンが初めてキャスを名乗った日の事。

　そして、キャスとアルベルトが初めて出会った日の事。




「キャスリ……キャスと申します！　よろしくお願いいたします！」

　キャスリーンが畏まって頭を下げれば、その勢いに金糸の髪の三つ編みがぶんと揺れた。

　だがそんな威勢の良いキャスリーンの挨拶に対し、返ってきたのは、「……あぁ」という歯切れの悪い声。向かい合う騎士は困惑の表情を浮かべており、参ったと言いたげに頭を搔きだした。藍色の髪が揺れる。

「知ってるとは思うが、第四騎士隊のアルベルトだ」

「はい！　存じております！」

「……ところで、本当に俺で良いのか？」

　自己紹介も碌にしない内に尋ねられ、キャスリーンがキョトンと目を丸くさせた。

　良いのか？　とは何のことだろうか。そう首を傾げて問うも、アルベルトは何やら気まずそうな表情を浮かべるだけだ。キャスリーンがじっと見つめても返答は無く、それどころか見つめられることに居心地の悪さを覚えたのか、ふいと視線をそらしてしまう。

「良いのか、とはどういう意味でしょうか？」

「確かに俺は騎士隊長だが、あまり周囲とは……。それに、キャスのような年頃の女性の扱いなどさっぱり分からない」

「一人の騎士として接して頂ければ十分です！」

「そうは言うがなぁ……」

　意気込むキャスリーンに対して、アルベルトはいまだ困惑を露わにしている。参ったと言いたげなその態度、眉尻を下げた表情、雑に頭を搔く手の動き……。それを見て、キャスリーンが心の中で「氷騎士と聞いたけど……」と呟いた。

　氷騎士アルベルト、騎士隊の中で群を抜いて強く、そして孤高の騎士と聞いた。

　彼に預けられるのだと聞かされた時は、そんな人の世話になって上手くやっていけるのかと、緊張と不安を抱いていた。

　だが実際に本人を前にすると『氷騎士』という異名は緩やかに解けていく。確かに涼やかな目元と凛とした佇まいは威圧感を覚えるが、「本当に良いのか？」と念を押すように尋ねてくる彼に対しては緊張は抱かない。それどころか、自分の武骨さを訴える姿に申し訳なさが湧く。

「あの……もしかして、ご迷惑でしたでしょうか？」

「キャス？」

「アルベルト隊長は強さを求める騎士と聞きました。私のような見習い以下の世話を焼くなんて、時間の無駄ですよね……」

　キャスリーンがしゅんと俯いて謝罪の言葉を口にする。

　騎士として生活するための条件の一つとして、彼に世話になる事を言い渡されていた。だがどうやら彼からしてみれば強引に決められた事で、どうにか辞退を促したいようだ。きっとトルステア家の縁故関係者から無理に押し付けられたのだろう。

　それを詫びれば、アルベルトが更に慌てだした。だがキャスリーンは彼への申し訳なさでいっぱいで、慌てふためくアルベルトを見上げる余裕は無い。

　騎士として役に立ちたいと思っていたが、役に立つどころか早速迷惑をかけてしまった……そう考えれば、己の未熟さに胸が痛くなる。騎士になりたいと、自分の事ばかり考えていた。

「勝手に話を進めてしまい、申し訳ありませんでした」

「キャス、俺は迷惑だなんて……」

「この事はきちんと私から話を通しますので、どうかお気になさらず……」

「俺は迷惑だなんて思ってない！　さぁ訓練に行くぞ！」

　アルベルトの威勢の良い声と共に、キャスリーンの頭にぽんと何かが乗る。程よく重く、そして大きなものだ。

　いったい何だとキャスリーンが顔を上げれば、自分をじっと見つめる藍色の瞳と目が合った。頭に乗っているものがゆっくりと動く。

　何か？　アルベルトの手だ。彼の手が、自分の頭をゆっくりと撫でている。

「……アルベルト隊長？」

　キャスリーンが目を丸くさせながらアルベルトを見つめれば、しばらく頭を撫でていた彼がはたと我に返ったように手を離した。その表情には焦りが見える。

「す、すまない、つい咄嗟に！　女性の髪に触れるなんて……！」

　慌てて謝罪してくるアルベルトに、キャスリーンが目を丸くさせたまま彼を見つめ……小さく笑みを零した。大丈夫だと念を押すように告げれば、彼の表情に安堵が浮かぶ。

「大丈夫です。むしろ女性としてではなく騎士として接して頂いて光栄です！」

「いや、騎士相手にも頭を撫でたりはしないんだが。……なんだかこう、手が置き易くて」

　惹かれる原因を追究したいのか、ゆっくりとアルベルトの手が伸びてくる。だが頭に乗る直前で一度止めるのは、触れる許可を求めているからだろうか？

　キャスリーンが瞳を閉じて待ち構えれば、それを許可と取ったのか再び頭に手が乗ってきた。

　両親に頭を撫でられる時とも違う、なんだか不思議な感覚だ。くすぐったくて、温かくて、胸の内から微睡んでいくような感覚。なんて心地好いのだろうか。

　そうして数度頭を撫でられていると、アルベルトの手がパッと離れた。見上げれば、満足したのか彼が微笑んでいる。柔らかな表情、藍色の瞳が優し気に細められている。

「それじゃ行こうか、キャス」

　促してくる彼の声は穏やかで、キャスリーンの胸に温かく溶け込んでいく。その温かさに誘われるよう、キャスリーンもまた柔らかく微笑み、彼の隣に並んで歩き出した。
















カバー・本文イラスト／ぽぽるちゃ

デザイン／おおの蛍（ムシカゴグラフィクス）










お飾かざり聖せい女じよは前ぜん線せんで戦たたかいたい




【電でん子し特とく典てん付つき】
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